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分野名「05.ソフトウェア設計」

問番 内容 解説

問050001 ●部品払出管理プログラムを作成する問題 解答・解説

●所要量ファイル・在庫ファイルに基づいて計算した払出数、不足

数、在庫数、発注数を関連するファイルに出力する。

問050002 ●モジュール分割法に関する問題 解答・解説

●相関係数、回帰直線を求める処理であり、モジュール分割を実行

し、モジュール構造図を完成させる問題である。

問050003 ●製品在庫管理システムに関する問題 解答・解説

●在庫検索機能、入庫予定検索機能を利用して、出荷照会回答のス

テータスとメッセージを表示する問題である。

問050004 ●招待券、抽選券を発送する宛先ファイルシステムの問題 解答・解説

●売上伝票ファイルと顧客マスタファイルを使用して、条件に該当

する顧客の宛先を作成し、出力するプログラムの作成である。

問050005 ●パソコンを利用した販売出荷システムに関する問題 解答・解説

●販売ファイルと納品伝票の突き合わせ処理、出荷作業の荷揃いの

効率化と作業の情報処理法に関する問題である。

問050006 ●図面検索プログラムの作成に関する問題 解答・解説

●図面マスタファイル、図面構成マスタファイルを利用して、図面

番号から関連する図面を検索するプログラムの作成である。

問050007 ●秘密鍵方式、公開鍵暗号方式に関する問題 解答・解説

●秘密鍵方式・公開鍵方式を用いた通信文の暗号化、公開鍵を用い

たデジタル署名、公開鍵配布に関する問題である。

問050008 ●契約ビジネスホテル検索システムの設計の問題 解答・解説

●検索条件に合致する契約ビジネスホテルを検索し、画面に表示す

るプログラム作成の問題である。

問050009 ●支払先への支払分割に関するプログラムの問題 解答・解説

●支払明細ファイルを使用して、区分に従って支払方法を決定し、

支払先ごとに支払金額を集計するプログラムである。
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分野名「05.ソフトウェア設計」

問番 内容 解説

問050010 ●トランザクション処理のデータベースに関する問題 解答・解説

●オンライントランザクション処理で、該当するデータベースを使

用して業務処理を実行するプログラムに関する問題である。

問050011 ●文書ファイルの検索システムに関する問題 解答・解説

●タグ付き文書構造を利用して、作成者氏名、作成年月日、その他

の文字列を判定し、検索キーと照合する作業である。

問050012 ●支払検査・承認システムに関する問題 解答・解説

●クライアント／サーバシステムを利用して、支払集計ファイルの

内容をクライアントで検査・承認する作業である。

問050013 ●日付を与えて曜日を求めるプログラムに関する問題 解答・解説

●日付から曜日を求めるプログラムの限界値分析および処理手順に

関するプログラムの問題である。

問050014 ●状態遷移図に関する問題 解答・解説

●赤旗、白旗の上下の操作による４つの状態間を遷移する状態遷移

図に関する問題である。

問050015 ●在庫照会プログラムに関する問題 解答・解説

●在庫データの照会処理の階層構造図、モジュールインタフェース

表、ＳＴＳ分割に関する問題である。

問050016 ●発注業務のシステム化に関する問題 解答・解説

●商品コード別の発注拠点の在庫情報に基づいて、発注拠点、発注

量を決定するシステム化の問題である。

問050017 ●商品補充のための配送情報システムに関する問題 解答・解説

●前日の商品在庫情報と過去の販売実績情報を使用して、翌日の配

送情報を作成するプログラムを設計する。

問050018 ●ニュース提供システムの設計に関する問題 解答・解説

●ニュースファイル、利用者ファイルを使用して、利用者の好みに

応じてニュースを分類し、端末種別に表示する問題である。
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分野名「05.ソフトウェア設計」

問番 内容 解説

問050019 ●売上実績ファイルから売上実績表を作成する問題 解答・解説

●全支店の商品コード別売上実績の順位、支店別の商品コード別売

上実績の順位を対比した売上実績表を作成する問題である。

問050020 ●授業時間割の編集プログラム作成に関する問題 解答・解説

●時間割システムにおける既存システムのレコード様式を、新シス

テムのレコード様式に変換する問題である。

問050021 ●人事管理システムの設計に関する問題 解答・解説

●昇格、昇級に関連して、昇格ファイル、昇級ファイルを作成し、

社員表の更新、人事異動の発表資料を作成する問題である。

問050022 ●製造日ごとの牛乳の必要量を集計するプログラムの問題 解答・解説

●製造計画で決められた製造日ごとの３牧場の牛乳の必要量を必要

ファイルを使用して集計し、出力するプログラムの問題である。

問050023 ●宛先ファイルを作成する問題 解答・解説

●売上伝票ファイル、応募者ファイル、顧客ファイルを照合して、

宛先ファイルを作成するプログラムの問題である。

問050024 ●複数ファイル処理に関する問題 解答・解説

●会員情報の入ったマスタファイルの内容をトランザクションファ

イルによって更新処理する問題である。

問050025 ●通信販売システムに関する問題 解答・解説

●会員毎の購入実績情報を用いて、購入可能性の高いと判定された

商品を表示するプログラムの問題である。

問050026 ●販売構成一覧表を作成するプログラムの問題 解答・解説

●販売ファイルから、集計期間、集計項目を指定し、抽出、整列、

突合せ、集計、順位付け処理し、一覧表を作成する問題である。

問050027 ●楽曲ダウンロード管理システムの設計する問題 解答・解説

●会員ファイル、楽曲管理ファイル、ダウンロード実績ファイルか

らジャンル別ダウンロード件数表を作成する問題である。
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分野名「05.ソフトウェア設計」

問番 内容 解説

問050028 ●口座管理・ＡＴＭ使用手数料に基づいて口座情報を更新する問題 解答・解説

●個人顧客口座の情報に基づいて、口座管理手数料、ＡＴＭの預払、

ＡＴＭ使用手数料を算出し、口座情報を更新する問題である。

問050029 ●オブジェクト指向設計を用いた航空券発券システムの問題 解答・解説

●オブジェクト指向分析／設計に用いるＵＭＬのクラス図、シーケ

ンス図を活用した航空券発券システムの問題である。

問050030 ●家具販売店の配達サービス管理システムの問題 解答・解説

●家具の配達を受け付けてから配達が完了するまでの配達サービス

の状況を管理するシステムを検討する問題である。

問050031 ●ファイルを突合せ部品の棚卸金額を計算する方法の問題 解答・解説

●先入先出法の考え方を使用して、在庫、受入、払出の各ファイル

を突合せ部品の棚卸金額を計算処理する方法の問題である。

問050032 ●懸賞応募券、招待券を発送する宛先作成プログラムの問題 解答・解説

●顧客の購入条件に応じて、懸賞応募券、催物招待券を顧客に発送

するための宛先ファイルを作成するプログラムの問題である。

問050033 ●プロセスフローに関する内部設計の問題 解答・解説

●販売明細ファイルと商品マスタファイルを使用して、商品別時間

帯別販売実績表を作成する問題である。

問050034 ●ＰＯＳシステムの仕入・照会・売上・支払処理に関する問題 解答・解説

●仕入・照会・売上・支払処理の４処理と仕入先、ＰＯＳレジスタ

の関係を明確にして、４種類の処理の分類を行う問題である。

問050035 ●販売営業所の成績評価を行うシステムに関する問題 解答・解説

●営業所別、評価項目別、月別の実績値を利用して、月毎評価項目

別全国順位、６ヶ月合計評価項目別全国順位を求める問題である。

問050036 ●使用実績ファイルから部品分析表を作成する問題 解答・解説

●生産用部品に順位をつけ、順％位、部品番号・名称、使用金額・

累計金額、金額％位からなる部品分析表を作成する問題である。
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分野名「05.ソフトウェア設計」

問番 内容 解説

問050037 ●部品購入表を作成するシステムに関する問題 解答・解説

●部品購入ファイル、購入先マスタファイル、部品マスタファイル

を使用して、部品購入表を作成する問題である。

問050038 ●受注管理システムに関する問題 解答・解説

●受注業務のデータフロー図、各種マスタファイル及び納品伝票を

利用した受注管理システムの問題である。

問050039 ●データを分類する作業の所要時間に関する問題 解答・解説

●ランダムに入力された従業員の所得データをＡ～Ｄの４つの所得

クラスに分類する際の所要時間に関する問題である。

問050040 ●分類、集計、出力の処理方式別の処理時間を比較する問題 解答・解説

●磁気テープ、磁気ディスク、主記憶間の読込みに要する時間、媒

体別の分類に要する所要時間を比較する問題である。

問050041 ●配送のトラック運転手のスケジューリングに関する問題である。 解答・解説

●運転手割当の方針、運転手レコードの配列と営業所レコードの配

列を使用して、運転手のスケジューリングを行う問題である。

問050042 ●売上管理システムに関する問題 解答・解説

●手書きの売上伝票を基に，売上高の集計処理及び在庫引き当ての

ための売上集計データを作成する売上管理システムの問題である。

問050043 ●クライアント／サーバシステムのＭ／Ｍインタフェースの問題 解答・解説

●クライアント／サーバシステムを使用して図書の検索を行うシス

テムを開発する問題である。

問050044 ●関係データベースの必要な正規化のレベルを検討する問題 解答・解説

●ＲＤＢにおいて、頻繁に更新処理を行う場合、参照を主体に使用

する場合に対応した正規化のレベルを検討する問題である。

問050045 ●入退管理システムに関する問題 解答・解説

●ＩＣカード情報、入退管理装置などを関連づけて、データの照合、

更新処理を行い来訪者を管理するシステムに関する問題である。
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分野名「05.ソフトウェア設計」

問番 内容 解説

問050046 ●通信販売業の受注管理システムに関する問題 解答・解説

●商品申込書の情報に基づいて関連するファイルとの照合、記入、

更新処理、信用検査などの処理を行うシステムの問題である。

問050047 ●プログラムのテストに関する判断表の問題 解答・解説

●予約受付プログラムのテストケースの設計を、条件と行動の関係

を表形式で表す判断表を利用して行う問題である。

問050048 ●社員台帳の処理に関する問題 解答・解説

●リスト構造の部課テーブルを利用して、社員コードをキーとして

入力し、個人情報を求める検索システムの問題である。

問050049 ●テストに関する問題 解答・解説

●宅配便の料金計算システムのテストをブラックボックステスト、

ホワイトボックステストを用いて行う問題である。

問050050 ●テストに関する問題 解答・解説

●売上管理システムを構成する売上伝票処理プログラム、売上実績

表作成プログラムのテストに関する問題である。

問050051 ●判断表を利用した出張管理システムに関する問題 解答・解説

●出張管理システムの国内出張手当の計算に関するモジュール設計

を判断表を利用して行う問題である。

問050052 ●エディタの行操作に関する問題 解答・解説

●配列およびリストのデータ構造を利用したエディタの行操作に関

するプログラムの問題である。

問050053 ●発注データの電子メール処理に関する問題 解答・解説

●各店舗の発注データを電子メールとして送受信するシステムを開

発する問題である。

問050054 ●販売日報作成に関する問題 解答・解説

●販売データファイルとマスタファイルを利用して、商品別得意先

別売上高の順に整列した商品別販売日報を作成する問題である。
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分野名「05.ソフトウェア設計」

問番 内容 解説

問050055 ●マスタファイルを更新処理する問題 解答・解説

●売上データファイルを使用して、商品マスタファイルを更新し、

商品別売上一覧表、得意先別売上一覧表を作成する問題である。

問050056 ●成績一覧表を作成する問題 解答・解説

●成績ファイルを使用して、科目別の順序付け処理を行い、学生の

成績一覧表の作成する問題である。

問050057 ●社内の平均体重データの作成に関する問題 解答・解説

●健康ファイルを使用して、平均体重と最新の体重、身長を平均フ

ァイルに出力する処理の問題である。

問050058 ●ファイルの突き合わせ処理に関する問題 解答・解説

●顧客管理システムの、顧客データベースの重複登録を解消するた

めに名寄せキーを使用する問題である。

問050059 ●販売実績表の作成に関する問題 解答・解説

●販売実績ファイルを使用して、店舗コード別、商品コード別、販

売金額の降順に整列した販売実績表の作成する問題である。

問050060 ●パート図を使用した日程計画に関する問題 解答・解説

●パート図の内容、およびパート図を使用して、クリティカルパス、

所要日数、短縮可能作業などを求める問題である。

問050061 ●業務システムのバックアップ方式に関する問題 解答・解説

●フルバックアップ方式、差分バックアップ方式を採用する業務シ

ステムのバックアップ時間、障害復旧時間に関する問題である。

問050062 ●ソフトウェア製品の品質特性に関する問題 解答・解説

●機能性、使用性、信頼性、効率性、保守性、移植性などの品質特

性を考慮したプログラム開発の社内標準に関する問題である。

問050063 ●経営管理システム開発時のスケジュール管理の問題 解答・解説

●システム開発時の遅延原因の究明、進捗管理の進め方とリスク管

理のあり方、３点見積法を使用した作業日数の求め方の問題
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分野名「05.ソフトウェア設計」

問番 内容 解説

問050064 ●製品製造条件から製品コード体系を設計する問題 解答・解説

●型名コード、電源仕様コード、検査数字などの製品製造条件で構

成される７桁の製品コードの体系を設計する問題である。

問050065 ●受注業務のシステム化に伴う受注入力画面の設計の問題 解答・解説

●受注業務のシステム化に伴って、取引先コード、担当者コード、

商品コードなどを入力する受注入力画面を設計する問題である。

問050066 ●受注業務のシステム化に伴う検査コードの算出方法の問題 解答・解説

●受注業務のシステム化に伴って、入力される各種コードの入力誤

りを検査する１桁の検査文字を算出する方法の問題である。

問050067 ●新システムへの３つのケースの移行方式を評価する問題 解答・解説

●一括全面移行、地域順次移行、サブシステム順次移行の３方式に

ついて、インタフェース、教育、移行期間を比較する問題である。

問050068 ●流通業のインシデント管理および問題管理プロセスの問題 解答・解説

●障害管理データベースを利用してインシデント管理および問題管

理を行っている流通業のプロセス管理に関する問題である。

問050069 ●構文木、構文規則、後置表記法に関する問題である。 解答・解説

●演算式や構文規則から構文木を作成したり、作成した構文木から

後置表記法を求め、スタックを利用して解を求める問題である。

問050070 ●プロジェクトの品質管理に関する問題である。 解答・解説

●バグ件数、バグ摘出率、バグ曲線を利用して、設計工程、製造工

程、テスト工程でのサブシステムの品質を管理する問題である。

問050071 ●書籍卸売業者の受注システム関する問題 解答・解説

●オブジェクト図、クラス図を使用して、オブジェクトとその属性、

クラスの関連、多重度、属性と操作について検討する問題である。

問050072 ●受験者数集計リスト作成に関する問題 解答・解説

●今年度、前年度の受験者ファイルのレコードを使用して、出身校

別受験者リストを作成するファイル処理に関する問題である。
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分野名「05.ソフトウェア設計」

問番 内容 解説

問050073 ●システム統合に伴うソフトウェア設計に関する問題 解答・解説

●生産方式の異なる２社のシステムの統合を、一方の社のシステム

に他社の機能を追加する方式で行う計画に関する問題である。

問050074 ●生命保険会社の営業支援システムに関する問題 解答・解説

●新規契約や既契約保全手続に関する契約情報、顧客情報などの登

録・更新、印刷をＥＲ-図や関係表を用いて検討する問題である。

問050075 ●決定表を使用した注文機能の設計に関する問題 解答・解説

●注文情報、会員情報、商品情報、在庫情報を用いて注文確定前処

理、注文確定処理を行う処理の流れに関する問題である。

問050076 ● 解答・解説

●

問050077 ● 解答・解説

●

問050078 ● 解答・解説

●

問050079 ● 解答・解説

●

問050080 ● 解答・解説

●

問050081 ● 解答・解説

●
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問050001解説
◆解答


設問１ ａ オ ｂ ウ


設問２ ｃ エ ｄ エ ｅ ウ


◆解説


部品払出管理プログラムを作成する問題である。


分析に使用する資料


① ファイル様式


② 入出力関連図


③ モジュール構造図


④ 払出管理および主処理の流れ図


⑤ 前処理、払出処理、発注処理、在庫更新処理などの流れ図


⑥ モジュール間インタフェース表


は、製品が必要としている部品数をレコードとして格納したものである。所要量ファイル


、 、所要量ファイルを部品コードをキーとして整列し 部品コード別の必要数の総計を求めると


全製品で必要としている部品コードの数量を求めることができる。


は、部品コード別の在庫数を格納したものである。在庫ファイル


所要量ファイルで求めた部品コードの必要数が、現在在庫されているかどうかを確認するに


は、この二つのファイルを利用すればよいことになる。


この生産管理システムで行う一連の作業内容


、 。① 所要量ファイルから１レコードを読込み 部品コード・製品コード別の必要数を読取る


、 。② 在庫ファイルの部品コード別在庫数を参照し 部品コード別の新在庫数のデータを得る


③ ①で求めた必要数と②の新在庫数を利用して、払出数、不足数を計算し、払出ファイル


に部品コード・製品コード別の払出数、不足数を記入したレコードを出力する。


④ 在庫不足の場合は、払出ファイルを使用して部品コード別に不足数累計を計算する。


⑤ 在庫ファイルから部品コード別に定めた発注単位を参照して、不足数累計結果に基づい


て発注数を決め、その結果を発注ファイルに出力する。


⑥ 払い出し数に基づいて、在庫ファイルの在庫数を更新する。


使用個数


使用個数


使用個数


必要個数


必要個数


必要個数
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は、所要量ファイルおよび在庫ファイルから必要なデータを入手払出管理の主要フロー


し、それに基づいて計算した結果を払出ファイル、発注ファイル、在庫ファイルに出力する。


払出管理フローで行われる計算内容


① 部品コード別・製品別の過不足の計算(③の計算)


② 部品コード別不足数累計の計算(④の計算)


③ 部品コード別の発注数の計算(⑤の計算)


は、この生産管理システムを構成する８モジュールの関係を示図２のモジュール構造図


したものである。このモジュールのうち、払出管理、主処理の２モジュールは制御モジュール


の機能をもったもので、その下に従属する各モジュールを制御する役割を果たす。


各モジュール間は連結線番号１～７のインタフェースで結合されている。


。例えば、連結線番号連結線番号の入出力は下位のモジュールを基準にして決める


１の出力は、初期処理から払出管理に向かう流れで、その逆が入力となる。


各モジュールの機能と処理内容


① 初期処理


関連するファイルをオープンし、必要なメモリ領域を確保して、所要量ファイルから最


部品別


製品別


●払出数、不足数の計算


●新在庫数の計算


●不足数累計の計算


発注数の計算


●同一部品コードの間、払出


処理の計算を繰り返す。


●不足数累計


の初期化
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初のデータを読む。最初のデータは連結線番号１から出力される。


② 払出管理


初期処理、本体処理の部分の主処理、後処理の終了処理を関係付けている。


③ 主処理


この生産管理システムの主要部分構成する本体処理部分で、前処理、払出処理、発注処


理、在庫更新処理の４モジュールを制御する役割を果たしている。具体的には所要量ファ


イルのデータがなくなると、主処理から脱出して、終了処理に移る処理をする。


④ 前処理


図４の前処理の流れ図に示すように、連結線番号２、４を経由して入力される所要量フ


ァイルの最初のデータの部品コードを使用して在庫ファイルを読み、在庫数を求め、その


値を新在庫数に設定し、不足数累計を０に設定する。


前処理からの出力は、表１の内容から、連結線番号４の出力として、発注単位、新在庫


数、不足数累計が主処理モジュールに渡される。


⑤ 払出処理


払い出し数、不足数、新在庫数を計算し、払出ファイルに部品コード・製品コード別の


払出数、不足数を記入したレコードを出力する。


所要量ファイルの１レコードの処理が終了すると、次のレコードを読み込む。新しく読


み込んだ所要量ファイルのレコードの部品コードが同じ間、払出処理を繰り返す。部品コ


ードが変化すると、払出処理ループから脱出して、発注処理または在庫更新処理に移る。


表１から、払出処理のモジュールに入力されるデータは、連結線番号５の入力である部


品コード、製品コード、必要数、新在庫数、不足数累計である。出力データは、連結線番


号５の出力である新在庫数、不足数累計、部品コード、製品コード、必要数である。


⑥ 発注処理


在庫量が不足する場合、払出ファイルを使用して部品コード別に不足数累計を計算し、


在庫ファイルを参照して部品コード別に定めた発注単位を調べ、必要な発注数を決め、そ


の結果を発注ファイルに出力する。


発注処理の計算、発注レコードの編集、発注ファイルへの書き出しがこのモジュールの


役割である。


表１から、このモジュールへの入力データは連結線番号６の入力で、部品コード、不足


数累計、発注のための情報である発注単位になる。出力データは、このモジュール内の処


理として発注ファイルに出力されるため、連結線番号６の出力として、システム内の他の


モジュールに出力するデータはない。


⑦ 在庫更新処理


、 、 、 、在庫更新ファイルのレコード様式は 在庫ファイルの同じ様式で 部品コード 在庫数


発注単位で構成されている。このモジュールでは払出処理で求めた部品コード、新在庫数


と発注処理で検討した発注単位を使用して、在庫ファイルの更新を行う。在庫更新レコー


ドの編集、在庫更新ファイルへの書き出しがこのモジュールの役割である。


表１から、このモジュールへの入力データは連結線番号７の入力データである部品コー


ド、新在庫数、発注単位である。出力データはこのモジュール内で在庫更新ファイルに出
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力されるので連結線番号７の出力としてシステム内の他のモジュールに出力するデータは


ない。


⑧ 終了処理


所要量ファイルのレコードがかくなると、関連するファイルをクローズし、一連の作業


を終了させる。


モジュール間のインターフェース表


連結線番号 上位モジュールからの入力 上位モジュールへの出力


４ 部品コード 発注単位、新在庫数、不足数累計


、 、 、５ 部品コード、製品コード、必要数、 新在庫数 不作数累計 部品コード


新在庫数、不足数累計 製品コード、必要数


６ 部品コード、不足数累計


発注単位


７ 部品コード、新在庫数、発注単位


設問１


部品コード・製品コード別に払い出し処理を行いながら、在庫数の不足が発生すると、部


品コード別の不足数累計を計算するプロセスである。従って、処理は部品コード単位に行わ


れる。部品コードが同じならば、払い出しループの処理が繰り返される。払い出しループか


らの脱出条件は部品コードが変わった場合、または所要量ファイルが終了した場合になる。


部品コードが変わると不足数累計と０を比較して、不足数累計が大きければ発注ファイル


に部品コード別に発注数を記入する。


答えはａは部品コードが変わるでオ、ｂは不足数累計：０でウとなる。


設問２


前処理では連結線番号４から部品コードを入力し、新在庫数、発注単位、不足数累計＝０


が出力される。


払い出し処理では、連結線番号５から部品コード、製品コード、必要数、新在庫数、不足


数累計＝０を入力し、新在庫数、不足数累計、部品コード、(製品コード、必要数)が出力さ


れる。


発注処理では、連結線番号６の入力は部品コード、不足数累計、発注単位で、処理結果は


発注処理プロセス内で発注ファイルに出力される （ｃ）は発注単位で答えはエとなる。。


払出処理で必要数＞新在庫数ならば、新在庫数を払出数に代入し、必要数－新在庫数を不


足数に代入、新在庫数を０にする。不足数累計＋不足数→不足数累計の計算をする （ｄ）。


の答えはエである。


払出ファイルにレコードを出力すると再度、所要量ファイルを読む。答えはウとなる。
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問050002解説
◆解答


設問１ ａ ク ｂ オ ｃ カ ｄ ケ ｅ コ


ｆ イ ｇ エ ｈ ウ


設問２ カ ク コ


◆解説


プログラム設計におけるモジュール分割法に関する問題である。


モジュール分割の考え方を利用して、モジュール構造図を完成させる問題である。


構造化設計の手順


：全体的な機能を定義する。① 最上位モジュールの定義


：上位モジュールで定義した機能を分析し、それを実行する② モジュールの機能分析


ために必要な下位の機能を明らかにする。入力機能、入力データチェック機能、エラーデ


ータの処理機能、ファイルの読込・書込機能、出力機能などを行う。


：モジュールを分割するための最適な分割技法を選択する。分割技③ 分割技法の選択


法しては、ＳＴＳ分割技法、ＴＲ分割技法、共通機能分割技法、ジャクソン法、ワーニエ


法などが対象になる。


：選択した分割技法を用いてモジュール分割を行い、階層構造図を④ モジュール分割


作成する。


：上位モジュールと直接従属モジュールのイ⑤ モジュール間インタフェースの定義


ンタフェースを明確にする。


。⑥ 分割すべきモジュールを探す


、 、 、 、 、通常 選択する分割技法は し 入力処理部分 変換処理部分第一にＳＴＳ分割を適用


出力処理部分に分割したり、前処理部分、主処理部分、後処理部分に分割する。


して、トランザクションが要求第二の分割法として、トランザクション分割を使用


する機能単位にモジュールを編集する。


構造化設計のプロセス


この問題のモジュール構造図は３階層で構成されている。処理概要に示されている内容から


考えて、全体の処理は、入力処理、変換処理、出力処理の３部分に分割されている。即ち、第


１階層は、ＳＴＳ分割を行っている。第２階層は、トランザクション分割を使用して、処理に


必要な機能単位にモジュールが整理されている。


問題は、２種類のデータの散布図を描き、その散布図に回帰直線と相関係数を記入する処理


に関するものである。
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問題の処理手順


① データの入力処理


② 相関係数・回帰直線を求める処理


③ 散布図を作成する


相関係数・回帰直線の求める方


① 平均値の計算モジュール


② Ｓ 、Ｓ 、Ｓ の計算モジュールＸＸ ＹＹ ＸＹ


①、②のモジュールを利用して、各値を求めると、相関係数および回帰直線の式を求めるこ


とが可能となる。


散布図の作成処理


① Ｘ軸、Ｙ軸の描画


② 各軸のタイトル、目盛りの表示


③ 散布図の各データのプロット


④ 回帰直線の表示


⑤ 相関係数の表示


以上の処理プロセスを参考にして、一方で解答群の項目を、モジュール構造図の各モジュー


ルを求める場合を前提に、次の考え方で整理する。


① 制御モジュール、機能処理モジュールに区別する。


② モジュール間インタフェースについて検討する。


③ 処理内容および処理手順を考慮して必要機能を検討する。


機能モジュールに該当するもの


ア 最小２乗法モジュール イ 最大値探索モジュール


ウ 座標点・直線描画モジュール エ 軸・目盛表示モジュール


キ 標準偏差算出モジュール ク ファイル読込モジュール


ケ 平均値算出モジュール コ Ｓ 、Ｓ 、Ｓ 計算モジュールＸＸ ＹＹ ＸＹ


階層構造図


インタフェース表
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制御モジュールに該当するもの


オ 相関係数・回帰直線計算モジュール カ 相関係数・グラフ表示モジュール


階層構造図を作成すると次の図のようになる。


設問１


モジュール構造図から考えて、制御モジュールは２モジュール、機能処理モジュールは６


モジュールとなる。解答群のうち、制御モジュールに相当するのは、オ、カである。


処理手順の説明から、処理(１)では、ファイルからの読み込み、処理(２)では相関係数の


計算および回帰直線の算出、処理(３)では画面表示になっている。従って、この３処理のう


ち制御モジュールが必要となるのは処理(２)と処理(３)である。


最初の処理ａは、必要なデータの読込であり、ファイル読み込みとなる。求める答えはク


となる。


処理ｂは制御モジュールで、相関係数・回帰直線の計算となり、求める答えはオとなる。


処理ｃは制御モジュールで、相関係数・グラフ表示となり、求める答えはカとなる。


相関係数・回帰直線の計算は、相関係数ｒ、回帰直線の係数ａ、ｂを求めるには平均値の


算出、Ｓｘｘ、Ｓｙｙ、Ｓｘｙの計算結果が必要である。従って、ｄは平均値算出であり、


求める答えはケ、ｅはＳｘｘ、Ｓｙｙ、Ｓｘｙの計算であり、求める答えはコとなる。


相関係数・グラフ表示では、最大値探索、軸・目盛り表示、座標点・直線描画が必要とな


る。従って、ｆは最大値探索であり、求める答えはイ、ｇは軸・メモリの表示であり、求め


る答えはエ、ｈは座標点・直線描画であり、求める答えはウとなる。


設問２


ファイル読み込み時に必要となるデータであるから、ファイル名、データ個数、データ値


があれば後は計算で求めることができる。従って、求める答えはカ、ク、コとなる。
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問050003解説
◆解答


設問１ エ


設問２ ａ エ ｂ ケ


設問３ ｃ カ ｄ イ ｅ ア


◆解説


製品在庫管理システムに関する問題である。


分析に使用する資料


① 在庫ファイル・入庫予定ファイルのレコード様式


② モジュール構造図


③ モジュール間インタフェース


④ デシジョンテーブル


⑤ 流れ図


該当のシステムには、 、 の２つの機能がある。在庫検索機能 入庫予定検索機能


は、製品コード、必要数、出荷希望日を端末入力画面から入力して、製品コ在庫検索機能


、 、 。ードを利用して在庫数 引き当て済み在庫数を在庫ファイルで調べ 未引当在庫数を出力する


は、製品コードを入力して、入庫予定ファイルから入庫予定日、入庫入庫予定検索機能


予定数、引当済み入庫予定数を調べ、入庫予定日と未引当入庫予定数を出力する。


出荷照会解答は、在庫検索、入庫予定検索の結果を利用して、端末にステータスとメッセー


ジを表示する。


この問題で取り上げられている事項


① 出荷希望数と未引当在庫数の関係


② 出荷希望日と未引当入庫数と入庫予定日との関係


③ ステータスの表現


④ メッセージＡの表現内容


⑤ メッセージＢの表現内容
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未引当在庫数、出荷希望日、未引当予定数、ステータス、メッセージＡ、メッ


セージＢの関係の表


ステータスの表現は、 があり、出荷希望数と未引当Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３の３ステータス


在庫数の関係、出荷希望日と未引当入庫数の入庫予定日との関係などにより、次の条件で使い


分けている。


：希望数以上の未引当在庫数が存在する場合Ｓ１


：在庫不足数が未引当入庫予定数で満たされるが、出荷希望日に間に合わない場合Ｓ２


：在庫不足数が未引当入庫予定数で満たされない場合Ｓ３


は、在庫不足数または未引当入庫予定数を表示する。ステータスＳ２の場合メッセージＡ


は在庫不足数を表示し、ステータスＳ３の場合は未引当入庫予定数を表示する。


は、入庫予定日を表示する。メッセージＢ


未引当在庫数 出荷希望日 未引当予定数 ステータス メッセージＡ メッセージＢ


○ ○ Ｓ１


× ○ ○ Ｓ１ 在庫不足数 入庫予定日


× ○ Ｓ２ 在庫不足数 入庫予定日


× Ｓ３ 未引当入庫予定数 入庫予定日


を完成させると次のようになる。モジュール間インタフェース


連結線番号 上位モジュールからの入力 上位モジュールへの出力


１ 製品コード、希望数、出荷希望日 ステータス、メッセージＡ、メッセージＢ


２ 製品コード 未引当在庫数


３ 製品コード 入庫予定日、未引当入庫予定数


設問１


、 、 、 、 、出荷照会解答のステータス メッセージの処理には 希望数 出荷希望日 未引当在庫数


入庫予定日、未引当入庫予定数のデータが必要である。表１のモジュール間インタフェース


表で不足している情報は入庫予定日である。入庫予定日は入庫予定検索機能を利用して入庫


予定ファイルから求める。求める答えはエとなる。


設問２


、 、 、ａは 在庫数が希望数より少ない場合に共通して表示される内容で システムの必要機能


“ ” 。構造及び入出力の(５)の①～③の説明からメッセージＢに 入庫予定日を転記する となる


求める答えはエとなる。


ｂは、ステータスＳ２の場合で、(５)の②の場合で、未引き当て入庫予定数≧在庫不足数


がＹで、出荷希望日＜入庫予定日がＹで、ステータスをＳ２にするとメッセージＡに在庫不


足数を転記するをＸにする。


従って上から順にＮＹＹ○Ｘ○○Ｘ○Ｘになる。求める答えはケになる。
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設問３


設問２のデシジョンテーブルを利用して流れ図をまとめるとねｃ、ｄ、ｅの答えは次のよ


うになる。


ｃは未引当て入庫予定数：在庫不足数であり、求める答えはカとなる。


ｄは出荷希望日：入庫予定日となり、求める答えはイとなる。


ｅは“Ｓ１”→ステータスとなり、求める答えはアとなる。
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問050004解説
◆解答


設問１ ａ ア ｂ イ ｃ キ ｄ キ (ｂｃは順不同)


設問２ ウ


設問３ イ


◆解説


招待券、抽選券を発送する宛先ファイルシステムの問題である。


売上伝票ファイルと顧客マスタファイルを使用して、条件に該当する顧客の宛先を作成し、


ファイルに出力するプログラムの作成である。


分析に使用する資料


① ファイルのレコード様式


売上伝票ファイルのレコード様式(入力ファイル)


宛先ファイルのレコード様式(出力ファイル)


顧客マスタファイルのレコード様式(参照ファイル)


② 入出力関連図


③ モジュール構造図


④ モジュールの実行条件と処理に関する表


対象となる顧客の条件


① 販売拡大キャベーン期間中の商品を購入した顧客


宛先ファイル作成の対象となり得る顧客


② 特定の商品を購入した顧客


賞品抽選券を送付する顧客


③ 期間中の購入金額の合計が５万円以上の顧客


催し物招待券を送付する顧客


作業の流れと条件


プログラムに関する条件に記載された(１)～(９)の内容と図３のモジュール構造図、主なモ


ジュールの実行条件と処理の表を検討すれば、正しい答えを求めることができる。特に、顧客


処理で行われている金額集計処理、抽選券処理、売上伝票処理および招待券処理のプロセスに


関する内容の整理が重要である。


図３の階層構造図から処理の流れを読み取り、処理手順を分析する。
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主処理の主要モジュールの機能


① 顧客処理


顧客番号をキーとして整列された売上伝票ファイルのレコードを読み込み、金額集計処


理で顧客番号別の購入金額合計を求め、抽選券処理で特定商品の顧客番号別の購入数量を


求め、購入数量に応じた抽選券枚数を求める。


顧客処理は顧客番号単位に繰り返し処理が行われ、顧客が変わると、招待券処理、宛先


処理を行い、売上伝票ファイルが終わるまでこの処理が繰り返される。


② 金額集計処理


販売拡大キャンペーン期間中の商品について、同一顧客番号の購入金額を集計し、購入


金額合計として出力する。顧客番号別のグループ集計処理を行う。


③ 抽選券処理


Ａ０１００１≦商品コード≦Ａ０２０００又はＢ１２００１≦商品コード≦Ｂ１２５０


０に該当する商品コードの購入数量の合計を求め、合計数量に相応する抽選券枚数を発行


する処理を行う。購入数量の合計処理には顧客番号別のグループ集計処理を行う。


④ 売上伝票処理


売上伝票ファイルからレコードを読み、販売拡大キャンペーン期間中の商品に関するレ


コードかどうかを選別する。


⑤ 招待券処理


金額集計処理の結果、購入金額合計が５万円以上の顧客に対して、招待券１枚を発行す


る処理を行う。


⑥ 宛先処理


抽選券又は招待券を発行した顧客番号の顧客に対して、宛先レコードを作成し、宛先フ


ァイルに出力する。


⑦ 前処理


顧客番号別の抽選券枚数、招待券枚数、購入金額を求めるための初期化を行う。顧客番


号が変わると、顧客処理から脱出し、招待券処理、宛先処理を実行し、その後、新しい顧


客番号のための抽選券枚数、招待券枚数、購入金額を０で初期化する。


●同一顧客の金額集計


●購入金額合計計算


●同一顧客


●特定商品購入数量


●抽選券枚数計算


●対象期間内


●売上伝票読込


●金額合計５万円以上


●招待券１枚


●顧客別


●宛先作成


●同一顧客繰返し


売上伝票ファイル


終わりまで繰返す
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は、プログラムの外部仕様をもとにテストケースを設計するたブラックボックステスト


めの技法で、プログラムの詳細なアルゴリズムの仕様は参照しないで、プログラムの機能仕様


やインタフェース仕様だけを用いて、設計する。


プログラムの設計内容から、プログラムの機能とデータの関係を考慮して、テストデータを


作成し、プログラムのテストを行う。技法として、同値分割、限界値分析、因果グラフ、実験


計画法などがある。


限界値分析


限界値分析は、入力データ、出力データを同値クラスに分割し、それぞれのクラスの境界


条件をテストの対象データになるように値を選ぶ方法である。同じクラス内の最大値または


最小値、あるいは両方の値を選ぶ方法である。


は、プログラムの制御の流れに着目し、プログラムのステップホワイトボックステスト


の重要な部分を通るようなテストデータを作成し、テストする方法である。


プログラムの内部仕様をもとにして、テストケースを設計する技法で、プログラムの内部構


造や論理を詳細に調べるため、プログラマの立場から見た詳細な機能テストは行えるが、仕様


にはあるがプログラムに実現されていない機能のエラーを発見できない問題がある。


規模の大きいプログラムでは、代表的な正常処理の経路と異常処理や例外処理の経路を中心


にテストケースを設計する。すべてのステップを網羅するテストデータは膨大になるため、命


令網羅、判定条件網羅、条件網羅、複数条件網羅などの簡略化した方法を利用してテストケー


スを設計する。


命令網羅


命令網羅は条件式の真偽に関係なく、すべての命令を少なくとも１回は実行するようにテ


ストケースを設計する。繰り返しの対象のブロック内の命令も最低１回は実行させる。流れ


図でａ→ｂ→ｄの経路のテストを実行すれば、命令を網羅したことになる。


判定条件網羅


判定条件網羅は条件式の真偽ではなく、判定結果の真


偽または判定結果の種類の数の経路を網羅し、かつすべ


ての命令を少なくとも１回は実行するようにテストケー


スを設計する。流れ図で、ａ→ｂ→ｄ、ａ→ｃ→ｄの２


つの経路のテストを実行すれば、命令を網羅したことに


なる。


０ ４５ ９ 1410


テストデータ


＝０、４


テストデータ


＝５、９


テストデータ


＝10、14


ａ


ｂｃ


ｄ
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条件網羅


条件網羅は、判定結果ではなくすべての条件式において真偽を判定し、かつすべての命令を


１回は実行するようにテストケースを設計する。流れ図で、判定条件(Ａ＝Ｘ)AND(Ｂ＝Ｙ)が


真の場合と偽の場合の２通りの組み合わせをテストする。真の場合は、(Ａ＝Ｘ)AND(Ｂ＝Ｙ)


が成り立つ場合であるが、偽の場合は、(Ａ≠Ｘ)AND(Ｂ＝


Ｙ)、(Ａ＝Ｘ)AND(Ｂ≠Ｙ)、(Ａ≠Ｘ)AND(Ｂ≠Ｙ)の３ケー


スあるが、このうち条件式が偽となる１ケースについて実


行すればよいことになる。


複数条件網羅


複数条件網羅は、それぞれの判定における条件付きの可


能なすべての組み合わせ、かつすべての命令を少なくとも


１回は実行するようにテストケースを設計する。流れ図に


おいて、判定条件は、真の場合は、(Ａ＝Ｘ)AND(Ｂ＝Ｙ)が成り立ち、偽の場合は、(Ａ≠Ｘ)A


ND(Ｂ＝Ｙ)、(Ａ＝Ｘ)AND(Ｂ≠Ｙ)、(Ａ≠Ｘ)AND(Ｂ≠Ｙ)の３ケースが成り立つ。これらの４


ケースすべてについてテストする。


設問１


ａは、宛先ファイルに出力する催し物招待券の送付の有無を判断するために購入金額の合


計が必要になる。購入金額の合計は金額集計処理で行われ、顧客番号が変わる度に購入金額


の初期化が必要となる。前処理で、０→購入金額合計の初期化が行われる。求める答えはイ


となる。


顧客処理のｂまたはｃは、顧客単位の処理の終了条件であるから、売上伝票ファイルがな


くなるか、または顧客番号が変わるまでとなる。従って、求める答えはイ、キとなる。


ｄは宛先処理を行うかどうかの判断で、招待券枚数が１枚あるかまたは抽選券枚数が１枚


以上ある場合である。即ち、招待券枚数＝１又は抽選券枚数＞０となり、求める答えはキと


なる。


設問２


テストのための限界値データは、境界での無効値データと有効値データを求めればよいか


ら限界値は次のようになる。


Ａ01000、Ａ01001、Ａ02000、Ａ02001、Ｂ12000、Ｂ12001、Ｂ12500、Ｂ12501となる。


求める答えはウとなる。


設問３


判定条件網羅は条件の判定結果の真偽に対して少なくとも１回テストを行う。経路が分か


れているのは、条件のＹ、Ｎの判断結果だけであるから、条件に対するＹの場合のテスト、


条件に対するＮの場合のテストの２ケースになる。求める答えはイとなる。


ａ


ｂｃ


ｄ
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問050005解説
◆解答


設問１ ａ コ ｂ ウ


設問２ ｃ エ ｄ エ


◆解説


パソコンを利用した販売出荷システムに関する問題である。


分析に使用する資料


① 販売データ入力画面


② 納品伝票、販売ファイルのレコード様式


③ モジュール構造図


処理作業の順序


① トランザクションファイルの販売ファイルと商品マスタファイル、得意先マスタファイ


ルを利用して納品伝票を作成する。商品コード、得意先コードがつきあわせに利用され、


販売ファイルのレコードには販売番号が自動採番され、レコードの主キーになる。


② 納品伝票を利用して商品の荷揃いが行われる。荷揃いには商品コードが使用される。


③ 商品が出荷される。出荷情報として顧客コードが利用される。


④ 納品伝票に基づいて商品が顧客に納入され、顧客の受入確認が行われる。


⑤ 納入後、販売ファイルに納入完了を記録する。販売ファイルのレコードと納品伝票の突


き合わせには販売番号が使用される。


処理作業の流れ図


この販売出荷システムの であって、納品伝票ファイル、販売ファイル主キーは販売番号


は一意に自動採番された販売番号によって管理されている。この販売ファイルのレコードを管


理する主キーとしての販売番号と販売データ入力画面、納品伝票との関係が問題で、販売入力


画面、納品伝票共に販売番号で管理される必要がある。


●販売番号キー


●販売データ


●商品マスタファイル


●得意先マスタファイル 納品フラグ設定
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は、納品伝票を利用して、納品伝票の商品コードと製品棚の商品コー出荷作業の荷揃い


ドを突き合わせて必要な数量を取り出しトラック等の運搬車に積み込む場所に取り揃える。こ


の作業を行う場合、伝票を１枚１枚内容を確認しながら倉庫係の作業者は図に示すような作業


行動を行うことになる。


販売番号


………………


●納品伝票に主キーと


なる販売番号がない


●納品後確認マークが


記入された伝票が戻


されても販売ファイ


ルとの突合わせ不能
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、 、この往復作業を削減するために 出荷指示書を利用して合理化するのが設問２の問題であり


複数の伝票の情報を、出荷指示書にまとめるためのデータ項目が問題になる。この作業で必要


な情報は商品コードと数量になる。


設問１


配送係は、納品伝票に従って顧客に納品し、納入後、販売ファイルの中の対応する販売デ


ータに納品フラッグを設定する作業を行う。販売ファイルのレコードを取り扱う主キーは販


売番号であり、販売ファイルの納品フラッグを設定するためには主キーの販売番号が必要で


ある。ａは販売番号で、求める答えはコとなる。


納品フラッグを設定する入力原票は納品伝票であり、この納品伝票の販売番号を利用して


販売ファイルのレコードに納品フラッグを設定する必要がある。図２の納品伝票には販売番


号がないため、このままでは納品伝票の情報に基づいて、販売ファイルを操作することがで


きない。従って、販売ファイルの納品フラグの設定に必要な販売番号を納品伝票に加える必


要がある。ｂは納品伝票で、求める答えはウとなる。


設問２


納品伝票を使用して荷揃いを行うと、倉庫作業者の労働負荷が大きくなる。そこで、荷揃


いのための作業情報を別途作成し、労働負荷の削減をはかろうとする問題である。そのため


に、納品伝票から出荷指示書を作成する作業方法について検討する。


倉庫の商品は商品コード順に並んでいる。複数個ある納品伝票の商品別情報を商品コード


別に集計し、商品コード単位に取り扱うようにすれば労働負荷が軽くなる。従って、商品コ


ードをキーにして整列し、商品コード別の数量を求めて倉庫作業の情報にすればよい。必要


なデータ項目は商品コードと数量になる。求める答えはエとなる。


整列キーは商品コードであり、求める答えはエとなる。
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問050006解説
◆解答


設問１ ａ エ ｂ オ


設問２ ｃ イ ｄ ウ


設問３ ア


◆解説


図面検索プログラムの作成に関する問題である。


分析に使用する資料


① 図面マスタファイル


② 図面構成マスタファイル


③ サブルーチン仕様


④ モジュール分割図


⑤ モジュール間インタフェース表


⑥ 図面検索モジュール流れ図


は、図面番号、図面種、図面名称、図面承認日のデータが格納され図面マスタファイル


ており、図面番号をキーしてこれらの情報を求めることができる。


は、図面番号とその子図面番号のデータを保持しており、図面図面構成マスタファイル


番号をキーとして、その子の図面番号を知ることができる。


図面構成マスタファイルの検索要領


① キーとして図面番号、子図面番号を入力すると、そのレコードの直後のレコードの図面


番号、子図面番号を戻り値として得る。


② 図面構成マスタファイルは、図面番号を第１キー、子図面番号を第２キーとして昇順に


、 。整列しているため 直後のレコードは同一図面番号の子図面番号は兄弟図面を表している
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例えは、図面番号が全体図、子図面番号がユニット図Ａの場合、図面構成マスタファイ


ルの次のレコードは、図面番号が全体図、子図面番号はユニット図Ｂを表す。


③ 図面番号と子図面番号０００を与えると、同一図面番号の先頭のレコードの図面番号、


子図面番号を戻り値として返す。


④ 直後のレコードがなくなると、戻り値は０００、０００となる。


は、図面マスタファイルの検索モジュール、子図面探索モ図面検索モジュールの流れ図


ジュール、兄弟図面探索モジュールで構成されている。


各モジュールの機能


① 図面検索モジュール


図面番号を入力して、図面番号、図面名称、図面承認日を取得する。


② 子図面探索モジュール


親図面番号に所定の図面番号、子図面番号に０００を与えると、図面構成マスタファイ


ルを利用して、所定の親図面番号に対応する子図面番号を求めることができる。


子図面番号が求まると、図面検索モジュールを利用して、図面番号、図面名称、図面承


認日を取得する。同時に、図面構成のレベル情報を得ることができる。求めた図面構成は


スタックに格納する。


更に、子図面番号を新しい親図面番号として、その子図面番号を求める。求めた図面構


成はスタックに格納し、兄弟図面探索の入力情報として兄弟図面探索モジュールで利用す


る。


同様の操作を繰り返して、親図面から新しい子図面を求めることができなくなると、子


図面探索モジュールから脱出して、兄弟図面探索モジュールに移る。


GETNS(KEY1,KEY2,RET1,RET2)


LEVEL


LEVEL


KEY1 ≠ RET1
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③ 兄弟図面探索モジュール


スタックに格納した親図面番号、子図面番号と図面構成マスタファイルを利用して、兄


。 、 、 、弟図面を探索する 兄弟図面番号が求まると 図面検索モジュールを利用して 図面番号


図面名称、図面承認日を取得する。同時に、図面構成のレベル情報を得ることができる。


設問１


、 。図面マスタファイル検索に図面番号を入力すると 図面種と図面名称が出力として求まる


従って、ａは図面名称であり、求める答えはエとなる。


ｂは、図２または図３の図面検索結果から判断して、図面検索の出力は、図面番号、図面


種、図面名称、レベルとなり、レベルとなる。求める答えはオとなる。


設問２


ｃは、GETMの結果格納表に格納する値を得る。KEY1は図面番号、RDAT1は図面種、RDAT2は


図面名称で、残りのｃはLEVELである。求める答えはイとなる。


探索処理ルーチンは、図面検索モジュールから得た図面番号、即ち、新しく求めた子図面


番号を利用して、図面構成マスタからその図面番号の子図面番号を探索する処理である。子


図面番号が不明の場合、KEY1に親図面番号を設定し、KEY2＝000として、図面構成マスタフ


ァイルを検索すると、子図面が存在する場合、親図面番号、子図面番号の１組のデータを得


ることができる。KEY1＝RET1である限りこの操作を繰り返すことになる。


この探索処理を繰り返えすと、親から子図面、更に、その子を新しい親とする子図面を求


めていくことができる。GETNS(KEY1,KEY2,RET1,RET2)はそのための関数であり、ｄの答えは


GETNS(KEY1,KEY2,RET1,RET2)で、求める答えはウとなる。


設問３


図面番号と子図面番号を入れ替えると、子図面番号を第一キーとし、図面番号を第二キー


として探索する。当然、レコードは、第一キーを子図面番号、第二キーを図面番号として、


昇順に整列しておく必要がある。求める答えはアとなる。
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問050007解説
◆解答


設問１ ａ エ ｂ ア


設問２ ア、イ


設問３ エ


設問４ ア


◆解説


秘密鍵方式、公開鍵暗号方式に関する問題である。


暗号化には次のような種々の問題がある。


① 通信文を秘密の共通鍵を利用して、暗号化、復号する問題。


② 通信文を受け手の公開鍵で暗号化し、受け手の秘密鍵で復号する問題。


③ 秘密の共通鍵を相手に渡す場合、受け手の公開鍵で共通鍵を暗号化し、受け手の秘密鍵


で共通鍵を復号する。


④ 署名などの場合、署名を送り手の秘密鍵で暗号文を作り、受け手は送り手の公開鍵で暗


号文を平文に変換する。


暗号化の利用目的


鍵を利用することによって、情報を保証されるのは送り手なのか受け手なのかを十分に考慮


して検討する必要がある。特に、公開鍵を利用する場合、秘密鍵を利用するのは保証される必


要がある人であり、公開鍵は秘密鍵を用いる人のものが利用される。


署名やメッセージ認証の場合、他の送り手の「なりすまし」による悪用を避けるために、送


り手が自分の秘密鍵を使用して署名やメッセージの暗号文を作成し、送り手の公開鍵で受け手


が暗号文から平文を作成させることになる。この方法を利用することによって、送り手が唯一


になり、送り手の保証が可能となる。署名もメッセージも保証された送り手のみが送信したも


のになる。


秘密鍵を配布する場合、受け手に安全に秘密鍵を届けるためには、送り手は受け手の公開鍵


で暗号化し、受け手のみが自分の秘密鍵で復号できると、安全に鍵を配布することができる。


●秘密鍵方式(送り手、受け手共に秘密鍵)


●公開鍵方式(送り手公開鍵、受け手秘密鍵)


●公開鍵方式


(送り手秘密鍵、受け手公開鍵)


●公開鍵方式


(送り手秘密鍵、受け手公開鍵)


●公開鍵方式


(送り手公開鍵、受け手秘密鍵)
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秘密鍵方式を用いた通信文の暗号化


公開鍵方式を用いた通信文の暗号化


公開鍵を用いて通信文に署名して暗号化し、送信する場合


設問１


送り手の名前などを非対称鍵による暗号化に用いるのは送り手の秘密鍵である。従って、


ａの求める答えはエである。


ｂは通信文の暗号化に用いた共通鍵の暗号化には受け手の公開鍵を用いる。従って、ｂの


求める答えはアである。


設問２


図２はプログラムの階層構造図を示している。暗号ファイルの作成は、初期処理、鍵の準


備、表題部・暗号処理、終了処理の４モジュールから構成される。


暗号化処理部分は、署名の暗号化、共通鍵の暗号化、通信文の暗号化の３モジュールから


構成されている。


通信文の暗号化に用いる共通鍵の暗号化は、受け手の公開鍵で暗号化し、受け手の秘密鍵


で復号する非対称鍵による暗号化である。また、送り手の名前などを送り手の秘密鍵を用い


て暗号化し、受け手は送り手の公開鍵で復号する場合も非対称鍵による暗号化である。従っ


て、非対称鍵による暗号化のセグメントを呼び出す必要があるモジュールは送り手の名前な


どの暗号化と共通鍵の暗号化である。求める答えはアとイである。


送信者 受信者
秘密鍵 秘密鍵


暗号文


送信者 受信者受信者の


公開鍵


受信者の


秘密鍵


暗号文


送信者 受信者
受信者の


公開鍵


受信者の


秘密鍵


暗号文


送信者の


秘密鍵
送信者の


公開鍵


署名の場合は署名文を暗


号化するのを復号という
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設問３


通信文の暗号化には、共通鍵の方式と公開鍵の方式があり、共通鍵による通信文の暗号化


の場合には共通鍵が必要になる。従って、図２で共通鍵が必要なモジュールは通信文の暗号


化である。求める答えはエである。


設問４


階層構造図の最下位モジュールは機能処理するモジュールである。階層構造図において、


、 。 、機能処理モジュールを左から右に逐次辿ると 実行処理順序を求めることができる ただし


トランザクション処理に相当するモジュールは要求仕様に基づいて、実行されたり実行され


なかったりする。機能処理するモジュールの実行順序は次のようになる。


初期処理→共通鍵の生成→公開鍵の読込み→秘密鍵の読込み→表題部の作成→送り手の名


前などの暗号化→共通鍵の暗号化→通信文の暗号化→終了部の作成→終了処理


このうち送り手の名前などの暗号化が求める答えである。求める答えはアである。








- 1 -


問050008解説
◆解答


設問１ ウ


設問２ ａ ウ ｂ ウ


設問３ ｃ カ ｄ ア ｅ コ


◆解説


契約ビジネスホテル検索システムの設計の問題である。


宿泊都市名と希望宿泊料金を入力して、条件に合う契約ビジネスホテルを検索し、最大１５


件まで画面に表示する。ビジネスホテルの検索は、宿泊都市名をキーにして、宿泊ホテル名を


抽出し、そのホテル名を宿泊料金の降順に並べて、配列Ｈ(１)、Ｈ(２)、Ｈ(３)、…、Ｈ(Ｎ)


に格納する。Ｎは抽出されたホテル件数である。


この宿泊料金の降順に並べられた配列Ｈ(ｋ)が、図４、図５の流れ図で使用される。配列Ｈ


(ｋ)は次のレコード様式である。


図４の流れ図の内容


① 配列Ｈ(top) の添字top を１で初期化し、宿泊料金比較のループに入る。


② ホテルの料金が要求金額に等しいか小さくなるまで、top のインクリメントを実行し、


条件が満たされるかまたはtop＞Ｎ になると料金比較ループから脱出する。


③ 条件が満たされた状態で、宿泊料金比較のループを脱出した場合、Ｈ(top) の料金は、


要求料金かまたはそれに最も近い安い料金の最大値になる。


④ top の値がＮを越える場合、希望金額以下の情報なしになる。


⑤ top の値がＮ以下の場合、top＋１５→IDXでIDX の値を求め、このIDX とＮの値を利用


ホテル名 所在地 電話番号 宿泊料金 その他


●要求金額以下の最初の


ホテルの配列の添字が


ｔｏｐの値になる


●配列Ｈの先頭


●ｔｏｐの値がホテル


の数Ｎを超えると要


求金額以下のホテル


がないことになる


●画面に１５件のホテ


ル名を表示させる


●終了条件は


ｔｏｐ＝ＩＤＸ


又はｔｏｐ＞Ｎ


●ホテルの料金が要求


金額以下になるか、


ホテルの数Ｎを超え


ると比較を終了する


●ホテルの料金の降順に整列した配列Ｈ(ｋ)の先頭から


順次要求金額と比較し、要求金額以下になるまで添字


ｋのインクリメントを繰返す。
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して表示する１５件以内の情報をホテル情報表示ループで確定する。


⑥ 宿泊料金比較ループで決定したＨ(top) を表示し、top のインクリメントを実行し、次


のＨ(top) を表示する。


⑦ Ｎまでの表示件数が、１５件未満の場合はtop＞Ｎ で表示を終了し、１５件を越える場


合、top＝IDXで表示を終了する。


図５の流れ図の内容


① 宿泊料金比較のループで決めたtop と抽出したＮ個のデータから１４引いた値Ｎ－１４


と比較して、top の方が大きい場合、１とＮ－１４の大きい方をtop とする。


② top とＮ－１４と比較してＮ－１４の方が大きい場合はそのままtop を用いる。


Ｎ


ｔｏｐ
Ｎ－１４


Ｎ－１４


●Ｎ－１４とｔｏｐを比較して、ｔｏｐ


の方が大きい場合、１とＮ－１４の大


きい方をｔｏｐとする


●Ｎ－１４とｔｏｐを比較して、Ｎ－１４


の方が大きい場合、そのままｔｏｐを用


いる


表示データ数が１５あるか


どうかの判定


topの初期値を下限から１５


手前のデータに設定する


botの初期値をＮまたはtopか


ら１５目のデータに設定する


上下限のデータの希望金額


からの差額を計算する


上限の差額が下限の差額よ


り小さいと上方に移動する


上限の差額が下限の差額以上


のとき範囲を設定する


差額比較の繰返条件
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③ Ｎと①または②で求めたtop ＋１４の小さい方をbot とする。


④ flagをoff にして差額の比較に入る。


⑤ Ｈ(bot) の料金と要求料金の差額をDbot、Ｈ(top) の一つ前の料金と要求料金の差額を


Dtopとする。


⑥ Dtop＜Dbotの場合、top からbot の範囲を一つだけ料金の並びの小さい方にずらせる。


⑦ Dtop≧Dbotになると、flagをonにする。


⑧ top≦１またはflagがonになるまで、⑥～⑦を繰り返して実行する。


⑨ 差額の比較のループを脱出したときに、最初に表示するホテル情報のtop を決めること


ができることになる。


⑩ その後はホテル情報表示ループを利用して必要な件数のホテル情報を表示することがで


きる。


設問１


図４の流れ図のホテル情報表示の繰り返し終了条件を求める問題である。


① 目的のホテル情報が１５件以上ある場合は、要求を満たすホテル情報の宿泊料金の高い


ものから順に１５件表示する。１５件目の配列の添字はIDXに格納されているから、top=I


DXとなる。


② 要求を満たすホテル情報が１５件未満の場合は配列の最後の添字はＮとなるから、添字


、 、 、 。はデータ表示後 １カウントアップされるため 添字Ｎ番目を表示した後 Ｎ＋１となる


図５の流れ図の範囲


図４の流れ図の範囲


●図４の流れ図では希


望金額以下の情報なし


Ｎ


ｔｏｐ


ｔｏｐ＋１４


ｔｏｐ＋１４


●Ｎとｔｏｐ＋１４の小さい方をｂｏｔとする


●ｔｏｐとｂｏｔの間にある１５件以下の配


列Ｈが対象のホテル情報になる。


●ｂｏｔとｔｏｐ－１の料金を比較して、要


求金額との差額の小さいものを選択する。
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この場合の終了条件はＮ＋１となる。従って、top>N となり、 答えは、top=IDX又はtop>


N となり、求める答えはウとなる。


設問２


ａは、目的の宿泊都市に関係するホテル情報を検索副プログラムで抽出する場合は、宿泊


料金に関係なく宿泊都市名で抽出し、表示する前に宿泊料金の高い順に並べ換えている。検


索には宿泊料金は使用されていない。従って、宿泊料金の高い順に並べ替えるのは、ホテル


情報を宿泊料金の高い順に表示するためである。ａの求める答えはウとなる。


ｂは、ホテル情報を整列しない場合は、最初の１件目の情報は、希望する宿泊料金のホテ


ル情報を確保することは可能であるが、それ以降のホテル情報が必ずしも宿泊料金以下とい


う保証がないため、目的の情報にならない。ｂの求める答えはウとなる。


設問３


この設問は宿泊料金が希望する金額に近い順に最大１５件まで表示する内容である。図５


、 。の流れ図の条件から 希望金額からの差が同じものは安い料金を優先する内容になっている


ｃは、全体で２０件あり、希望金額が１００００円であるから、まず、Ｈ(４)～Ｈ(１８)


の範囲が仮に設定される。


そこで、Ｈ(１８)とＨ(３)を比較すると、要求料金との差額が２０００円と１０００円で


あるから、表示の範囲がＨ(３)～Ｈ(１７)に修正される。


Ｈ(１７)とＨ(２)を比較すると、要求料金との差額が１０００円と１０００となり、表示


の範囲はＨ(３)～Ｈ(１７)となり、ｃの求める答えはカとなる。


、 、 。 、 、 。ｄは max(１ －４)からtop＝１ となる また min(１０ １４)からbot は１０になる


即ち、抽出された対象のホテル情報の件数が１０件であり、１～１０の全件数を表示する。


従って、Ｈ(１)～Ｈ(１０)となり、ｄの求める答えはアとなる。


ｅは、全体で２０件あり、希望金額が１００００円であるから、宿泊料金の情報はすべて


１００００円の希望金額よりも高くなる。max(１，６)からtop は６となる。min(２０、top


＋１４)のtop＋１４は２０より大きい値であるから、bot は２０となる。


即ち、Ｈ(６)～Ｈ(２０)となり、ｅの求める答えはコとなる。
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問050009解説
◆解答


設問１ ウ


設問２ ａ ケ ｂ コ ｃ エ


設問３ イ


◆解説


支払先への支払分割に関するプログラムの問題である。


支払明細ファイルのレコードを読込み、区分に従って支払方法を決定し、支払先ごとに支払


金額を集計するプログラムである。


支払明細ファイルのレコードは支払先コードをキーとして昇順に整列されている。


分析に使用される資料


① レコード様式


② モジュール構造図


③ 流れ図


モジュール構造図の内容


① 主処理


支払明細ファイルにレコードがある間、支払分割処理を繰返す。終了条件は支払明細フ


ァイルのレコードが無くなることである。


② 支払先処理


支払先コードが同じ間、支払分割処理を繰返す。繰返しの終了条件は支払先コードが変


わるか支払明細ファイルのレコードが無くなることである。


③ 明細分割


区分に従って、通常分割、特別分割、明細エラーの処理を実行する。


入出力関連図とレコード様式の関係


支払先コード 金額 区分


支払先コード 現金の割合 ３ヶ月手形の割合 ４ヶ月手形の割合


支払先コード 現金の金額 ３ヶ月手形の金額 ４ヶ月手形の金額
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支払区分には、通常分割と特別分割が存在する。


① 通常分割


分割区分がＦの場合で、分割割合ファイルから分割割合を得て、現金、３ヶ月手形、４


ヶ月手形のそれぞれの金額を計算する。


② 特別分割


特別分割の場合、０、３、４の区分に従って、支払明細ファイルの金額全額を現金、３


ヶ月手形、４ヶ月手形に区分し、金額を計算する。従って、区分情報に基づいて処理が行


われる。


、 、 。支払区分の処理は 明細分割のモジュールで行われ 区分ごとの集計は集計処理で行われる


設問１


最下位のモジュールであるから、分割初期化、通常分割、特別分割、明細エラー、集計処


理の５モジュールが対象になる。


通常分割モジュ区分は明細分割の制御モジュールのところで利用され、Ｆの場合は、


ール 特別分割モジュール 明細エラーモへ、０、３、４の場合は へ、それ以外の場合は


へ区分される。ジュール


特別分割モジュ３モジュールのうち処理のために区分のデータが必要なモジュールは


である。ール


通常分割モジュールは分割割合ファイルのデータに基づいて処理し、エラー処理モジュー


ルはエラーとして除外するため区分情報は不要である。


求める答えはウとなる。


設問２


支払先処理は、 に行われるため、支払先コードが変わると繰り返し支払先コード単位


処理から脱出する。当然、支払明細ファイルが終了すると繰り返し処理は不要となる。


ａの答えは、ケの支払明細ファイルの支払先コードが変わる、又は支払明細ファイルの終


支
払
元


通常分割


現金の割合


３か月手形の割合


４か月手形の割合


全額現金


全額３か月手形


全額４か月手形


特別分割


支
払
元
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わりが答えとなる。


ｂは区分＝“Ｆ”の場合のコとなる。


ｃは(区分＝“０”)ｏｒ(区分＝“３”)ｏｒ(区分＝“４”)のエの答えとなる。


求める答えは、ａはケ、ｂはコ、ｃはエとなる。


設問３


分割割合ファイルの現金の割合、３ヶ月手形の割合、４ヶ月手形の割合のデータは百分率


であるから、通常分割の計算結果のｗ３、ｗ４の単位は金額になる。


従って、ｗ０を求める計算式は、現金－ｗ３－ｗ４となる。求める答えはイとなる。
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問050010解説
◆解答


設問１ ａ エ ｂ イ ｃ コ


設問２ ｄ ウ ｅ ク


◆解説


トランザクション処理のデータベースに関する問題である。


分析に使用する資料


① 流れ図


トランザクション処理の流れ


使用するデータベース


業務プログラムが関わるデータベース及びファイルには、顧客属性データベース、顧客元帳


データベース、特別顧客データベース、ログファイルの４個がある。


４個のデータベースおよびファイルの使用する順序は、顧客属性データベース → 顧客元


帳データベース → 特別顧客データベース → ログファイルの順である。


顧客属性データベースのディレクトリは主記憶に常駐しており、顧客元帳データベースと特


別顧客データベースのディレクトリはトランザクションごとに主記憶に読み込まれる。


ログファイルはトランザクションごとにディスクに対して１回出力される。


業務Ｘプログラムの流れ


① 顧客コードをキーにして、顧客属性データベースを読む。


、 、② 顧客のレコードが顧客属性データベースに存在しない場合 エラーメッセージを作成し


終了する。


③ 顧客のレコードが存在する場合、 を使って、メッセー顧客属性データベースの項目


ジを編集する。


④ 編集済みメッセージを用いて、顧客元帳データベースのレコードを更新する。


⑤ 顧客が特別顧客である場合、編集済みメッセージを用いて、特別顧客データベースのレ


コードを更新する。


⑥ ログ情報をログファイルに書く。


⑦ 応答メッセージを作成し、終了する。
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設問１


ａは業務Ｘプログラムの概要の(３)から顧客属性データベースの項目を使って、メッセー


ジを編集する。ａの求める答えはエとなる。


、 。ｂは(４)から顧客元帳データベース ｃは(６)からログ情報をログファイルに書くとなる


求める答えは、ｂはイ、ｃはコとなる。


Ｎ


Ｙ


Ｎ


Ｙ
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設問２


特別顧客データベースは、データディレクトリの入力、特別顧客データベースの入力と出


力の計３回である。ｄの求める答えはウとなる。


各データベースの合計は、顧客属性データベースが１回、顧客元帳データベースが３回、


特別顧客データベースが３回、ログファイルが１回の計８回となる。ｅの求める答えはクと


なる。
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問050011解説
◆解答


設問１ ウ


設問２ ア


設問３ エ


◆解説


文書ファイルの検索システムに関する問題である。


問題分析に利用されている資料


① 作業報告書の様式の例


② タグ付き文書の様式の例


③ モジュール構成図


タグ付き文書構造を利用して、作成者氏名、作成年月日、その他の文字列を判定し、検索キ


ーと照合する作業である。図２の文書ファイル例と図３のモジュール構成図から具体的な検索


処理の作業内容を把握する必要がある。


検索処理の手順


① 検索キーを指定する。


② サーバに格納されている複数の文書ファイルの一つを読み込む。


③ 文書ファイルの先頭から＜body＞までを読み飛ばす。


④ その次の“＞”から“＜”の間の文字列を抽出する。


⑤ 文字列がない場合は空白と判定する。


⑥ 文字列と社員名簿マスタファイルと照合し、一致するものがあれば作成者氏名であると


判定する。


⑦ 文字列が年月日を表すものであるかを調べ、年月日の場合には一定形式に変換する。


⑧ ⑥、⑦以外の文字列はその他の文字列と判定する。


⑨ １つの文書ファイル内の関係する文字列について、④～⑧の処理を繰返す。


⑩ 検索キーと照合する。


⑪ サーバに格納されている全ての文書ファイルについて②～⑧を繰り返し実行する。


⑫ 検索キーと一致する文書ファイルのファイル名を出力する。


検索処理手順の①～⑫とモジュール構成図の各モジュールとの対応付けを行うと図３に示す
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内容になる。


１文書ファイルに関しては、図２の赤の下線で示すように、複数の文字列が順次抽出される


ことになる。


この を図るため、作成年月日、作成者氏名、表題、文書ファイ検索処理の作業の効率化


ル名からなる検索項目ファイルをあらかじめ作成しておき、検索キーと検索項目ファイルを照


合することによって文書ファイル名を出力できるプログラムに変更することにした。


この検索項目ファイルを作成するプログラムのモジュールとして、検索処理の作業に利用し


たモジュールが使用できる。


次のモジュールが使用できる。


① ２.１文書ファイルの読込み


② ２.２ 該当データの抽出とデータ種別判定


③ ２.２.１該当データの抽出


④ ２.２.２抽出データの種別判定


⑤ ２.２.２.１氏名の判定


⑥ ２.２.２.２年月日の判定と変換


検索項目ファイルの作成では、検索キーの指定、検索キーとの照合、検索結果の出力のモジ


、 。ュールが不要になるため 文書ファイルごとの処理のモジュールの内容を変更する必要がある


設問１


１つの文書内の該当データの抽出は、図３の文書ファイルの赤の下線で示すように“＞“


①


②


③④


⑥ ⑦


⑧


⑨⑤ ⑩


⑪ ⑫
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から“＜“までを繰り返して実行する必要がある。


それぞれの該当文字列に対する種別の判定は、社員名簿マスタファイルとの照合、年月日


の調査、その他の文字列の判定などの作業を繰り返し実行する。従って 「２.２該当デー、


タの抽出とデータ種別判定」を繰り返して実行することになる。求める答えはウとなる。


設問２


検索処理④の条件から“＜”を読み込んだときになる。求める答えはアとなる。


設問３


検索項目ファイルの作成に関する解説欄に記載した内容から①～⑥のモジュールが使用で


きる。求める答えはエとなる。
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問050012解説
◆解答


設問１ オ


設問２ ａ イ ｂ オ


設問３ ア


◆解説


クライアント／サーバシステムによる支払検査・承認システムに関する問題である。


問題分析に使用される資料


① 各種ファイルの様式


② クライアント端末の表示画面の様式


③ 検査条件テーブル


④ プログラムの階層構造図


処理対象の はサーバ側にあって、支払先コード別に１件ずつレコード支払集計ファイル


に編集し、１レコード単位に送信してクライアント画面に表示する。この場合、支払集計ファ


イルの１レコードとクライアントの画面表示内容は１対１に対応している。


クライアント画面で承認処理の作業が実行されると、その結果がレコード単位に支払集計フ


ァイルに反映されて、承認項目欄に必要な内容が記入されるようになっている。


支払検査・承認システムの処理手順


クライアント サーバ支払対象年月の送信


承認項目の送信


●支払対象年月を入力


●レコード単位の画面表示


●承認項目単位の承認処理


●支払集計ファイルを利用


●支払先コード毎の処理


●送信前のレコード単位の編集


●レコード単位の承認項目の記入


レコード毎の送信


管理者が操作


アカウント、パスワード入力


承認結果の入力


アカウント、パスワードのチェック


当月支払総額のチェック


支払先名称の取得


承認項目抽出基準の参照


承認項目内容の記入
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① 承認権限を持つ管理者がクライアントマシンでアカウント名、パスワードを入力し、ク


ライアントマシンに入力画面を表示させる。


② 支払対象年月を入力すると、サーバマシンで支払集計ファイルの内容から、支払対象月


に該当するレコードを読み出し、③以降の処理を実行する。


③ 支払先レコード単位に検査条件テーブルを参照して、検査条件１～検査条件４について


検討し、承認処理対象を明確にする。


④ 承認処理対象となった支払集計レコードと検査条件テーブル、各ファイルから得られる


内容に基づいて、サーバマシンからクライアントマシンに送信するデータを編集する。


⑤ 編集された送信データをクライアントマシンに送信し、表示する。


⑥ 承認者は、承認権限のあるレコードの表示画面の内容を検討し、それぞれの承認項目に


ついて承認の有無の処理を実行する。


⑦ クライアントマシンの画面で承認処理が実行されたレコードのデータをサーバマシンに


送信し、支払集計ファイルの対応するレコードの承認項目に、承認日時、承認者名を記入


する。


⑧ 支払集計ファイルの該当するレコードがなくなるまで、③～⑦の作業を繰り返す。


設問１


クライアントマシンに表示される次の内容と送信データの内容を対比して検討する。


承認作業を実行する場合、そのレコードに対する承認権限を持っている管理者の名前が必


要になる。クライアントの操作を承認された管理者と支払検査・承認する管理者が一致しな


ければならない。送信データの項目として が不可欠である。承認者氏名


承認権限を持った管理者名は、アカウントとパスワードを入力した時点で設定できる。こ


の管理者名を使用して、サーバが送信データを編集すると、操作管理者と承認者を一致させ


ることができる。求める答えはオとなる。


２０００年９月分支払承認図面 ２０００-１０-１６ ：田中 真承認者氏名


：情報処理開発協会 ：￥１,２３４,５６７‐支払先 支払金額


：支払額が，この支払先に対する上限額を超えています。 承認条件１


：当年度支払累計が，２,０００万円を超えるか，既に超えています。 (非該当)条件２


：当月支払総額 ￥１２,３４５,６７８-に対して３％を超えています。 承認条件３


：当月のすべての支払の中で，上位５％に入っています。承認済(2000-10-10 16:10)条件４


田中 真


次のレコード 終了


図１ クライアント端末の表示画面の例
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は、クライアント側で年月を入力し、その年月に該当する支払集計ファイ支払対象年月


ルのレコードが送信されてくるのであるから、送信データの中に存在しなくてもクライアン


ト側では表示可能である。


は、送信データに含まれているため、検査条件番号、検査の限界値、当月支払総額


空欄の箇所には不要である。


は、サーバ側で支払先名称に変換し、送信データに含んでおり、クライア支払先コード


ント画面とサーバの支払集計ファイルのレコードは１対１に対応しているため不要である。


設問２


検査２の項目で、支払承認要求処理で１度だけの設定は、検査の限界値であり、レコード


単位に設定するのは当年度支払累計である。求める答えは、ａはイ、ｂはオとなる。


設問３


Ｐ１～Ｐ４の間には次の条件が必要になる。


① Ｐ１はＰ２の前でなければならない。


② Ｐ４はＰ３の前でなければならない。


③ Ｐ１、Ｐ２はＰ３の前でなければならない。


この３条件を満足させているのはアである。求める答えはアとなる。
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問050013解説
◆解答


設問１ エ


設問２ ア


設問３ ウ


設問４ ａ エ ｂ ウ


◆解説


日付を与えて曜日を求めるプログラムに関する問題である。


分析に使用する資料


① 誤りコードと検査条件


② 流れ図


③ テスト結果の表示内容


日付から曜日を求める要領


① 西暦年月日を入力する。


② 入力データの検査が行われる。


③ 検査内容は、年、月、日の範囲のチェック、閏年のチェックを行い、誤りがある場合は


誤りコードを戻り値として返す。


④ 正しい日付の時は、日～土のいずれかの曜日を戻り値として返す。


は、プログラムの外部仕様をもとにテストケースを設計するたブラックボックステスト


めの技法で、プログラムの詳細なアルゴリズムの仕様は参照しないで、プログラムの機能仕様


やインタフェース仕様だけを用いて、設計する。


プログラムの設計内容から、プログラムの機能とデータの関係を考慮して、テストデータを


作成し、プログラムのテストを行う。技法として、同値分割、限界値分析、因果グラフ、実験


計画法などがある。


限界値分析


限界値分析は、入力データ、出力データを同値クラスに分割し、それぞれのクラスの境界


条件をテストの対象データになるように値を選ぶ方法である。同じクラス内の最大値または


最小値、あるいは両方の値を選ぶ方法である。


０ ４５ ９ 1410


テストデータ


＝０、４


テストデータ


＝５、９


テストデータ


＝10、14
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体育の日の日付を求める流れ図の処理手順


① 年を取得する。


② 月に１０を、日に０を格納する。


③ 日＋１→日を求める。


④ 曜日を求めるサブルーチンを呼出し、③で求めた日の曜日を得る。


⑤ 月曜日であれば、日＋７→日を求め、日付表示サブルーチンを呼出し、表示する。


⑥ 月曜日でなく、誤りコードでなければ、③に戻る。誤りコードの場合、誤りコードを表


示し、終了する。


設問１


表２のテストは限界値分析テストであり、ブラックボックステストである。求める答えは


エである。


設問２


表２の月の値の限界値分析は、次のようになる。


(2001,00,01;E1),(2001,01,01;月),(2001,12,01;水),(2001,13,01;E1)


従って、(2001,01,01;月)となり、求める答えはアとなる。


設問３


(2100,02,29;E3)はうるう年の計算処理をして、うるう年でないのでエラー処理しなけれ


ばならないのに、うるう年であるという結論を出してしまっている。従って、計算処理に誤


りがあると考えられる。そこで、うるう年の処理に対応する部分を調べる必要がある。求め


る答えはウである。


設問４


体育の日は第２月曜日であるから、１０月１日からの曜日を求め、月曜日になった日に７


を加算した日が体育の日付になる。


、戻り値が月曜日であったかどうかを判断する内容であるから、戻り値が“月”でａは


あるとなり、求める答えはエとなる。ａの結果がYes の場合、日付に７を加算する。そうで


ない場合は、判断ｂになる。


、Yes の場合、誤りコードを表示し、そうでない場合は日付に１加算して、新たにｂは


曜日を求める。従って、ｂの判断は戻り値が誤りコードであるとなる。誤りコードでなけれ


ば、月以外の曜日が戻り値として返されるため、日付を１加算して再度、曜日を求めること


になる。ｂの求める答えはウとなる。
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問050014解説
◆解答


設問１ ａ イ ｂ エ ｃ ア


設問２ ア、キ


◆解説


状態遷移図に関する問題である。


、 、 、 、 、Ｓ０ Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３の各状態が決まれば その状態に遷移する条件を決めることができ


状態遷移図が完成する。


４状態遷移図


４通りの状態


① 赤旗、白旗共に下


② 赤旗が上、白旗が下


③ 赤旗、白旗共に上


④ 赤旗が下、白旗が上


Ｓ０の状態が赤旗、白旗共に下がっている状態であり、①の遷移の条件が赤旗を上げるであ


るから、Ｓ１の状態は赤旗が上がり、白旗が下がっている状態である。動作の指示は１本の旗


に対して１指示であるから、残りＳ２、Ｓ３の状態は次の表のようになる。


Ｓ０ Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３


赤旗 下 上 上 下


白旗 下 下 上 上


流れ図の処理


① 初期処理で、動作検出時間、誤答画面表示時間、繰り返し回数を設定する。


② 設定された繰り返し回数だけ次の主処理を実行する。


③ 指示を選択し、その指示内容を画面に表示する。


④ オペレータは画面に表示された内容を実行する。


⑤ 動作検出時間に設定された時間を経過すると、指示の選択内容とオペレータの操作内容


を比較し、正誤の判定を行う。


赤下


白下


赤上


白下


赤上


白上


赤下


白上


赤上げる


赤下げる


白上げる


白下げる


赤上げる


赤下げる白下げる


白上げる
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⑥ 操作が正しい場合は正答数をインクリメントし、現在の状態を出力する。


⑦ 操作が誤っている場合は誤りの表示を行い、誤答画面表示時間に設定した時間を経過す


ると、正しい状態に遷移し、現在の状態を表示する。


⑧ 正しい状態に遷移すると③の処理に戻る。


動作検出時間はオペレータが操作してから、操作結果の判定をするまでの時間である。何も


実行しない場合はオペレータは何も操作せずに、時間の経過によってシステムは何も行われな


かったと判定する。


誤答画面表示時間は正誤の判定からその結果を画面に表示し、正しい状態に遷移して正しい


状態を表示するまでの時間である。


設問１


Ｓ０は赤旗、白旗共に下げであり、①の指示は赤旗を上げるであるから、Ｓ１は赤旗が上


がり、白旗が下がっている状態となる。ａの求める答えはイとなる。


Ｓ３の状態は状態遷移図から、赤旗が下、白旗が上であるから、②に対応する動作は白旗


を下げるとなり、ｂの求める答えはエとなる。


Ｓ２の状態は状態遷移図から、赤旗が上、白旗が上であるから、③に対応する動作は赤旗


を上げるとなり、ｃの求める答えはアとなる。


設問２


初期値ファイルの設定内容を次に示す。


① 動作検出時間


② 誤答画面表示時間


③ 繰り返し回数


初期処理と繰り返し回数以外の２つの設定は、動作検出時間と誤答画面表示時間となり、


動作の検出、誤答対応処理が対応する。求める答えはア、キとなる。
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問050015解説
◆解答


設問１ ａ ク


設問２ ｂ ア ｃ ク ｄ エ ｅ オ ｆ イ


設問３ ｇ ア ｈ ク


◆解説


在庫照会プログラムに関する問題である。


分析に使用する資料


① トランザクションおよびデータベースのレコード様式


② モジュール構造図


③ モジュール間インタフェース


在庫照会プログラムの作業内容


① 入出庫活動の照会


利用許可番号表、部品表、入出庫表を使用して、指定された期間内に入庫、出庫された


、 、 、 。入出庫活動情報 様式検査フラグ 利用許可検査フラグ 部品番号なしフラグを取得する


入力は、利用許可番号、トランザクション種別、期間開始年月日、期間終了年月日、部


品番号、部品番号個数であり、出力は、入出庫活動表、部品番号なしフラグ、利用許可検


査フラグとなる。


入出庫活動情報は、部品番号、部品名称、入出庫種別、入出庫個数、入出庫年月日時分


となる。


② 部品在庫量の照会


利用許可番号表、部品表、在庫表を使用して、指定した部品番号の在庫状況、利用許可


許可検査フラグ、在庫不足フラグ、部品番号なしフラグを取得する。


入力は、利用許可番号、トランザクション種別、部品番号、部品番号個数であり、出力


は在庫状況表、在庫不足フラグ、部品番号なしフラグ、利用許可検査フラグとなる。


在庫状況の情報は、部品番号、部品名称、在庫量、最低在庫量、在庫不足量となる。


モジュール構造図の特徴


① 最上位の制御モジュールは全体の機能を定義するモジュールである。この階層構造図で


は“在庫データの照会”である。


② 次の階層の制御モジュールは、ＳＴＳ分割されたモジュールであり、左のモジュールか


ら順次、入力処理部分、変換処理部分、出力処理部分になる。この階層構造図では、トラ


ンザクションの取得が入力処理、ｂの部分が変換処理、出力データの作成が出力処理にな


る。


③ 次の階層が機能モジュールで、入力や検査、各種変換処理、編集、出力などの各種機能
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が実行される。


④ 処理順序は通常は左のモジュールから右のモジュールに向かって実行される。


⑤ 制御モジュールを介した各機能モジュール間のデータの入出力はモジュール間インタフ


ェース表で示される。


⑥ インタフェース表の出力は階層構造図の下位の層から上位の層に向かった方向であり、


入力は上位から下位に向かって行われる。


在庫データの照会処理の手順


① トランザクションを読み取る。


② 利用許可番号を取得し、利用許可番号表を利用して認証確認を行う。


③ トランザクション様式の検査を行う。


④ トランザクションが入力処理部分から変換処理部分に転送される。


⑤ ｂの変換処理部分でトランザクションの種別を判定する。


⑥ トランザクションの種別がＡの場合、入出庫活動の照会モジュールに転送し、必要な処


理を行う。


⑦ トランザクションの種別がＳの場合、部品在庫量の照会モジュールに転送し、必要な処


理を行う。


⑧ ⑥、⑦の各モジュールでの処理結果の該当レコードを取得する。


⑨ 取得した該当レコードを変換処理部分から出力処理部分に転送する。


⑩ 出力データ作成のモジュールで、該当レコードの内容を識別して、入出庫活動表の編集


出力モジュール、在庫状況表の編集出力モジュール、エラーメッセージの編集出力モジュ


ールに転送される。


⑪ 各編集出力モジュールで必要な出力表を印刷出力する。


入力処理部分、変換処理部分、出力処理部分の各モジュールの機能は、それぞれのモジュー


ルに関係するインタフェースで取り扱われる入力データ、出力データの内容を調べて、変換の


内容を把握することから求めることができる。


主制御モジュール


入力処理制御


モジュール
変換処理制御


モジュール


出力処理制御


モジュール


入力処理部分 変換処理部分 出力処理部分


利用許可検査 様式検査 入出庫活動処理 在庫状況処理
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入力処理部分の利用許可検査とトランザクション様式検査のモジュールの識別はモジュール


間インタフェース表を調べて識別する。インタフェース番号⑤では、利用許可番号を入力し、


利用検査フラグが出力される。従って、ｃのモジュールでは利用許可番号の検査が行われる。


インタフェース番号⑥では、トランザクションを入力し、様式検査フラグが出力される。従っ


て、ｄのモジュールはトランザクション様式の検査が行われる。


変換処理部分では、入出庫活動の照会、部品在庫の照会の２つのモジュールの識別が必要に


なる。インタフェース番号⑦では、トランザクションを入力し、該当レコードの部品表、入出


庫表を得るため、ｅのモジュールは入出庫活動の照会モジュールである。インタフェース番号


⑧では、トランザクションを入力し、該当レコードの部品表、在庫表を得るため、ｆのモジュ


ールは部品在庫の照会モジュールになる。


設問１


トランザクション識別Ａ、トランザクション識別Ｓのいずれのトランザクションも処理を


行う前に利用許可番号を利用許可表と照合し、認証する必要がある。そのための利用許可番


号がトランザクションに必要となる。求める答えはクとなる。


設問２


ｂは変換処理部分の制御モジュールで、入出庫活動の照会、部品在庫の照会の各モジュー


ルの処理結果の該当レコードを得るモジュールであるから、該当レコードの取得となり、求


める答えはアとなる。


ｃ、ｄは入力処理部分のモジュールで、インタフェース表のインタフェース番号⑤、⑥の


入力レコード、出力レコードの内容から判断して、ｃは利用許可番号の検査で、求める答え


はクとなる。ｄはトランザクション様式の検査で、求める答えはエとなる。


ｅ、ｆは変換処理部分のモジュールで、インタフェース表のインタフェース番号⑦、⑧の入


力レコード、出力レコードの内容から判断して、ｅは入出庫活動の照会で、入出庫活動に関す


るレコード処理で、求める答えはオとなる。ｆは部品在庫の照会で、在庫状況に関するレコー


ドの処理で、求める答えはイとなる。


設問３


ｇは、出力データ作成モジュールの入力データであり、入出庫活動表、在庫状況表、エラ


ーメッセッジに関係する必要なデータ内容と在庫データ照会で得られているデータ内容の過


不足から求めることができる。


① 入出庫活動表：該当レコードの部品表、入出庫表


② 在庫状況表：該当レコードの部品表、在庫表、在庫不足フラッグ


③ エラーメッセージ：トランザクション、利用結果検査フラグ、様式検査フラグ、部品


番号なしフラッグ


④ 在庫データ照会：トランザクション、様式検査フラグ、利用許可検査フラグ、該当レ


コード、在庫不足フラグ、部品番号なしフラグ
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①、②、③の内容として必要なものと④の内容から供給可能なデータと比較して、インタ


フェース番号③の内容で不足しているのはエラーメッセージ出力に必要なトランザクション


である。ｇの求める答えはアとなる。


ｈはエラーメッセッジの内容であり、検査の対象になった内容で、部品番号なしフラグ、


様式検査フラグ、利用許可検査フラグとなり、求める答えはクとなる。
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問050016解説
◆解答


設問１ イ、ウ、オ


設問２ ａ エ ｂ カ ｃ イ


◆解説


発注業務のシステム化に関する問題である。


この業務では商品コード別に発注拠点に在庫数を問い合わせ、各発注拠点から得た在庫情報


に基づいて、配送手段、在庫数、拠点コードのキーにして発注拠点、発注量を決定する。


対象となる拠点コードを決定するまでの業務手順


① 海外発注部門は商品コード単位にその商品コードを扱っている各発注拠点に在庫数を問


い合わせる。問い合わせ時に発信する項目は商品コード、拠点コードである。


。 、 、② 各拠点コードは問い合わせ時の在庫数を返信する 返信するデータ項目は 拠点コード


商品コード、在庫数である。


、 。③ 海外発注部門は商品コード別に 各拠点からの返信情報を在庫情報ファイルに格納する


在庫情報ファイルの項目は拠点コード、商品コード、在庫数である。


④ 商品コード単位に在庫情報ファイル、拠点マスタファイルを利用して、発注可能拠点を


選別する。この時に利用する在庫ファイルの内容は拠点コードと在庫数であり、拠点マス


タファイルの内容は船便での配送日数、航空便での配送日数である。


⑤ 発注可能拠点を求める⑥～⑨の手順を在庫ファイルの情報がなくなるまで繰り返す。


。 、 、⑥ 在庫ファイルから１件のレコードを読み込む 読み込む項目は拠点コード 商品コード


在庫数である。ただし、商品コードは対象の商品コードであるかのチェックのみであり、


拠点コードを選別する情報としては利用されない。


⑦ 拠点コードをキーにして、拠点マスタファイルから、船便での配送日数、航空便での配


送日数をえる。


⑧ 在庫数の有無を判定して、０でなければ、船便での配送日数、航空便での配送日数を利


用して納期を検討し、希望納期に間に合う場合はその配送手段を出力する。出力される項


目は、拠点コード、配送手段、在庫数になる。船便での納期が間に合う場合は航空便のデ


ータは出力しない。


⑨ 拠点コード、配送手段、在庫数のデータを一時ファイルＡに出力する。商品コードは業


務処理を商品単位に実施する場合には含めなくてもよい。


対象となる拠点コードから発注拠点コード、発注数を求める手順


① 一時ファイルＡを、第一キーを配送手段(船便を優先)、第二キーを在庫量(降順)、第三


キーを拠点コード(昇順)に整列し、一時ファイルＢを出力する。


② 一時ファイルＢのレコードがなくなるかまたは受注数が０になるまで、③～⑦の手順を


繰り返す。


③ 一時ファイルＢから１件のレコードを読み込む。
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④ 在庫数と受注数を比較して、小さい方の値を発注数とする。この場合の受注数は一時フ


ァイルＢに含まれていないが、商品コードをキーとして受注情報を利用して求めることが


できる。商品コード、発注数はこのプロセスでは固定の値である。


⑤ 発注情報を出力する。出力する項目は拠点コード、商品コード、発注数、発注手段であ


る。この場合の商品コードは一時ファイルＢには含まれていないが、固定の商品コードの


処理のみを行っているため、現在のプロセスの情報として存在する。


⑥ 受注数の修正を行う。受注数←受注数－発注数を用いて計算する。


⑦ 受注数が０でないならば、③に戻る。


⑧ 受注数＞０の状態で、一時ファイルＢのレコードが終了すると、発注情報を破棄し、エ


ラーメッセージを表示する。


設問１


一時ファイルＡの項目として最低限必要な項目名を３個求める問題である。


問題を解く鍵は、一時ファイルＡを一時ファイルＢに整列する条件として必要な項目とこ


のプロセスが商品コードの単位で行っているという情報に基づいて判断する。


発注拠点の決定の優先度の順序


① 船便を航空便より優先する。まず船便の対象となっている拠点コードが対象になる。


② 在庫量の多い拠点コードに発注する。


③ 配送手段、在庫量が同じ場合は拠点コードの小さい拠点に発注する。


一時ファイルＡを一時ファイルＢに整列する場合、第一キーは配送手段、第二キーは在庫


量、第三キーは拠点コードとなり、この３個のデータ項目が必要になる。それ以外の項目で


ある商品コードは固定であり、発注量、希望納期は商品コードをキーとして固定情報として


求めることができる。答えは拠点コード、在庫数、配送手段となり、求める答えはイ、ウ、


オとなる。


設問２


発注パターンを求める問題である。


拠点コード、発注数、配送手段の決定のための優先度と決定方法を使用して、具体的にシ


ミュレーションを実行すればよい。


実行のための条件


① 船便の配送手段を優先に考える。


② 配送日数が２０日以内のデータを利用する。２１日以上の場合は対象外となる。


③ 在庫量の多い拠点を優先する。従って、先に選ばれた拠点は後で選ばれた拠点よりも


在庫量が多い。


④ 配送手段、在庫量が同じものは拠点コードの小さいものを優先する。


以上の条件を利用して、ａ、ｂ、ｃの在庫数を決定する。


、拠点コード０６、０７の合計在庫数が１４０個となり、残りの引当数は６０個でａは


ある。引当順序から考えて、在庫数が７０個を超える値ではない。従って、６０個が確保で


き、７０個を超える値でない解答群の中の数値は７０となる。求める答えはエとなる。
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、船便はすべて希望納期に間に合わない場合で、配送手段は航空便になる。発注数ｂは


は拠点コード０９に１５０個、拠点コード１０は５０個であるから、引当順序を考えると、


拠点コード１０の在庫数は１２０個以上で１５０個以下の値である。解答群の中の該当する


値は１２０となり、求める答えはカとなる。


、拠点コード１３の配送手段が船便で、発注数１６０個がきまる。拠点コード１４ｃは


の配送手段は航空便で、発注数１０個であり、残り３０個は拠点コード１２に引き当てられ


る。拠点コード１２の配送手段は航空便であり、拠点コード１４の在庫数が３０個かつ拠点


コード１２に引当後に受注数０にはならない条件から、拠点コード１２の在庫数は３０個と


なる。求める答えはイとなる。
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問050017解説
◆解答


設問１ ａ ク ｂ コ ｃ キ ｄ エ ｅ カ


設問２ ウ


◆解説


商品補充のための配送情報システムに関する問題である。


前日の商品在庫情報と過去の販売実績情報を使用して、翌日の配送情報を作成するプログラ


ムを設計する。


配送情報を作成するまでの業務の手順


① 各店舗の営業時間終了後に商品の在庫情報を送信する。 送信する項目は、年月日、店


舗コード、商品コード、在庫量である。


② 各商品の過去の販売実績ファイルを参照する。参照するファイルの項目は、年月日、店


舗コード、商品コード、販売量である。


③ 過去の販売量から配送対象日の販売予想量を求める。


④ 販売予想量を１.２倍して、在庫必要量を求める。


⑤ 在庫必要量と前日の在庫量の差を不足量とする。


⑥ 商品表と在庫不足量から配送は個数を算出する。


⑦ 年月日、店舗別、商品別、配送箱数の項目からなる配送情報を作成し、出力する。


ＳＴＳ分割、トランザクション分割を行った結果の をまとめると、次に示す図階層構造図


のようになる。


商品在庫情報


販売実績情報


配送情報を作成する


配送情報の作成


初期処理 主処理 終了処理


在庫情報の受信 販売予想量算出 在庫不足量算出 配送箱数算出
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設問１


階層構造図およびデータの流れ図から、ａは販売予想量であり、求める答えはクとなる。


ｂは不足量となり、求める答えはコとなる。


データの流れ図から、ｃは販売予想量の計算に利用される情報であるから、販売実績であ


り、販売実績ファイルが使用される。求める答えはキとなる。


ｄは配送箱数を算出するための情報であるから、商品表であり、求める答えはエとなる。


ｅは配送箱数を算出した結果であるから、配送箱数となり、求める答えはカとなる。


設問２


商品対応表は販売実績のない商品に適応される情報であり、販売予想量の算出に利用され


る。求める答えはウとなる。


販売予想量


不足量


販売予想量


販売実績


ファイル


不足量


商品表


配送箱数
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問050018解説
◆解答


設問１ ａ オ ｂ イ


設問２ ｃ カ ｄ ア


設問３ ｅ ケ ｆ ク ｇ キ


設問４ ｈ ウ ｉ ア


◆解説


ニュースのファイル処理に関する問題である。


ニュースファイルのレコード様式に含まれている項目


① 登録年月日、登録時刻


② ニュースの発生年月日、発生時刻


③ ニュースの分類：医療、教育、経済、スポーツ、社会など


④ ニュースの見出し


⑤ ニュースの概要


⑥ ニュースの詳細


⑦ 画像ファイルのアドレス


抽出開始年月日、時刻の決定規則


① 最後に利用してから、２４時間以内の場合、最後に利用した日時以降のニュースを抽出


する。


② 最後に利用してから、２４時間以上経過している場合、現在の時刻から２４時間前以降


に登録されているニュースを抽出する。


ファイル処理の手順


① 利用者ＩＤと端末種別の要求情報と利用者ファイルから、一時ファイルＡを作成する。


② 一時ファイルＡを作成時に、抽出開始年月日、抽出開始時刻を規則に従って決定する。


③ 一時ファイルＡの抽出開始情報、分類情報に基づいて、ニュースレコードを抽出し、一


時ファイルＢを作成する。


抽出・整列に必要な情


報である分類である


表示に必要な情報で


ある端末種別である
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④ 一時ファイルＢのレコードを分類別、発生年月日、発生時刻別に降順に整列し、一時フ


ァイルＣを作成する。整列キーは、第一キーが分類、第二キーが発生年月日、第三キーが


発生時刻になる。


⑤ 一時ファイルＣから分類ごとに１０件ずつ抽出し、端末種別に従って表示する。


設問１


利用者の前回の利用時刻から２４時間以上経過しているため、現在の時刻から２４時間前


の時刻が抽出開始の時刻になる。従って、抽出開始年月日は２００４年４月２日で、 のａ


答えは２００４０４０２となり、求める答えはオとなる。


、 、 、 。ｂの答えは 抽出開始時刻は１７時００分で １７００となり 求める答えはイとなる


設問２


、 、 、 、一時ファイルＢのレコード様式であり レコードの整列処理 表示処理のためには 分類


利用者ＩＤ、端末種別


の情報を提示する


分類、抽出開始年月日、抽


出開始時刻、端末種別を含


むレコードを作成する


抽出開始日時以降、指定した


分類のレコードを抽出する


分類別、発生日時別に


レコードを整列する


端末種別に従って、分類


別に１０件表示する


分類、抽出開始日時、


端末種別の項目を含む


発生日時、分類、見出し、概要、


詳細、端末種別の項目を含む


レコード様式はファイルＢ


と同じである
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端末種別のデータ項目が必要である。


は、整列に使用する項目で分類となる。求める答えはカとなる。ｃ


は、表示のために必要な項目であり、端末種別となり、求める答えはアとなる。ｄ


設問３


、 。一時ファイルＢを整列して 一時ファイルＣを作成する時の整列キーに関する問題である


整列キーは、第一キーは分類、第二キーは発生年月日、第三キーは発生時刻で、発生の新し


いものから表示するため、第二キー、第三キー共に降順となる。


の答えは、分類で、求める答えはケとなる。ｅ


の答えは、発生年月日で、求める答えはクとなる。ｆ


の答えは、発生時刻で、求める答えはキとなる。ｇ


設問４


前回の利用時刻から２４時間以内であるから、抽出開始時刻は前回の抽出時刻の４時以降


になる。分類は政治、経済、スポーツの３分野であるから、抽出件数は次のようになる。


政治： １＋４＋２＋３＋６＋３＝１９


経済： ２＋２＋６＋８＋２＋４＝２４


スポーツ：１＋１＋３＋２＝７


合計： １９＋２４＋７＝５０


の答えは５０件で、求める答えはウとなる。ｈ


の表示される件数は、政治、経済がそれぞれ１０件であり、スポーツが７件であるかｉ


ら、合計２７件となり、求める答えはアとなる。
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問050019解説
◆解答


設問１ ａ オ ｂ ア


設問２ ｃ イ ｄ ウ ｅ ア


◆解説


売上実績表作成処理に関する問題である。


支店別商品コード別売上実績表の作成


① 全支店での売上順位を基にした上位５０商品の商品コード別売上実績ファイルの作成


② 支店ごとの売上順位を基にした商品コード別売上実績ファイルの作成


③ ①、②で作成した２つのファイルを突き合わせて、全支店での上位５０商品の商品コー


ドに対応する商品の支店別順位、販売数量、売上金額からなる売上実績表を作成する。


Ｆファイルの作成手順


① 商品コードをキーとして売上実績ファイルを整列する。


② 商品コードごとの販売数量の合計、売上金額の合計を計算する。


③ 売上金額をキーに降順に整列する。


④ 売上金額の多い順に上位５０商品について、商品コード別の順位、販売数量、売上金額


をＦファイルに出力する。


Ｇファイルの作成手順


① 支店コード、商品コードをキーとして、売上実績ファイルを昇順に整列する。


② 支店コード、商品コード別の販売数量の合計、売上金額の合計を計算する。


③ 支店コードの昇順、売上金額の降順に整列する。


④ 支店別に売上金額の高い順に番号をつけ、支店別に、商品コード別の順位、販売数量、


売上金額をＧファイルに出力する。


全支店での売上順位を基にした売上実績表の作成手順


① 商品コードをキーとして売上実績ファイルを整列する。


② 商品コードごとの販売数量の合計、販売金額の合計を計算する。


③ 販売金額をキーに降順に整列し、順位付けする。


④ 販売金額の多い順に上位５０商品を抽出し、Ｆファイルに出力する。


⑤ Ｆファイルを、商品コードの昇順に整列する。


⑥ 支店コード、商品コードの昇順に売上実績ファイルを整列する。


⑦ 支店コード、商品コードをキーに、販売数量の合計、販売金額の合計を計算する。


⑧ 支店ごとに売上金額の多い順に支店データの順位を付けする。


⑨ 支店コード、商品コードの昇順に整列し、Ｇファイルに出力する。


⑩ 支店毎に、ＦファイルとＧファイルを商品コードをキーに照合し、支店データと全支店
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データを１レコードに編集し、Ｈファイルに出力する。


⑪ 商品マスターファイルを参照して、商品名称を付加する。


⑫ 支店コード、全支店データの順位をキーとして、Ｈファイルを昇順に整列する。


⑬ 支店別に売上実績表を印字する。


全支店の売上順位を基にした売上実績表作成処理


支店毎の売上順位を基にした売上実績表作成処理


支店コード 商品コード 順位 販売数量 売上金額


商品コード 商品名 単価


商品コードをキーにして、Ｆ


ファイルとＧファイルを照合


商品コードをキーにして、Ｌ


ファイルとＭファイルを照合


商品コード 商品名 単価


売上金額の降順に整列


順位付けを行う


商品コードの昇順に整列


ＮファイルとＨファイル


のレコード様式は同じ


支店コード 商品コード 順位 販売数量 売上金額
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各支店での売上順位を基にした売上実績表の作成手順


① 商品コードをキーとして、売上実績ファイルを整列する。


② 商品コードごとの販売数量の合計、売上金額の合計を計算し、全件をＬファイルに出力


する。


③ Ｌファイルを売上金額の降順に整列する。


④ 全支店順位を付けて、全件をＬ１ファイルに出力する。


⑤ Ｌ１ファイルを商品コードの昇順に整列し、Ｌ２ファイルに出力する。


⑥ Ｌ２ファイルを支店コード、売上金額をキーとして、売上金額の降順に整列する。


⑦ 支店ごとに商品の売上金額による順位付けを行う。


⑧ 売上実績表の作成に必要な１５００件をＭファイルに出力する。


⑨ Ｍファイルを商品コードの昇順に整列し、Ｍ１ファイルを作成する。


、 。⑩ Ｌ２ファイルとＭ１ファイルを商品コードをキーにして照合し Ｎファイルを作成する


⑪ 商品マスタファイルを参照し、商品名称を付加する。


⑫ 支店コード、支店データの順位をキーとして、Ｎファイルを整列する。


⑬ 支店別に売上実績表を印字する。


設問１


は、商品コードと売上金額合計があれば、順位付け、全支店上位５０品目の選択が可ａ


能である。従って、解答群の中の商品コード、販売数量合計、売上金額合計のレコード様式


が該当する。求める答えはオとなる。


は、Ｈファイルのレコード件数で、支店ごとに５０レコード、対象の支店数は３０でｂ


あるから、レコード件数は５０×３０＝１５００となり、求める答えはアとなる。


設問２


は、全支店の順位付けのための整列であるから、売上金額の降順になる。求める答えｃ


はイとなる。


は、Ｍ１ファイルと商品コードをキーにして突き合わせするため、Ｌ１ファイルを商ｄ


品コードの昇順に整列する。求める答えはウとなる。


は、Ｍファイルのレコード件数で、支店ごとに５０レコード、対象の支店数は３０でｅ


あるから、レコード件数は５０×３０＝１５００となり、求める答えはアとなる。
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問050020解説
◆解答


設問１ ａ イ ｂ オ ｃ カ


設問２ ｄ イ ｅ イ ｆ ウ ｇ ア


◆解説


既存システムのレコード様式を新システムのレコード様式に編集するプログラムに関する問


題である。


既存システムから新システムに変換する要領


① 既存システムのレコード様式


年次 曜日 時限 表示順 科目名 教員名


をデータ項目単位にレコードを作成する。


② 新システムの項目は、年次、曜日、時限、科目名、教員名の５項目とする。


③ 年次、曜日、時限は、変わる時のみ表示し、変化がない時は、科目名と教員名の表示の


みとなる。


グループ制御


整列済みの入力レコードのキー項目を順次比較し、レコードのグループを見分けグループ内


の集計を行ったり、関連情報を出力したりする。


コントロール項目 ：整列対象のキー項目


コントロールグループ：同じキー項目を持つレコード群


コントロールブレーク：グループの変わり目


多重グループ制御


制御対象が多重の階層をなしている場合を という。多重グループ制御


多重グループ制御では複数のキーが利用され、それらのキーが整列の場合、第１次キー、第


２次キー、第３次キー、…、となる。


多重キーのレベル関係と処理順序


第１次キーは第２次キーよりも上位のレベルにあり、第２次キーは第３次キーよりも上位の


レベルにあり、以下同様な にある。レベル関係


多重レベルの判定順序


① 上位のレベルのキーの変化から判定する。


② 上位のキーが不変の場合、下位のキーの判定に移る。


③ 上位のレベルのキーが変化すると、下位のレベルのキーは自動的に変化する。
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新システムの主処理の処理手順


① NENGI の内容と入力レコードの年次I_NENJI を比較する。


② NENGI > I_NENGI ならば、エラー処理する。


③ NENGI = I_NENGI ならば、⑤の処理に移る。


④ NENGI < I_NENJI ならば、Ｇに続けてI_NENJI を出力し、NENJI←I_NENJI、YOBI←０の


処理を行う。一次のNENJI キー項目が変化すると、二次のYOBIのキー項目も変化する。


⑤ YOBIの内容と入力レコードの曜日I_YOBIを比較する。


⑥ YOBI > I_YOBI ならば、エラー処理する。


⑦ YOBI = I_YOBI ならば、⑨の処理に移る。


⑧ YOBI < I_YOBI ならば、Ｄに続けてI_YOBI を出力し、YOBI←I_YOBI、JIGEN←０の処理


を行う。一次のYOBIのキー項目が変化すると、二次のJIGEN のキー項目も変化する。


⑨ JIGEN の内容と入力レコードの時限I_JIGEN を比較する。


⑩ JIGEN > I_JIGEN ならば、エラー処理する。


⑪ JIGEN = I_JIGEN ならば、⑬の処理に移る。


年次の変数に現在のレ


コードの値を格納する


曜日の変数に現在のレ


コードの値を格納する


時限の変数に現在のレ


コードの値を格納する


HYOJIJUN←HYOJIJUN + 1
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⑫ JIGEN < I_JIGEN ならば、Ｔに続けてI_JIGENを出力し、JIGEN←I_JIGEN、HYOJIJUN←


０の処理を行う。一次のJIGEN のキー項目が変化すると、二次のHYOJIJUN のキー項目も


変化する。


⑬ 条件Ｘで、表示順をチェックし、正しければ、科目名、教員名を出力し、表示順のイン


クリメントを行う。表示順は現在の表示番号＋１の番号と比較する。


主処理の処理内容のフロー図


設問１


新システムでは、既存システムのデータ項目単位にレコードを作成し、同じ内容のレコー


ドが連続する場合は省略するため、既存システムのレコードの１件に対して、新システムで


は、最大の場合、年次、曜日、時限、科目名、教員名の５レコードとなり、最小の場合は、


科目名、教員名の２レコードとなる。


、 、 、 。ａ ｂの答えは２であり 求める答えはイとなり の答えは５で 求める答えはオとなる


は、年次、曜日、時限の順であり、同じ年次のレコードは１件有り、年次のレコードｃ


は必要がない。従って、曜日の処理と時限の処理となり、処理２、処理３となる。求める答


えはカとなる。


設問２


主処理の流れ図に関する問題である。


、 、 、処理３の の処理内容は 変数JIGEN に レコードの値I_JIGEN を格納する処理でありｄ


JIGEN←I_JIGENとなる。求める答えはイとなる。


主処理に入る前の初期値の設定は、ERROR を偽にすることと、最初の判定処理NENJI を初


期化しておくことである。


は、ERROR←偽、NENJI←０となり、求める答えはイとなる。ｅ


は、表示順位の判定であり、現在の表示順と読み込んだレコードの表示順位の差は１ｆ


であるから、HYOJIJUN + 1 = I_HYOJIJUN ならば、正しいことになる。


の答えは、HYOJIJUN + 1 : I_HYOJIJUN となり、求める答えはウとなる。ｆ


の答えは、＝であり、求める答えはアとなる。ｇ
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問050021解説
◆解答


設問１ ａ イ ｂ イ


設問２ ウ


設問３ ウ、オ


設問４ ア


◆解説


人事管理に関する問題である。


職務変更処理から昇格、昇級処理の流れ


処理１から処理４の手順


① 職務変更ファイルのレコードのうち、変更を許可するレコードを抽出し、Ｓ１ファイル


職務変更を許可したレコード


をＳ１ファイルに出力する


整列済みＳ１ファイル


整列済み昇格


候補ファイル


職務変更していない


社員が昇格できる


Ｓ２ファイル


社員の２～３０級で、職務変更


していない社員を昇級する


職務変更情報を参照する。


整列済みＳ２ファイル参照


Ｓ２ファイル


職務変更情報を参照する。


整列済みＳ２ファイル参照
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を作成する。


② Ｓ１ファイルを社員コードの昇順に整列し、Ｓ２ファイルを作成する。


③ 昇格候補者ファイルを社員コードの昇順に整列し、Ｓ３ファイルを作成する。


④ Ｓ３ファイルとＳ２ファイルを照合し、昇格候補者の中から職務変更者を除いた昇格者


ファイルを作成する。


⑤ 社員表から、入社後１年未満の社員を除き、２～３０級の社員のレコードのＳ４ファイ


ルを作成する。


⑥ Ｓ４ファイルとＳ２ファイルを照合して、昇級対象者のうち職務変更者を除いた階級更


新ファイルを作成する。


社員表の更新手順


社員表の階級を更新


社員表の職務コードを更新


社員表の職群、階級を更新


社員表の部署コードを更新
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処理５～処理８のうち、従属の関係にある処理は、処理５と処理７である。


処理４で作成された階級更新ファイルは、２～３０級の一般職、管理職のうち、入社１年


未満と職務変更者を除く、社員が対象に作成される。従って、階級更新ファイルには、昇格


者も昇級の対象者として含まれている。


昇格者は処理７で、職群を一般職から管理職に変更し、階級を２０級に設定することによ


って、昇級対象者から除外されなければならない。


処理７が処理５よりも先に実行されると、昇格者も昇級する結果になるため、正しい結果


が得られない。従って、処理５、処理７の順序は守らなければならない。


設問１


昇格ファイル、昇級ファイルの作成要領に関係する問題である。


昇格ファイルの作成要領


① 昇格候補ファイルを作成する。


② 社員コードの昇順に整列する。


③ 別途作成し、社員コードの昇順に整列した職務変更ファイルと昇格候補ファイルを照


合する。


④ 昇格候補ファイルのレコードのうち、職務変更ファイルに含まれるレコードを除外し


て、昇格ファイルを作成する。


処理２で、整列済み昇格候補ファイルと照合されるのは、整列済み職務変更ファイルであ


り、 はＳ２ファイルになる。求める答えはイとなる。ａ


昇級ファイルの作成要領


① 社員表から入社後１年未満の除いた一般職、管理職のＳ４ファイルを作成する。


② 整列済み職務変更ファイルと比較して、Ｓ４ファイルから職務変更ファイルに含まれ


るレコードを除外して、階級更新ファイルを作成する。


処理４で、Ｓ４ファイルと照合されるのは、整列済み職務変更ファイルであり、 はＳｂ


２ファイルになる。求める答えはイとなる。


設問２


処理７が処理５よりも先に実行されると、昇格者も昇級する結果になるため、正しい結果


が得られない。従って、処理５、処理７の順序は守らなければならない。


ア、イ、エは処理７、処理５の順序であり、正しくない。


ウは、処理５、処理７の順序で正しい。求める答えはウとなる。


設問３


人事規定変更に伴う処理の修正は次の２点になる。


① 入社後１年に満たない社員は対象外を、階級を１だけ上げるため、処理３の社員表か


らのＳ４ファイル作成の抽出要領が変化する。
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② 階級更新ファイルを使用して、社員表の階級の内容を更新する処理５の要領が変化す


る。


従って、修正が必要な処理は、処理３と処理５となる。求める答えはウ、オとなる。


設問４


、 、 、図１の人事異動の発表資料から 旧社員表は 階級が変更される前の情報を使用するため


処理５の内容が実行される前の社員表になる。求める答えはアとなる。
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問050022解説
◆解答


設問１ ａ ア ｂ キ ｃ エ


設問２ ｄ イ


設問３ エ


◆解説


Ｂ社の牧場別牛乳仕入量を求めるプログラムに関する問題である。


仕入れ先は次の３社である。


Ｊ牧場


Ｋ牧場


Ｌ牧場


製品の種別は


① 各牧場単体の原料を使用した牛乳


② ３牧場の牛乳を標準混合割合に基づいて各牧場の原料を使用した牛乳


階層構造図の集計処理


集計処理の手順


① Ｊ牧場の総必要量、Ｋ牧場の総必要量、Ｌ牧場の総必要量を０で初期化する。


② 必要量ファイルから製品コード別の牛乳必要量を求める。


③ 必要量ファイルの牧場区分から仕入先を求める。


④ 単一牧場の場合(Ｊ牧場、Ｋ牧場、Ｌ牧場のいずれかの場合)は⑨の処理に移る。混合の


場合は⑤の処理に移る。それ以外の場合はエラー処理する。


⑤ 標準混合割合ファイルから、Ｊ牧場の割合、Ｋ牧場の割合を求める。


牧場区分がＭの


場合の処理
牧場区分がＪ、Ｋ、Ｌ


の場合の処理


牧場区分がＪ、Ｋ、Ｌ、


Ｍ以外の場合の処理


製造日が変わると総


必要量を初期化する
集計ファイルに出力する


必要量ファイルが終わりになるか


製造日か変わると繰返しから脱出
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⑥ 牛乳必要量にＪ牧場の割合を乗じて必要量(wj)を求め、Ｊ牧場の総必要量に加算する。


⑦ 牛乳必要量にＫ牧場の割合を乗じて必要量(wk)を求め、Ｋ牧場の総必要量に加算する。


⑧ 牛乳必要量から、⑥で求めたＪ牧場の必要量(wj)、⑦で求めたＫ牧場の必要量(wk)を減


じて、Ｌ牧場の必要量(wl)として、Ｌ牧場の総必要量に加算し、⑩に移る。


⑨ 牛乳必要量をＪ牧場、Ｋ牧場、Ｌ牧場別にそれぞれの総必要量に加算する。


⑩ 製造日が変わるか、必要量ファイルが終わりになるまで、①～⑨の処理を繰り返す。


必要量計算の場合の分岐の処理


① 牧場区分がＭであれば、混合のモジュールへ


② 牧場区分がＪまたはＫまたはＬならば、単一のモジュールへ


③ ①、②以外の場合、エラーのモジュールへ


単一モジュールの処理内容


① 牧場区分がＪ、Ｋ、Ｌのいずれかを判断する。


② 牧場区分がＪの場合、Ｊの必要量を計算して、Ｊの総必要量に加算する。


③ 牧場区分がＫの場合、Ｋの必要量を計算して、Ｋの総必要量に加算する。


④ 牧場区分がＬの場合、Ｌの必要量を計算して、Ｌの総必要量に加算する。


集計モジュールの処理内容は、混合モジュール、単一モジュールで求めた製造日別の各牧場


の総必要量を集計ファイルに出力する。


設問１


、集計処理の繰返しからの脱出条件であるから、必要ファイルが終わりになるか、ａは


または製造日が変わるになる。答えは製造日が変わるで、求める答えはアとなる。


、必要量計算の分岐の条件であり、混合モジュールへの移動であるから、牧場区分ｂは


＝“Ｍ”となり、求める答えはキとなる。


牧場区分＝“Ｍ”


牧場区分＝“Ｊ”or 牧場区分＝“Ｋ”


or 牧場区分＝“Ｌ”


牧場区分Ｍの処理


牧場区分Ｊ、Ｋ、Ｌの


場合の処理


エラーの場合の処理
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、必要量計算の分岐の条件であり、単一モジュールへの移動であるから、牧場区分ｃは


＝“Ｊ”ｏｒ牧場区分＝“Ｋ”ｏｒ牧場区分＝“Ｌ”となり、求める答えはエとなる。


設問２


、Ｌ牧場の必要量の計算であり、Ｊ牧場、Ｋ牧場の端数をＬ牧場に含めるため、牛ｄは


乳の必要量から、Ｊ牧場の必要量(wj)、Ｋ牧場の必要量を減じたものになる。求める答えは


イとなる。


設問３


単一モジュールは、牧場区分Ｊ、Ｋ、Ｌによって、加算する総必要量が異なるため、牧場


区分に従って分けて処理する必要がある。求める答えはエとなる。


混合モジュールは、牧場区分Ｊ、Ｋ、Ｌのすべての必要量を順次計算する。


集計モジュールは、集計ファイルの製造日、Ｊ牧場の総必要量、Ｋ牧場の総必要量、Ｌ牧


場の総必要量の各項目の関係する内容に出力する。
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問050023解説
◆解答


設問１ イ カ


設問２ ａ イ ｂ ケ (ａ、ｂは順不同)


設問３ ｃ イ ｄ ウ


◆解説


複数ファイル処理の照合アルゴリズムに関する問題である。


、 、突合せ(マッチング)は 基本となるファイルのレコードの中の特定のデータ項目を取り出し


別のファイルのレコードの内容と合体させて、新しいレコードとする処理である。


２つのファイルの整列条件


複数ファイル処理の対象となるファイルは、両ファイルとも特定の同一項目で整列していな


ければならない。特定のデータ項目が複数存在する場合、第１キー、第２キー、…、が一致し


ていなければならない。


２つのファイルのキー項目の比較


① マスタファイルのキー項目(Ｍキー)とトランザクションファイルのキー項目(Ｔキー)の


大小関係を比較する。


② Ｍキー＝Ｔキーならば、どちらかのファイルを利用して、他方のファイルの処理を実行


する。


③ Ｍキー＜Ｔキーならば、マスタファイルに必要な処理を実行して、マスタファイルの次


のレコードを読み込む。


④ Ｍキー＞Ｔキーならば、トランザクションファイルに必要な処理を実行して、トランザ


クションファイルの次のレコードを読み込む。


処理の終了条件


２つのファイルの一方の処理が終了しても、他方のファイルの残りの処理を実行しなければ


ならない。１つのファイルの処理が終了すると、処理の終了したファイルの対象になっている


キー項目に最大のキー値を設定する。２つのファイルの対象のキー項目が共に最大値になった


とき、２つのファイル処理を終了する。


Ｔファイルに同一キーのレコードが複数個ない場合の突合せ手順


① Ｍレコード、Ｔレコード共に同じ項目のＭキー、Ｔキーで昇順に整列する。


② Ｍファイル、ＴファイルからＭレコード、Ｔレコードをそれぞれ１レコード入力する。


Ｍファイル、Ｔファイルのレコードが無くなると、Ｍキー、Ｔキーの値を最大値に設定す


る。


③ ＭキーとＴキーの値を比較する。
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④ Ｍキー＝Ｔキーならば、Ｔレコードに対応するＭレコードが存在するので、Ｍレコード


を利用してＴレコードに必要な処理を行い、そのＴレコードを出力し、次のＭレコード、


Ｔレコードを入力する。


⑤ Ｍキー＞Ｔキーならば、Ｔレコードに対応するＭレコードが存在しないため、そのＴレ


コードに対してエラー処理を行い、次のＴレコードを入力する。


⑥ Ｍキー＜Ｔキーならば、Ｔレコードに対応するＭレコードがそれ以降のＭファイル内に


、 、 。存在する可能性があるため Ｔレコードはそのままの状態で 次のＭレコードを入力する


⑦ Ｍキー、Ｔキーが共に最大値になると処理を終了し、そうでなければ③に戻る。


前処理の内容


① キャンペーン期間中のレコードを抽出する。


② １回の購入金額が３０００円以上の顧客の１レコードを抽出する。


③ 応募者ファイルとの突き合わせのため、顧客番号をキーとして昇順に整列する。


④ 中間ファイルの様式は、売上伝票ファイルの様式と同じであるから、①、②の条件を満


たすレコードが、１顧客１レコードとして抽出され、顧客番号で昇順に整列された中間フ


ァイルが作成される。


設問１


前処理の内容であり、次の３つの処理のうち、３０００円以上のレコードの抽出を除く２


つであるから


① キャンペーン期間中のレコードを抽出する。


② １回の購入金額が３０００円以上の顧客の１レコードを抽出する。


③ 応募者ファイルとの突き合わせのため、顧客番号をキーとして昇順に整列する。


①、③となり、求める答えはイ、カとなる。


設問２


複数ファイル処理の終了条件である。


複数ファイル処理の終了条件は、突き合わせる２つのファイルが共に終了するまで処理を


繰り返すが、この問題の場合には、中間ファイルまたは応募者ファイルのどちらかが終了す


れば処理を終了する。


、応募者ファイルが終わる、中間ファイルが終わるのいずれかが入ればよい。ａ、ｂは


求める答えは、ａはイ、ｂはケとなる。ただし、ａ、ｂは逆でもよい。


設問３


複数ファイル処理の２つのキーを比較して、その大小関係で分岐する処理に関する問題で


ある。


この問題では、中間ファイルのレコードの顧客番号と応募者ファイルのレコードの顧客番


号を比較して次の処理を行う。


① 両者の顧客番号が等しいとき、宛先編集する。
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② 中間ファイルの顧客番号＜応募者ファイルの顧客番号のとき、処理Ａの中間ファイル


を読む


③ 中間ファイルの顧客番号＞応募者ファイルの顧客番号のとき、処理Ｂの応募者ファイ


ルを読む


この分岐の処理をテストデータを使用して実現させる。


ｃが、４００１０２の場合、応募者ファイルの顧客番号４００１０１と比較して、応募者


ファイルの読み込みの処理Ｂが実行され、次に応募者ファイルの顧客番号４００１０３が読


み込まれ、中間ファイルの顧客番号４００１０２と比較して、中間ファイルの処理Ａが実行


され、このときに、中間ファイルのレコードとして、顧客番号４００１０３が読み込まれる


と、両方の顧客番号が一致して、宛先編集が行われる。


４００１０２で、求める答えはイとなる。ｃは


４００１０３で、求める答えはウとなる。ｄは
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問050024解説
◆解答


設問１ ａ イ ｂ ウ


設問２ ｃ オ ｄ イ


設問３ ｅ ア ｆ エ ｇ エ


◆解説


複数ファイル処理の更新、追加に関する問題である。


２つのファイルの整列条件


複数ファイル処理の対象となるファイルは、両ファイルとも特定の同一項目で整列してい


なければならない。特定のデータ項目が複数存在する場合、第１キー、第２キー、…、が一


致していなければならない。


２つのファイルのキー項目の比較


マスタファイルのキー項目(Ｍキー)とトランザクションファイルのキー項目(Ｔキー)の大


小関係を比較する。Ｍキー＝Ｔキーならば、どちらかのファイルを利用して、他方のファイ


ルの処理を実行する。Ｍキー＜Ｔキーならば、マスタファイルに必要な処理を実行して、マ


スタファイルの次のレコードを読み込む。Ｍキー＞Ｔキーならば、トランザクションファイ


ルに必要な処理を実行して、トランザクションファイルの次のレコードを読み込む。


ＭキーとＴキーが一致しない場合は、基本的にはキー値の小さいファイルを対象に処理を


行う。処理の内容はファイル処理の種類、発生条件に応じて異なる。


処理の終了条件


２つのファイルの一方の処理が終了しても、他方のファイルの残りの処理を実行しなけれ


ばならない。１つのファイルの処理が終了すると、処理の終了したファイルの対象になって


いるキー項目に最大のキー値を設定する。２つのファイルの対象のキー項目が共に最大値に


なったとき、２つのファイル処理を終了する。


更新処理


トランザクションファイル(Ｔファイル)とマスタファイル(Ｍファイル)の特定のＭキーと


Ｔキーが一致すると、Ｔレコードの特定のデータ項目を利用して、Ｍレコードの特定のデー


タ項目の更新処理を行う。トランザクションファイル、マスタファイル共に同一キー項目で


昇順に整列している。


同一Ｔキーが複数個ない場合のＭファイルの更新手順


① Ｍレコード、Ｔレコード共に同じ項目のＭキー、Ｔキーで昇順に整列する。


② Ｍファイル、ＴファイルからＭレコード、Ｔレコードをそれぞれ１レコード入力する。


Ｍファイル、Ｔファイルのレコードが無くなると、Ｍキー、Ｔキーに最大値を設定する。


③ ＭキーとＴキーの値を比較する。


④ Ｍキー＝Ｔキーならば、Ｔレコードの内容を利用してＭレコードの対応するデータ項目


の更新処理を行い、Ｍレコード、Ｔレコード共に次のレコードを入力する。
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⑤ Ｍキー＞Ｔキーならば、Ｔレコードに対応するＭレコードが存在しないため、そのＴレ


コードに対してエラー処理を行い、次のＴレコードを入力する。


⑥ Ｍキー＜Ｔキーならば、Ｔレコードに対応するＭレコードがそれ以降のＭファイル内に


存在する可能性があるため、Ｔレコードはそのままの状態で、Ｍレコードを新しいＭファ


イルに出力し、次のＭレコードを入力する。


⑦ Ｍキー、Ｔキーが共に最大値になると処理を終了し、そうでなければ③に戻る。


追加・削除処理


複数ファイル処理でトランザクションファイルの内容を利用して、マスタファイルへのレ


コードの追加を行うことができる。トランザクションファイル、マスタファイル共に同一キ


ー項目で昇順に整列している。


同一Ｔキーが複数個存在しない場合の追加・削除


① Ｍレコード、Ｔレコード共に同じ項目のＭキー、Ｔキーで昇順に整列する。


② Ｍファイル、ＴファイルからＭレコード、Ｔレコードをそれぞれ１レコード入力する。


Ｍファイル、Ｔファイルのレコードが無くなると、Ｍキー、Ｔキーに最大値を設定する。


ＴＦ ＭＦ


更新


開始


ループ


ループ


終了


≠＝


＞ ＜


ＭキーとＴキーが


共に最大値になるまで


Ｍレコードの入力


Ｔレコードの入力


Ｔレコードの入力 Ｔレコードの入力 Ｍレコードの入力


Ｍキー：Ｔキー


Ｍキー：Ｔキー


Ｔレコードで
Ｍレコードを更新


Ｍレコード


→新Ｍレコード


新Ｍレコード出力


ＭＦ


Ｍレコードの入力


Ｔレコードを


Ｍレコードに追加
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③ ＭキーとＴキーの値を比較する。


④ Ｔキー＝Ｍキーならば、ＭキーのレコードをＭファイルから削除する。削除後、Ｔファ


イルから新しいＴレコードを、Ｍファイルから新しいＭレコードを入力する。


、 、⑤ Ｍキー＞Ｔキーならば Ｔキーに対応するＭレコードがＭファイル内に存在しないため


入力したＭレコードはそのままの状態で、Ｔレコードを利用して新しいＭレコードを作成


し、Ｍファイルに追加し、Ｔファイルから新しいＴレコードを入力する。


⑥ Ｍキー＜Ｔキーならば、Ｔレコードはそのままの状態で、Ｍレコードを新しいＭファイ


ルに出力し、Ｍファイルから新しいＭレコードを入力する。


⑦ Ｍキー、Ｔキーが共に最大値になると処理を終了し、そうでなければ③に戻る。


設問１


の内容は、Ｋ ＜Ｋ またはＫ ＝Ｋ の場合で、等しい場合はマスターファイルの更新ａ Ｍ Ｔ Ｍ Ｔ


処理を行いＴ入力処理、Ｍ入力処理を行う。Ｋ ＜Ｋ の場合は、マスターファイルをそのまＭ Ｔ


ま出力してＭ入力処理を行う。従って、ａの答はＭ入力処理で、求める答はイとなる。


の内容は、Ｋ ＞Ｋ の場合で、マスターファイルの中にトランザクションファイルのｂ Ｍ Ｔ


レコードが存在しないため、トランザクションファイルのレコードでマスターファイルに追


加する処理になる。処理後はトランザクションファイルのレコードを読み込む。ｂの答はＴ


入力処理で、求める答はウとなる。


設問２


図２の条件Ｘ１は更新処理、条件３は削除、条件２は更新でも削除でもない場合である。


従って、 は(更新区分≠“Ｄ”) AND (更新区分≠“Ｕ”)となり、求める答はオとなる。ｃ


は、削除処理の場合で、削除するトランザクションファイルのレコードがマスターフｄ


ァイルに存在しない場合であり、求める答がイとなる。


設問３


会員番号で分類し、同一会員番号内は発生日時順となる。整列プログラムの第１キーは会


員番号、第２キーは発生日時であり、求める答は はア、 はエとなる。ｅ ｆ


は、トランザクションファイルは会員番号別、発生日時別に整列し、会員番号別に整ｇ


列したマスターファイルと突き合わせる。更新処理の時には、該当する項目を更新する。更


新処理が見つかった場合はトランザクションファイルを出力して、マスターファイルから該


当するレコードを削除する。その後、同じ会員番号のトランザクションファイルのレコード


が存在してもエラー処理する。更新プログラムを実行し、削除するよりは、削除する場合は


先に削除し、その後更新処理が現れるとエラー処理する処理が好ましい。従って、実行順序


は整列プログラム→レコード集約プログラム→更新プログラムの順となる。求める答はエと


なる。
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問050025解説
◆解答


設問１ エ


設問２ ａ ア


設問３ ｂ イ ｃ イ ｄ ア


◆解説


通信販売システムに関する問題である。


会員が購入の可能性が高いと判定する商品を表示するプログラムの問題である。


次の２つの機能に分けられる。


① 新規登録商品の表示機能


会員ＩＤで最近購入した商品と同一商品カテゴリの商品のうち、最新の購入日時以降


に登録された商品情報を最大１０件表示する。


② 検索した商品に関連する商品の表示機能


会員が商品を検索したとき、その商品を購入した他会員が同時に購入した商品のうち


検索した会員が未購入の商品情報を最大１０件表示する。


会員ＩＤをキーにして、購入表から最新の購入番号を抽出、


購入明細表から購入番号をキーにして、商品コードを抽出


商品コードをキーにして、商品表から商品カテゴリを抽出


商品コードが必要


商品カテゴリをキーとして、商品表から同じ商品カテゴリの


商品コードを抽出


商品カテゴリが必要


会員の最新購入日時以降に登録された商品のうち最新の商品


情報１０件を表示
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商品コード(Ａ)をキーとして、購入明細表から購入番号


(１、２、３)を抽出。購入番号をキーとして、購入表で、会


員ＩＤを比較して、異なる購入番号(２、３)を抽出


購入番号をキーとして、購入明細表から同じ購入番号の商品


コードを抽出


検索した商品コードと中間表Ｅの商品コードを比較し


て、同じ商品コードのレコードを削除


中間表Ｆの商品コードと商品表の商品コードを比較して一致


した商品コードの商品表のレコードを抽出


中間表Ｇの商品コードをキーとして、購入明細表を検索し、等しい


商品コードの購入番号を抽出。購入番号ごとに購入表を検索し、同


じ会員ＩＤのレコードを中間表Ｇから削除


商品コード(Ａ)と会員ＩＤ(Ｘ）


商品コード、購入番号、会員ＩＤ、購入日時


商品コード、購入番号、会員ＩＤ、購入日時


商品コード、購入番号、会員ＩＤ、購入日時


商品コード、商品名、商品カテゴリ、登録日時、商品価額


中間表Ｈを使用して、登録日時が新しい１０件を表示


商品コード、商品名、商品カテゴリ、登録日時、商品価額


Ａ ２、３ Ｙ、Ｚ


２、３ Ｙ、ＺＡ、Ｂ、Ｃ


Ｂ、Ｃ ２、３ Ｙ、Ｚ


Ｂ、Ｃ
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設問１


商品カテゴリの抽出は商品コードをキーにして、商品表から求める。同じ商品カテゴリの


商品コードの抽出は商品カテゴリをキーとして、商品表から行う。中間表Ａは商品コード、


中間表Ｂは商品カテゴリである。求める答はエとなる。


設問２


最新購入実績の抽出は購入表からその会員の最も新しい購入日時をもつレコードを抽出す


る。 の求める答はアとなる。ａ


設問３


中間表Ｇから読み込んだレコードの商品コードを用いて、購入明細表を検索し等しい商品


コードをもつ購入番号をすべて取り出す。購入番号ごとに購入表を検索し、ログインの時に


入力した会員ＩＤをもつレコードが一つでもあれば、商品は既に購入済みと判定し、取り除


く。


商品コードをキーにして検索できるのは、商品表、購入明細表である。ここでは、会員Ｉ


Ｄから購入済みの商品を削除する処理であるから、会員ＩＤが必要になる。会員ＩＤを知る


ためには購入明細表を検索し、それから得た購入番号を使用して、購入表から会員ＩＤを知


ることができる。従って、ｂは購入明細表、ｃは購入番号、ｄは購入表となる。求める答は


はイ、 はイ、 はアとなる。ｂ ｃ ｄ
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問050026解説
◆解答


設問１ ウ


設問２ ａ ウ ｂ ア


設問３ ｃ エ ｄ ウ


設問４ ｅ ウ ｆ ア ｇ ア


◆解説


販売構成一覧表の作成の問題である。


販売ファイルを入力ファイルとして、


集計期間を指定しレコードを抽出


集計開始日付、集計終了日付、集


計種別を利用者が指定する


指定した集計期間の販売データ照合チェックのために商品


コード順に昇順に整列


照合チェックされた販売データ


商品カテゴリ名、メーカ


コードの集計項目の選択


集計項目別に販売金額のグループ


集計を行うために昇順に整列


集計項目別の販売金額の集計結果


順位付けのため販売金額


の降順に整列


集計項目別の販売金額集計結果と


全金額を使用して構成比率を計算
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販売構成一覧表の作成手順


販売ファイルを入力ファイルとして、次の順序で処理を進める。


① 集計開始日付、集計終了日付、集計種別を指定する。


② 集計開始日付、集計終了日付を使用して、販売データを抽出する。


③ 抽出した販売レコードを商品コードをキーとして昇順に整列する。


④ 商品ファイルと突き合わせて、商品カテゴリ名、メーカコードを付加し、照合チェック


も行う。


⑤ 集計項目を決めて、集計項目別に昇順に整列する。


⑥ 集計項目別に販売数、販売金額、全レコードの販売金額を合計する。


⑦ 集計項目毎に販売金額の降順に整列し、順位をつける。


⑧ 集計項目毎の構成比率を求める。


⑨ 集計項目別の販売構成一覧表を作成する。


販売ファイルと商品ファイルを利用して、集計項目(商品カテゴリまたはメーカコード)別の


販売数 販売金額を含んだレコードを作成する(中間ファイルＢ) このファイルを集計項目(商、 。


品カテゴリまたはメーカコード)で昇順に整列し、販売金額のグループ集計および販売金額合


計を行う。更に、集計項目別に販売金額の降順に整列し順位付けを行う。


設問１


集計期間のレコードの抽出で入力する指定内容は、集計開始日付と集計終了日付である。


集計項目の選択で指定する内容は、集計項目であり、商品カテゴリ名またはメーカコード


のいずれかである。従って、答えは集計開始日付、集計終了日付、集計種別となり、求める


答えはウとなる。


設問２


整列２は集計項目別に販売金額のグループ集計を行うための整列であるから、集計項目と


なる。 の求める答えはウとなる。ａ


整列３は集計項目別に順位付けするための整列であり、合計した販売金額の降順に整列す


る処理であるから、 の求める答えはアとなる。ｂ


商品カテゴリ名 販売数 販売金額


メーカコード 販売数 販売金額


販売ファイルと商品ファイルを利


用して集計項目別ファイルを作成
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設問３


販売構成一覧表を作成する集計種別が店舗コードの場合、従来の方式とは別の中間ファイ


ルを作成し、それを店舗コード別にグループ集計し、販売金額の順序づけを行い、構成比率


を求める。


従って、集計種別が店舗であるかどうかを判定し、店舗別の場合に新たに中間ファイルＢ


の様式を店舗コード、販売数、販売金額に変換して利用する。 は集計種別＝“店舗”でｄ


あり、求める答えはウとなる。 は中間ファイルＢの様式への変換であり、求める答えはｃ


エとなる。


設問４


は、順位が１０位までのデータを表示する処理であるから、順位付けの処理で、順位ｅ


の値が１０以下のレコードだけを表示する用にすればよい。ｅの求める答えはウとなる。


は構成比率が５％以上のデータだけを表示する処理であるから、構成比率の算出の処ｆ


理にその機能を付加すればよい。ｆの求める答えはアとなる。


は第１キーは順位の昇順、第２キーは販売数の降順の整列を利用して出力する方式でｇ


あるから構成比率の算出の直前に追加することになる。ｇの求める答えはアとなる。


ｇの場合、第１キーは販売金額の降順、第２キーは販売数の降順の整列を利用して順序づ


けすることも可能であり、この場合は順位の付与の処理でも可能となる。
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問050027解説
◆解答


設問１ ａ ア ｂ オ


設問２ ｃ イ ｄ イ


設問３ ｅ イ ｆ エ


◆解説


楽曲ダウンロードシステムの設計に関する問題である。


管理に使用するファイル


① 楽曲管理ファイル：楽曲番号をキーにして管理する。


② 会員ファイル：会員番号をキーにして管理する。


③ ダウンロード実績ファイル：会員番号をキーとして管理する。


システムの処理手順


① ログイン画面の表示


② 会員番号とパスワードの入力


③ 会員ファイルの検索


④ 会員パスワードの照合


⑤ 楽曲検索画面の表示


⑥ 楽曲検索条件の入力


⑦ 楽曲管理ファイルの検索


⑧ 楽曲選択画面の表示


⑨ 楽曲の選択


⑩ 楽曲のダウンロード


⑪ 楽曲実績ファイルへの記録


ある会員の１日のダウンロード件数を調べるための処理手順


① 現在の日付を取得する。


② 現在の日付と会員番号をキーとして、ダウンロード実績ファイルを検索する。


③ ダウンロード件数を調べる。


ある会員が過去に同じ楽曲番号の曲をダウンロードした実績を調べる手順


① 会員番号と楽曲番号を取得する。


② ダウンロード実績ファイルを検索し、会員番号と楽曲番号が一致するレコード件数を調


べる。


③ 調査結果を画面に表示する。
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入会後１週間のジャンル別ダウンロード件数の調査手順


① 会員ファイルとダウンロード実績ファイルを使用する。


② 会員ファイルを使用して、入会後１週間以内の会員番号を抽出する。


③ ②で抽出した会員番号のレコードをダウンロード実績ファイルから抽出する。


④ ③で抽出したレコードから、楽曲番号を抽出し、新しいファイルを作成する。


⑤ 楽曲番号をキーにして、④で作成したファイルを昇順に整列する。


⑥ 同一の楽曲番号のレコードの件数をグループ集計し、楽曲番号とレコード件数をデータ


項目とする中間ファイルを出力する。


⑦ 楽曲管理ファイルと中間ファイルを楽曲番号で突き合わせし、中間ファイルにジャンル


の項目を付加して、楽曲番号、レコード件数、ジャンルのデータ項目からなるファイルを


作成する。


⑧ ⑦で作成したファイルをジャンルをキーにして昇順に整列する。


⑨ ジャンル別に楽曲件数、レコード件数(ダウンロード件数)をグループ集計する。


⑩ ジャンル別ダウンロード件数表を表示する。表示項目はジャンル、ダウンロード件数、


楽曲数となる。


上記の手順の内、②～④は処理１、⑤が処理２、⑥が処理３、⑦が処理４、⑧が処理５、⑨


が処理６、⑩が処理７となる。


設問１


は、検索の処理対象がダウンロード実績ファイルであり、ダウンロードを要求していａ


、 。る会員が同じ日にダウンロードした曲数を求めるため 現在の日付と会員番号が必要となる


求める答えはアとなる。


は、ダウンロード件数を調べるモジュールの位置が問題になっている。ダウンロードｂ


の要求が発生するのは曲選択画面で選曲した後であり、楽曲のダウンロードの前でなければ


ならない。従って、システムのモジュール構造図から楽曲のダウンロードモジュールの直前


になる。求める答えはオとなる。


モジュールの処理順序


①


② ③ ④


⑤ ⑥ ⑦ ⑧
⑨


⑩


⑪
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設問２


は、ある会員が選択した楽曲番号が過去にダウンロードしたかどうかを調べる仕組みｃ


の問題である。調べるには、ダウンロード実績ファイルを使用して、会員番号と楽曲番号を


キーにして該当するレコード件数を調べればよいことになる。求める答えはイとなる。


は、調査結果のレコード件数の内容である。過去にダウンロードした実績がない場合ｄ


は０県であり、複数回ダウンロードした場合はその回数が求められる。答えは０件以上とな


り、求める答えはイとなる。


設問３


は、楽曲番号の属するジャンルを選別する処理であり、楽曲管理ファイルと中間ファｅ


イルを楽曲番号をキーとして突き合わせ処理を行う。答えは楽曲管理ファイルで、求める答


えはイとなる。


は、ジャンル別のダウンロード件数、楽曲数を集計するための整列であり、キーはジｆ


ャンルとなる。求める答えはエとなる。
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問050001問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで、設問１、２に答えよ。


ある工場では、生産管理システムの一部を再構築することになり、製品を構成する部品の払出


し管理のプログラムを、新たに作成することになった。このプログラムに必要な機能及び入出力


ファイルに関する条件は、次のとおりである。


(１) 所要量ファイルは、複数種類の製品で使われる同一部品をまとめるために、部品コード、


製品コードをキーとして昇順に整列されている。


(２) 所要量ファイルは、順次アクセスで読む。


(３) 在庫ファイルは、所要量ファイルの部品コードをキーとして読む。


(４) 所要量ファイルから、必要数を得る。在庫ファイルから、部品ごとの在庫数の初期値を得


る。必要数、在庫数から払出し数、不足数、払出し後の在庫数を計算する。所要量ファイル


の部品コードが変わるまで、順次、払出し後の在庫数を用いて、これらの計算を繰り返す。


(５) 所要量ファイル１レコードに対し、(４)で計算した各値を用いて１レコードを編集し、払


出しファイルに書く。


(６) 在庫不足の場合は、部品ごとに不足数累計を計算し、その部品の発注単位に従って発注数


を決定し、発注ファイルに書く。


(７) 在庫から払出された部品に対しては、部品ごとに１レコードを編集し、在庫更新ファイル


に書く。


(８) 所要量ファイルの必要数の値は１以上、在庫ファイルの在庫数の値は０以上である。


(９) 各ファイルの様式と入出力関連図は図１に、モジュール構造図を図２に示す。


図１ 各ファイルの様式と入出力関連図


所要量ファイルの様式 在庫ファイル及び在庫更新ファイルの様式


部品コード 製品コード 必要数 部品コード 在庫数 発注単位


払出しファイルの様式 発注ファイルの様式


部品コード 製品コード 払出し数 不足数 部品コード 発注数


入出力関連図


所要量ファイル 在庫ファイル


払出し管理


払出しファイル 発注ファイル 在庫更新ファイル
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図２ モジュール構造図


図３ 払出し管理及び主処理モジュールの流れ図


払出し管理


初期処理 終了処理主処理


前処理 払出し処理 発注処理 在庫更新処理


１ ２ ３


４ ５ ６ ７


第１階層


第２階層


払出し管理


初期処理


主処理ループ


所要量ファイルの終わり


主処理


主処理ループ


終了処理


終 了


主処理


前処理


払出しループ
所要量ファイルの終わり


又は ａ


終 了


払出し処理


払出しループ


ｂ


発注処理


在庫更新処理


＞


≦
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図３は、払出し管理及び主処理モジュールの流れ図である。ここで、所要量ファイル設問１


の初回の読込は、初期処理で行うものとする。


図中の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。


ａに関する解答群


ア 繰返し回数＜必要数 イ 在庫数≦０


ウ 製品コードが変わる エ 不足数累計＞０


オ 部品コードが変わる


ｂに関する解答群


ア 発注単位：在庫数 イ 必要数：在庫数


ウ 不足数累計：０ エ 不足数累計：在庫数


オ 不足数累計：必要数


次の表１と図４は、それぞれ第２階層の各モジュール間インタフェース及び各モジュ設問２


ールの流れ図である。ここで、表中の連結線番号は、図２中の数字に対応している。新在


庫数、不足数累計は作業領域である。


これらの表及び図中の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。


ｃに関する解答群


ア 在庫数 イ 新在庫数 ウ 製品コード


エ 発注単位 オ 必要数


ｄに関する解答群


ア ０→必要数


イ 必要数＋不足数→必要数


ウ 不足数累計＋必要数→不足数累計


エ 不足数累計＋不足数→不足数累計


オ 不足数→不足数累計


ｅに関する解答群


ア 在庫ファイルを読む イ 新在庫数→在庫数


ウ 所要量ファイルを読む エ 発注ファイルを読む


オ 不足数累計→発注数
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表１ 第２階層のモジュール間インタフェース


連結線番号 上位モジュールからの入力 上位モジュールへの出力


４ 部品コード 発注単位、新在庫数、不足数累計


、 、 、 、 、 、５ 部品コード 製品コード 必要数 新在庫数 不足数累計 部品コード


新在庫数、不足数累計 製品コード、必要数


６ 部品コード、不足数累計、 (なし)


ｃ


７ 部品コード、新在庫数、発注単位 (なし)


図４ 第２階層の各モジュールの流れ図


終 了


払出し処理


終 了


終 了


終 了


前処理


在庫ファイルを読む


在庫数→新在庫数


０→不足数累計


必要数：新在庫数
＞


≦


必要数→払出し数


０→不足数


新在庫数－必要数


→新在庫数


新在庫数→払出し数


必要数－新在庫数


→不足数


０→新在庫数


ｄ


払出しファイルに書く


ｅ


発注処理


発注数の計算


発注レコードの編集


発注ファイルに書く


在庫更新処理


在庫更新レコードの編集


在庫更新ファイルに書く
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問050002問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで、設問１、２に答えよ。


ある会社に勤めるＡ君は、補助記憶装置に格納されている２種類のデータの相関係数及び回帰


直線の式を算出するプログラムについて、処理の概要を次のように設計した。


〔前提条件〕


(１) ２種類のデータは、二つのファイルにそれぞれ格納されているものとする。


(２) ファイル名は任意でよいが、データは同数でなければならない。


(３) 扱いうる最大のデータ数をそれぞれ100に限定した配列を使う。


〔処理〕


(１) 補助記憶装置に格納されている２種類のデータを主記憶に読み込む。


(２) 相関係数と回帰直線を算出する。


、 、(３) 画面上にグラフとして各データ点をプロットし (２)で算出した回帰直線を描くとともに


相関係数を表示する(図１参照)。
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処理(１)については、補助記憶装置にあるファイル名をこのプログラムが対話形式で取り込め


るようにしたい。


処理(２)については、次に示す方法で求める。


、 、 、 、 、相関係数とは二つのデータ群の関係がどの程度強いかを数値で表すもので ｘ ｘ ｘ …l 2 3


ｘとｙ、ｙ、ｙ、…、ｙとの相関係数ｒは次式で与えられる。n l 2 3 n


右辺の諸量は次の式で表される。


ここで、ｘ及びｙはそれぞれのデータ群の平均値であり、


で求められる。


一方、二つのデータ群の関係を一つの式で表そうとする方法が回帰分析であり、最小２乗法に


よって、１次式(直線)でこの傾向を代表するのが、回帰直線である。求めるべき回帰直線を


ｙ ＝ ａｘ ＋ ｂ


とすると、上の諸量をもとにａ、ｂは、


で求められる。


以上のことから、この部分では二つのデータ群のそれぞれの平均値を求めるモジュールが部品


として利用できる。


処理(３)の画面表示については、次のように分解できる。


① 相関係数の表示


② ｘ軸，ｙ軸と各軸のタイトル・目盛りの表示


③ 各データの座標点のプロット


④ 回帰直線の表示


この部分では、軸の表示、データ点のプロットのために、各データ群の最大値を必要とするの


で、最大値を探索するモジュールが部品として利用できる。
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Ａ君はこの設計から、図２のモジュール構造図を作成した。図２中の に入設問１


れる正しい答えを、解答群の中から選べ。


解答群


ア 最小２乗法モジュール イ 最大値探索モジュール


ウ 座標点・直線描画モジュール エ 軸・目盛り表示モジュール


オ 相関係数・回帰直線計算モジュール カ 相関係数・グラフ表示モジュール


キ 標準偏差算出モジュール ク ファイル読込みモジュール


ケ 平均値算出モジュール コ Ｓ 、Ｓ 、Ｓ 計算モジュールxx yy xy


図２のモジュール構造図で、メインモジュールと ａ モジュールの間のモジュ設問２


ール間インタフェースとして、どの項目があればよいか、解答群の中から三つ選べ。


解答群


ア 回帰直線の係数ａ イ 回帰直線の係数ｂ ウ 原点座標


エ 軸の長さ オ 相関係数ｒ カ データ個数


キ データ最大値 ク データ値 ケ ファイル個数


コ ファイル名
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問050003問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで、設問１～３に答えよ。


Ｎ社では、製品在庫管理のオンラインシステムを新たに作成することになり、Ｃ君は、このう


ちの出荷照会回答モジュールの作成を担当することになった。


このシステムの必要機能、構造及び入出力は、次のとおりである。


(１) 各モジュール及び各ファイルとの入出力関係の概念図は、図１のとおりである。


(２) 在庫ファイル及び入庫予定ファイルは、１製品コードに対し１レコード存在する。各ファ


イルのレコード様式は、図２のとおりである。


(３) モジュール間インタフェースは、表１のとおりである。


、 、(４) 在庫ファイルを読み 希望数以上の未引当て在庫数(在庫数－引当て済み在庫数)があれば


ステータスを“Ｓ１”とし、メッセージＡ、Ｂを空白とする。


(５) 在庫ファイルの未引当て在庫数が希望数より少ない場合、入庫予定ファイルを読み、次の


処理を行う。


① 出荷希望日当日までに在庫不足数(希望数－未引当て在庫数)以上の未引当て入庫予定数


(入庫予定数－引当て済み入庫予定数)がある場合、ステータスを“Ｓ１”とし、メッセージ


Ａには、入庫予定から引き当てる数(ここでは在庫不足数)を転記し、メッセージＢには、入


庫予定日を転記する。


② 在庫不足数(希望数－未引当て在庫数)以上の未引当て入庫予定数はあるが、入庫予定日が


出荷希望日より後の場合、ステータスを“Ｓ２”とし、メッセージＡには、入庫予定から引


き当てる数(ここでは在庫不足数)を転記し、メッセージＢには、入庫予定日を転記する。


③ 在庫不足数(希望数－未引当て在庫数)以上の未引当て入庫予定数がない場合、ステータス


を“Ｓ３”とし、メッセージＡには、入庫予定から引き当てることができる数(ここでは未


引当て入庫予定数)を転記し、メッセージＢには、入庫予定日を転記する。
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表1の中の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。設問１


解答群


ア 希望数 イ 出荷希望日 ウ ステータス


エ 入庫予定日 オ メッセージＡ カ メッセージＢ


Ｃ君は、出荷照会回答モジュールの処理と条件との関連が複雑な部分に関し、表２の設問２


決定表(デシジョンテーブル)を作成することにした。表２の中の に入れる正し


い答えを、解答群の中から選べ。


ａに関する解答群


ア ステータスを空白にする


イ メッセージＡに出荷希望日を転記する


ウ メッセージＡに未引当て在庫数を転記する


エ メッセージＢに入庫予定日を転記する


オ メッセージＢに未引当て在庫数を転記する







- 3 -


ｂに関する解答群
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Ｃ君は、必要な機能の記述と表２をもとに、図３の出荷照会回答モジュールの流れ図設問３


を作成した。図３の中の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。


ｃ、ｄに関する解答群


ア 希望数：在庫不足数 イ 出荷希望日：入庫予定日


ウ 未引当て在庫数：希望数 エ 未引当て在庫数：在庫不足数


オ 未引当て入庫予定数：希望数 カ 未引当て入庫予定数：在庫不足数


ｅに関する解答群


ア “Ｓ１”→ステータス イ “Ｓ２”→ステータス


ウ “Ｓ３”→ステータス エ 在庫不足数→メッセージＡ


オ 入庫予定日→メッセージＢ カ 未引当て入庫予定数→メッセージＢ
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問050004問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで、設問１～３に答えよ。


ある通信販売の会社では、販売拡大キャンペーン期間中に商品を購入した顧客の購入状況に応


じて、催し物招待券と賞品抽選券を郵送することになった。このために、売上伝票ファイルから


、 。招待券と抽選券を送る顧客を選び 宛先ファイルを出力するプログラムを作成することになった


このプログラムに関する条件は、次のとおりである。


(１) この会社では、１度でも購入したことのある顧客に対し、顧客番号を発行し、顧客マスタ


ファイルに登録する。


(２) 期間中に商品コードA01001～A02000 又はB12001～B12500の商品を購入した顧客に対し、


商品１個につき賞品抽選券を１枚送付する。


(３) 期間中の購入金額の合計が５万円以上の顧客に、催し物招待券を１枚送付する。


(４) １顧客に対し１件の宛先ファイルレコードを作成する。


(５) 売上伝票ファイル、顧客マスタファイル、宛先ファイルの様式を図１に示す。


(６) 売上伝票ファイルは、顧客番号をキーとして、昇順に整列されている。


(７) このプログラムの入出力関連図を図２に示す。


(８) このプログラムのモジュール構造図を図３に示す。


(９) 主なモジュールの実行条件と処理を表に示す。







- 2 -







- 3 -


表の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。設問1


ａに関する解答群


ア ０→購入金額合計 イ ０→購入数量 ウ 空白→顧客番号


エ 空白→顧客氏名 オ 空白→顧客住所


ｂ、ｃに関する解答群


ア 宛先ファイルが終わる イ 売上伝票ファイルが終わる


ウ 購入数量が変わる エ 購入日付が変わる


オ 顧客氏名が変わる カ 顧客住所が変わる


キ 顧客番号が変わる ク 顧客マスタファイルが終わる


ケ 商品コードが変わる


ｄに関する解答群


ア 購入金額合計≧50000


イ 顧客番号≠空白


ウ 招待券枚数＞0


エ 招待券枚数＞0 かつ 抽選券枚数＝l


オ 招待券枚数＞0 又は 抽選券枚数＝1


カ 招待券枚数＝1 かつ 抽選券枚数＞0


キ 招待券枚数＝1 又は 抽選券枚数＞0


ク 抽選券枚数＝1


抽選券発送の条件に対する限界値をテストするための、商品コードの値の組として適設問２


切なものを、解答群の中から選べ。


解答群


ア {A00501、A01501、A07001、B06001、B12251、B52501}


イ {A00501、A01501、B07001、B12251、B17501}


ウ {A01000、A01001、A02000、A02001、B12000、B12001、B12500、B12501}


エ {A01000、A02001、B12001、B12501}


オ {A01501、A02500、A02501、B12500、B12501、B12500、B12501}


カ {A01501、B00001、B12501}


キ {A01501、B12251}


ク {B01501}
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図４に示す顧客処理に対するホワイトボックステストにおいて、条件の判定結果(真設問３


及び偽)を網羅し、かつすべての経路を少なくとも１回は通るようにしたい。


このための必要最小限のデータ件数を、解答群の中から選べ。


解答群


ア １ イ ２ ウ ３ エ ４


オ ５ カ ６ キ ７ ク ８
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問050005問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで、設問１、２に答えよ。


Ｅ君は、パソコンを使った販売出荷システムについて、次のような処理を考えた。


〔処理の概要〕


(１) 販売係は、図１に示す販売データ入力画面を使って、販売データを入力する。


(２) 販売データは、システムが一意に自動採番した販売番号の順番に、販売ファイルに格納さ


れる。


(３) １日の終わりに、販売ファイル、商品マスタファイル及び得意先マスタファイルから納品


伝票ファイルを作り、図２に示す納品伝票を出力する。


(４) 倉庫係は、納品伝票に従って商品をそろえる。


(５) 配送係は、倉庫係がそろえた商品を納品伝票に従って納品し、販売ファイルの対応する販


売データに納品フラグを設定する。
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各ファイルのレコード様式を図３に示す。


次の記述中の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。設問１


Ｅ君の考えた処理の概要には、販売ファイルの納品フラグの設定に必要な情報 ａ が､


ｂ から抜けている。


ａに関する解答群


ア 金額 イ 合計金額 ウ 住所


エ 商品コード オ 商品名 カ 数量


キ 単価 ク 得意先コード ケ 得意先名


コ 販売番号


ｂに関する解答群


ア 商品マスタファイル イ 得意先マスタファイル


ウ 納品伝票 エ 納品伝票ファイル


オ 販売データ入力画面 カ 販売ファイル
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商品は、倉庫内で荷棚に分類されている。荷棚には、商品コ-ドと商品名が記入された設問２


ラベルが貼ってあり、商品は商品コードの順番に並んでいる。


倉庫係の荷ぞろえの作業を考えた場合、納品伝票単位に荷棚から商品をそろえる方法で


は、移動負荷が大きい。そのため、商品の荷棚の順番に納品する数量を取り出し、倉庫の


中を移動する回数を削減することを考えた。


そこで、Ｅ君は倉庫に送る納品伝票ファイルをもとに、倉庫側のパソコンを使って、図


４に示すモジュール構造のプログラムで出庫指示書を作成することにした。出庫指示書の


印刷モジュールでは、最小限必要なデータ項目を整列して、出庫指示書を編集出力する。


次の記述中の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。


(１) 倉庫係の荷ぞろえだけを考えた場合、主処理モジュールと出庫指示書の印刷モジュールの


間で、モジュール間インタフェースのデータ項目として、少なくとも ｃ が必要であ


る。


(２) 整列モジュールの整列キーは、 ｄ である。


ｃに関する解答群


ア 商品コード


イ 商品コード、商品名


ウ 商品コード、商品名、数量


エ 商品コード、数量


オ 商品コード、数量、得意先コード


カ 商品コード、数量、得意先コード、販売番号


キ 商品コード、数量、得意先名、販売番号


ク 商品コード、数量、販売番号


ｄに関する解答群


ア 金額 イ 合計金額 ウ 住所


エ 商品コード オ 商品名 カ 数量


キ 単価 ク 得意先コード ケ 得意先名


コ 販売番号
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問050006問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで、設問１～３に答えよ。


図面検索プログラムを作成する。図面には、製品を表す全体図があり、更にその製品を構成す


るユニットを表すユニット図、その下位のユニット図、…と続き、最下位には個々の部品を表す


部品図がある(図１)。検索は図面番号をキーとし、その下位の図面の情報を得る(図２、図３)。


検索に用いるデータベースは、図面マスタファイル(図４)と図面構成マスタフフイル(図５、


図６)である プログラムは サブルーチンGETM及びGETNS(表１)と 内部の表 結果格納表 (表。 、 、 “ ”


２)及びスタックを用いる。


(１) 処理の条件


① 個々の部品図やユニット図は、複数の製品に共通して用いられることもある。


② 検索結果には、レベルが表示される。レベルは、キーとして指定された図面を０とし、階


層が下がるごとに１ずつ増える。


③ 図面番号は、３けたの数字で表され、最小値は００１である。


(２) 図面マスタフフイルの説明


① 図面固有の情報をもつ。
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(３) 図面構成マスタファイルの説明


① 図面番号と、下位の図面を表す子図面番号を項目としてもつ。


② 図面番号を第1キー、子図面番号を第２キーとして昇順に整列されている。







- 3 -


ここで、スタックへの格納はサブルーチンPUSH、取出しはサブルーチンPOPで行う。


PUSHは、PUSH(DATA１、DATA２)の形式で呼び出し、(DATA１、DATA２)の組をスタックに積む。


、 、 ， 。POPは POP(DATA１ DATA２)の形式で呼び出し,(DATA１ DATA２)の組をスタックから取り出す


図面検索プログラムを、図７に示すモジュールに分割した。表３のモジュール間イン設問１


タフェースの に当てはまる正しい答えを＜解答群の中から選べ。


解答群


ア 子図面番号 イ 図面承認日 ウ 図面番号


エ 図面名称 オ レベル


図面検索モジュ一ルの流れ図の中の に入れる正しい答えを、解答群の中か設問２


ら選べ。


cに関する解答群


ア KEY2 イ LEVEL ウ LEVEL－1


エ LEVEL＋1 オ RET1 カ RET2


dに関する解答群


ア GETM(KEY1、RDAT1、RDAT2) イ GETM(KEY1、RDAT1、RDAT2)


ウ GETNS(KEY1，KEY2、RET1，RET2) エ POP(KEY1、KEY2)


オ PUSH(KEY1，KEY2)
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次の記述は、図面検索プログラムを利用して、部品図の図面番号をキーとして与え,そ設問３


の部品図の上位のユニット図や全体図を知るための修正方法を述べたものである。記述中


の に入れる正しい答えを、解答群の中から選べ。


図面構成マスタファイルの図面番号と子図面番号を取り換えたファイルに対し、 し


たものを新たに図面構成マスタファイルとして用いる。


解答群


ア 子図面番号を第１キー、図面番号を第２キーとして昇順に整列


イ 最後のレコードの直後に、レコード(999、999)を付加


ウ 図面番号を第１キー、子図面番号を第２キーとして昇順に整列


エ 先頭のレコードの直前に、レコード(001、001)を付加
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問050007問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１～４に答えよ。


データを送るとき，伝送路上での内容秘匿のために，データを暗号化して送る方法がある。


ここでは，データから暗号化ファイルを作成するプログラムについて考える。


〔暗号化，復号及び鍵の説明〕


送り手と受け手が了解して決められた関数とその逆関数及びそれぞれに与える鍵と呼ばれるパ


ラメタを用い，データを変換する。送り手側の処理を暗号化，受け手側での処理を復号という。


〔共通鍵暗号方式の説明〕


次のように暗号化と複号に同一の鍵を用いる方式である。この鍵を“共通鍵”と呼び，送り手


と受け手が共有する。


この方式を使うと暗号化及び復号の処理を比較的高速に行えるので，このプログラムでは，通


信文の暗号化に用いる。


〔非対称鍵暗号方式(公開鍵暗号方式)の説明〕


公開鍵と秘密鍵の一対の鍵を用いる方式である。ここでは，公開鍵で暗号化されたデータは対


応する秘密鍵でしか復号できず，秘密鍵で暗号化されたデータは対応する公開鍵でしか復号でき


ないものとする。


秘密鍵は，作成した本人だけが所有する。公開鍵は公開しているので，だれでも入手が可能で


あり，改めて相互に受け渡す必要はない。


このプログラムでは，非対称鍵暗号方式を次のように用いる。


(１) 受け手の公開鍵を用いて通信文の暗号化に用いた共通鍵を暗号化する。これによって，共


通鍵を受け手に安全に渡すことができる。


(２) 送り手の秘密鍵を用いて送り手の名前などを暗号化する。受け手がこれを送り手の公開鍵


で復号し，送り手の名前などが正しく復号できれば，送り手の正当性が確認できる。
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〔暗号化ファイルとモジュールの説明〕


暗号化ファイルの作成には，暗号化関連のセグメント(サブルーチン)を利用する。暗号化ファ


イルの構成要素と各セグメントとの関係は，図１に示すとおりである。


図１の に入れる正しし塔えを，解答群の中から選べ。設問１


解答群


ア 受け手の公開鍵 イ 受け手の秘密鍵


ウ 送り手の公開鍵 エ 送り手の秘密鍵


オ 共通鍵 カ 初期値


図２は，プログラムの構造図である。図中のモジュールのうち “非対称鍵による暗号設問２ ，


化”のセグメントを呼び出す必要があるモジュールを，解答群の中から二つ選べ。


解答群


ア 送り手の名前などの暗号化 イ 共通鍵の暗号化


ウ 共通鍵の生成 エ 公開鍵の読込み


オ 通信文の暗号化 カ 秘密鍵の読込み
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図２中の“共通鍵の暗号化”以外のモジュールで，上位のモジュールからの入力とし設問３


て “共通鍵"が必要なモジュールを，解答群の中から選べ。，


解答群


ア 送り手の名前などの暗号化 イ 共通鍵の生成


ウ 終了部の作成 エ 通信文の暗号化


オ 表題部の作成


図３は，図２の最下位のモジュールの実行の順番を表している。この図を完成したと設問４


き， に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。ここで，暗号化ファイルへ


の各項目の書込みは，図２の“各部の作成"で行われる。また，各項目は，作成後すぐに


ファイルへ書き込み，主記憶に保持しないものとする。


解答群


ア 送り手の名前などの暗号化 イ 共通鍵の生成


ウ 公開鍵の読込み エ 通信文の暗号化


オ 表題部の作成
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問050008問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。


出張する社員のために契約ビジネスホテルの検索システムを設計する。


端末から入力される宿泊都市名と希望宿泊料金から，条件に合うホテルを検索し，最大１５件


まで端末に表示する。


このシステムの構成は図１のとおりで，主プログラムと三つの副プログラムからなる。


(１) 図２に示す変数は，各副プログラムに共通な変数である。


， 。Ｈ(ｋ)でｋ番目のホテル情報全体を Ｈ(ｋ).CHARGE でｋ番目のホテルの宿泊料金を示す


(２) 各副プログラムの処理内容は，次のとおりである。


入力：端末から入力される宿泊都市名と希望宿泊料金を受け取り，それぞれを変数CITYと


REQUESTに格納する。


検索：ホテルデータベースを検索し，CITYと同じ都市にあるホテル軒数を変数Ｎに格納し，


， ， ， 。各ホテルの情報を宿泊料金の降順に整列してＨ(１) Ｈ(２) … Ｈ(Ｎ)に格納する


表示：ホテルの情報を最大１５件まで１画面に表示する。


① Ｎ＝０のとき： この都市の情報なし”と表示する。“


② Ｎ＞０のとき：希望宿泊料金以下の宿泊料金のホテル情報を宿泊料金の降順に表


示する。希望宿泊料金以下の宿泊料金のホテル情報がなければ “希望金額以下の，


情報なし”と表示する。


表示の例を図３に，表示副プログラムの処理の流れ図を図４に示す。







- 2 -







- 3 -


図４の流れ図中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


解答群


ア top ＝ IDX イ top ＝ IDX 又は top ＝ Ｎ


ウ top ＝ IDX 又は top ＞ Ｎ エ top ＝ Ｎ


オ top ＞ Ｎ


次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問２


， 。(１) 検索副プログラムで各ホテルの情報を整列して格納しているのは ａ ためである


(２) 検索副プログラムでホテル情報を整列しないで格納すると，表示副プログラムで表示する


ホテル候補一覧画面には、 ｂ 。


ａに関する解答群


ア 検索副プログラムでホテルデータベースを検索するときに，希望宿泊料金で検索できるよ


うにする


イ 検索副プログラムでホテルデータベースを検索するときに，宿泊都市名で検索できるよう


にする


ウ 表示副プログラムで画面を表示するときに，宿泊料金の高いホテル情報から順番に表示す


る


エ 表示副プログラムで表示対象ホテル情報を選択するときに，２分探索ができるようにする


ｂに関する解答群


ア “希望金額以下の情報なし”と表示される


イ 希望宿泊料金に近い宿泊料金のホテル情報が格納順に最大１５件表示される


ウ 最初の１件を除き，条件を満たしているかどうかわからないホテル情報が表示される


エ 宿泊料金の最も安いホテル情報から格納順に表示される


表示副プログラムの処理内容の②を次のとおりに変更する。設問３


② Ｎ＞０のとき：希望宿泊料金を超えるホテルを含めて希望宿泊料金に近い宿泊料金のホ


テル情報を，宿泊料金の降順に表示する。


図４中の の部分を図５の流れ図と入れ替えると，仕様変更に対応できる。


なお，流れ図中の|ｘ|はｘの絶対値を，min(x,y)はｘとｙの小さい方の値を，max(x,y)はｘと


ｙの大きい方の値を表す。
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次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


， 。変更後のプログラムの動作を確認するために (１)～(３)のデータを使用してテストを行った


その結果，画面に表示されるホテルの範囲は，(１)が ｃ ，(２)が ｄ ，(３)


が ｅ となる。


解答群


ア Ｈ(１)～ Ｈ(10) イ Ｈ(１)～ Ｈ(15) ウ Ｈ(２)～ Ｈ(10)


エ Ｈ(２)～ Ｈ(16) オ Ｈ(３)～ Ｈ(10) カ Ｈ(３)～ Ｈ(17)


キ Ｈ(４)～ Ｈ(10) ク Ｈ(４)～ Ｈ(18) ケ Ｈ(５)～ Ｈ(19)


コ Ｈ(６)～ Ｈ(20)
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問050009問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。


企業間取引における支払は，一般に現金及び手形で行われる。Ａ社の場合は，現金，３か月手


形及び４か月手形の３種類に分割して支払われ，分割方法は，支払明細ごとに決められる。


Ａ社では，この処理を行う支払分割プログラムを作成することになった。


〔支払明細ファイルの説明〕


(１) ファイルのレコード様式は，次のとおりである。


支払先コード 金額 区分


(２) レコードは “支払先コード”の昇順に整列されている。，


“ ” “ ” 。(３) 支払う 金額 (正の整数値)と支払いの分割方法を指定する 区分 とが格納されている


プログラムは “区分”の値(“Ｆ “０ “３”又は“４”)に対応して処理を行う。， ”， ”，


〔分割割合ファイルの説明〕


(１) ファイルのレコード様式は，次のとおりである。


支払先コード 現金の割合 ３か月手形の割合 ４か月手形の割合


(２) “支払先コード”をキーとする索引ファイルである。


(３) 支払先ごとの現金，３か月手形及び４か月手形への分割割合が，合計で１００％となるよ


うに，百分率(０～１００の整数値)で格納されている。


〔支払ファイルの説明〕


(１) ファイルのレコード様式は，次のとおりである。


支払先コード 現金の金額 ３か月手形の金額 ４か月手形の金額


(２) 支払先ごとに現金，３か月手形及び４か月手形のそれぞれの金額を集計して格納する。


〔プログラムの説明〕


(１) 支払明細ファイルを読み，次の条件に従って支払金額を分割する。


① 支払明細ファイルのレコードの区分が“Ｆ”のときは “通常分割”として処理する。こ，


のときは，分割割合ファイルから分割割合を得て，現金，３か月手形及び４か月手形のそれ


ぞれの金額を計算する。３か月手形及び４か月手形の場合は，小数点以下切捨てとし，支払


明細ファイルの金額との差額は，現金の額で補正する。


② 支払明細ファイルのレコードの区分が “０ “３”及び“４”のときは “特別分割”， ”， ，
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として処理する “０”のときは支払明細ファイルの金額の全額を現金とし “３”のとき。 ，


は全額を３か月手形とし “４”のときは全額を４か月手形とする。，


③ 支払明細ファイルのレコードの区分が “Ｆ “０ “３”及び“４”以外のときは，エ， ”， ”，


ラーである。このときは，支払明細ファイルの内容をエラーファイルに出力する。


(２) エラーとなった明細を除き，支払先ごとに現金の金額，３か月手形の金額及び４か月手形


の金額のそれぞれを集計し，支払ファイルに出力する。


(３) 入出力関連図を図１に，モジュール構造図を図２に示す。


図２の第３階層及び第４階層の最下位のモジュールのうち “区分”が入力として必要設問１ ，


なものを，解答群の中から選べ。


解答群


ア 集計処理 イ 通常分割 ウ 特別分割


エ 分割初期化 オ 明細エラー
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， 。 ，設問２ 図３は 主処理と明細分割の流れ図である 図中の に入れる正しい答えを


解答群の中から選べ。


ａに関する解答群


ア 支払明細ファイルの終わり


イ 支払明細ファイルの金額＞０，又は支払明細ファイルの終わり


ウ 支払明細ファイルの金額≦０


エ 支払明細ファイルの金額＝０，又は支払明細ファイルの支払先コードが変わる


オ 支払明細ファイルの金額＝０，かつ支払明細ファイルの支払先コードが変わる


カ 支払明細ファイルの金額の累計≦０，かつ支払明細ファイルの区分が変わる


キ 支払明細ファイルの金額の累計≦０，又は支払明細ファイルの終わり


ク 支払明細ファイルの区分が変わる，又は支払明細ファイルの終わり


ケ 支払明細ファイルの支払先コードが変わる，又は支払明細ファイルの終わり


コ 支払明細ファイルの支払先コードが変わる，又は支払明細ファイルの区分が変わる


ｂ，ｃに関する解答群


ア (区分≠“０”) or (区分≠“３”) or (区分≠“４”)


イ (区分≠“Ｆ”) or ((区分≠“０”) and (区分≠“３”) and (区分≠“４”))


ウ (区分≠“Ｆ”) or (区分≠“０”) or (区分≠“３”) or (区分≠“４”)


エ (区分＝“０”) or (区分＝“３”) or (区分＝“４”)


オ (区分＝“Ｆ”) or ((区分≠“０”) and (区分≠“３”) and (区分≠“４”))


カ (区分＝“Ｆ”) or (区分＝“０”) or (区分＝“３”) or (区分＝“４”)


キ not ((区分≠“０”) or (区分≠“３”) or (区分≠“４”))


ク not ((区分＝“０”) or (区分＝“３”) or (区分＝“４”))


ケ 区分≠“Ｆ”


コ 区分＝“Ｆ”
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図４は，通常分割の流れ図である。図中の に入れる正しい答えを，解答群設問３


の中から選べ。


〔通常分割の流れ図の説明〕


“金額”は，支払明細ファイルの値である “３か月手形の割合 “４か月手形の割合”は，。 ”，


分割割合ファイルの値である。除算の計算結果は，小数点以下を切り捨てる。


解答群


ア 金額－ｗ３


イ 金額－ｗ３－ｗ４


ウ 金額－ｗ４


エ 金額×(１００－３か月手形の割合－４か月手形の割合)÷１００


オ 金額×現金の割合÷１００
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問050010問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１，２に答えよ。


Ｎ社では，オンラインリアルタイムでトランザクション処理を行う業務Ｘプログラムの開発を


行っている。業務Ｘプログラムにかかわるシステム構成は，図１のとおりである。


〔トランザクション処理の流れの説明〕


(１) 端末からのメッセージを，通信制御プログラムを介して，オンライン制御プログラムが受


信する。


(２) オンライン制御プログラムは，受信したメッセージを解析し，要求されている処理に必要


な業務プログラムを起動する。


(３) 当該業務プログラムは，データベースとの入出力が必要な場合，データベース管理プログ


ラムを介して，必要なデータの格納場所を探し，読込み・書出し処理を行う。


(４) 当該業務プログラムでの処理が終了すると，オンライン制御プログラムは，業務プログラ


ムからの応答メッセージを，通信制御プログラムを介して，端末へ送信する。


業務Ｘプログラムにかかわるデータベースとファイルには，次のものがある。


(１) データベース


① 顧客属性データベース


② 顧客元帳データベース


③ 特別顧客データベース


(２) ログファイル


顧客属性データベースのデータディレクトリは，デー夕べース管理プログラムが主記憶に常


駐させている。顧客元帳データベースと特別顧客データベースのレコードを読み込む前に，デ


ータディレクトリを読み込むためにディスクから１回の入力を必要とする。ログファイルは順


ファイルであり，トランザクションごとにディスクに対して１回の出力を必要とする。
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〔業務Ｘプログラムの概要〕


(１) メッセージに含まれる顧客コードをキーにして，顧客属性データベースを読む。


(２) 当該顧客のレコードが顧客属性データベースに存在しない場合，エラーメッセージを作成


し，終了する。


(３) 当該顧客のレコードが存在する場合，顧客属性データベースの項目を使って，メッセージ


を編集する。


(４) 編集済みメッセージを用いて，当該顧客の顧客元帳データベースのレコードを更新する。


(５) 顧客属性データベースの項目に，当該顧客が特別顧客である旨の印がある場合，編集済み


メッセージを用いて，当該顧客の特別顧客データベースのレコードも更新する。


(６) ログ情報をログファイルに書く。


(７) 応答メッセージを作成し，終了する。


， 。 ，設問１ 図２は 業務Ｘプログラムの流れ図を示したものである この流れ図を完成したとき


図２中の に入れる正い塔えを，解答群の中から選べ。


ａ，ｃに関する解答群


ア エラーメッセージを作成する。


イ 顧客コードをキーにして，顧客属性データベースを読む。


ウ 顧客コードをキーにして，顧客元帳データベースを読む。


エ 顧客属性データベースの項目を使って，メッセージを編集する。


オ 特別顧客データベースに書く。


カ 持別顧客データベースを読む。


キ メッセージを用いて，顧客元帳レコードを編集する。


ク メッセージを用いて，特別顧客レコードを編集する。


ケ ログ情報を作成する。


コ ログ情報をログファイルに書く。


ｂに関する解答群


ア 顧客属性データベース イ 顧客元帳データベース


ウ 特別顧客データベース エ ログファイル
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メッセージが特別顧客のものであり，かつエラーとならなかった場合，次の各データ設問２


ベース及びファイルに対するディスク入出力回数表のすべての空欄に数値を埋めて，表を


完成したとき，表中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア １ イ ２ ウ ３ エ ４ オ ５


カ ６ キ ７ ク ８ ケ ９
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問050011問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。


， ，ある企業では 社内で作成される報告書などのさまざまな文書ファイルを検索するシステムを


開発することになった。社内の文書と文書ファイルの概要及びプログラムの概要は，次のとおり


である。


〔社内の文書と文書ファイルの概要〕


(１) 文書の様式は，部署やプロジェクトによって異なり，統一されていない。例えば，作業報


告書の場合，印刷結果は図１に示すようになる。


(２) すべての文書は “＜”と“＞”で囲まれたタグによって文書の構造を，夕グの間の文字，


列で文書の内容を示す形式の文書ファイルとして保存されている。


(３) 文書の作成年月日，作成者氏名及び表題は，文書の最初に順不同で記述されている。ただ


し，作成年月日と作成者氏名の一方又は両方が記述されていない場合がある。


， ，(４) 文書に作成者氏名が記述されている場合には 社員名簿に記載された氏名が使われていて


一つだけが１行に記述されている。


(５) 文書に作成年月日が記述されている場合には，次の例のようなさまざまな様式となってい


る。


例：平成１２年３月３１日


２０００-０３-３１


２０００年３月３１日


文書に記述される作成年月日は，一つだけが１行に記述されている。
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(６) 文書には，表題が一つだけ必ず記述されている。


(７) すべての文書ファイルには“＜ｂｏｄｙ＞”と“＜ｐ＞”というタグが含まれており，こ


の二つのタグの間に文書の作成年月日，作成者氏名及び表題が含まれている。なお，文書フ


ァイル中には，タグを示す以外には“＜”と“＞”の文字は使われていないものとする。


〔プログラムの概要〕


サーバに格納されたすべての文書ファイルに，次の検索処理を行う。


(１) 文書の作成年月日，作成者氏名及び表題の文字列のいずれか又はそれらの組合せを検索キ


ーとして，該当する文書ファイルをすべて抽出する。検索キーとして指定した文字列と一致


するか，それを一部に含む文書ファイルを抽出する。


(２) 文書ファイルからデータを抽出する方法は，次のとおりである。


① 文書ファイルの先頭から文字列を走査し “＜ｂｏｄｙ＞”までを読み飛ばす。，


② “＜”と“＞”で囲まれた部分をタグとして認識し “＞”と“＜”の間の文字列を抽出，


する。


③ ②の処理で抽出した文字列の種類を判別する。


・文字列がない場合又は空白だけの場合には，何もしない。


・抽出した文字列を基に社員名簿マスタファイルを検索し，マスタファイルの氏名と一致し


た場合には，その文字列を文書の作成者氏名と見なす。


・抽出した文字列が年月日を表すものであるかどうかを調べ，年月日であれば，その文字列


を文書の作成年月日と見なして “YYYY-MM-DD”の形式に変換する。，


・文字列が，氏名，年月日のどちらとも見なせなかった場合には，その文字列をその他のデ


ータと見なす。


④ ②，③の処理を次のいずれかの条件を満たすまで繰り返す。


・文書の作成者氏名と見なされた文字列，文書の作成年月日と見なされた文字列及びその他


のデータと見なされた文字列の３種類が抽出できた。


・文書ファイルを走査中に“＜ｐ＞"が出現した。


⑤ ②～④の処理で抽出した各文字列を対象として，検索キーと照合する。


・検索キーに作成者氏名が指定された場合には，文書の作成者氏名と見なした文字列に，検


索キーの文字列が含まれるとき，一致したとする。


・検索キーに作成年月日が指定された場合には，文書の作成年月日と見なした文字列と，検


索キーの年月日が同日であるとき，一致したとする。
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・検索キーに文書の表題が指定された場合には，その他のデータと見なした文字列に，検索


キーの文字列が含まれるとき，一致したとする。


(３) 指定した検索キーと一致する文書ファイルが存在した場合には，該当するファイル名をす


べて出力する。存在しなかった場合には，その旨のメッセージを出力する。


(４) プログラムのモジュール構成の一部を，図３に示す。


図３のモジュール構成の“２．文書ファイルごとの処理”には，繰返し処理を示す記設問１


号が記されている。図３には，このほかに繰返し処理を示す記号が必要なモジュールがも


う一つある。このモジュールとして正しいものを，解答群の中から選べ。


解答群


ア １．検索キーの指定


イ ２.１文書ファイルの読込み


ウ ２.２ 該当データの抽出とデータ種別判定


エ ２.２.１該当データの抽出


オ ２.２.２抽出データの種別判定


カ ２.２.２.１氏名の判定


キ ２.２.２.２年月日の判定と変換


ク ２.３検索キーとの照合


ケ ３．検索結果の出力


図３のモジュール構成の“２.２.１該当データの抽出”の中で，文字列を走査する処設問２


理が終了する条件として正しい答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア 処理中の文書ファイルの文字列を走査して “＜”を読み込んだとき，


イ 処理中の文書ファイルの文字列を走査して “＜ｂｏｄｙ＞”を読み込んだとき，


ウ 処理中の文書ファイルの文字列を走査して “＜ｐ＞”を読み込んだとき，


エ 処理中の文書ファイルの文字列を走査して “＞”を読み込んだとき，


オ 処理中の文書ファイルの文字列を走査して，検索キーに該当する文字列が見つかったとき


カ 処理中の文書ファイルの文字列を走査して，検索キーに該当する文字列が見つからなかっ


たとき


キ 処理中の文書ファイルの文字列を走査して，最後の位置まで読み込んだとき
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社内の文書量が増大すると，１件の検索に要する時間が非常に長くなることが分かっ設問３


た。そこで，あらかじめ各文書ファイルから文書の作成年月日，作成者氏名及び表題を抽


。 ，出して別個に格納したファイル(検索項目ファイル)を作成することにした 検索の際には


この検索項目ファイルを参照して検索キーと照合し，該当する文書ファイルが見つかれば


そのファイル名を表示するという方式に作りかえることにした。検索項目ファイルの構成


は図４のとおりである。


新しい方式では，検索項目ファイルを作成するプログラムと，検索項目ファイルを検索


するプログラムに分ける。検索項目ファイルを作成するプログラムは，図３の各モジュー


ルのうち，幾つかをそのまま利用できる。利用できるすべてのモジュールの組合せとして


正しい答えを，解答群の中から選べ。ここで，解答群中の“○”は利用できるモジュール


を表す。
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問050012問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。


Ａ社では，月次の支払処理前に，支払先ごとに集計した支払予定の金額を印字し，目視で検査


を行ってきた。この業務をコンピュータシステムで行うことになり，サーバ側での条件による支


， 。払データの抽出と クライアント端末側での承認入力を行うプログラムを作成することになった


〔支払検査・承認システムの説明〕


(１) システムを起動すると，アカウント名とパスワードの入力画面がクライアント端末に表示


される。アカウント名とパスワードが登録されている承認権限をもつ管理者だけが，このシ


ステムを利用できる。また，この画面で，支払対象年月を入力する。


(２) サーバプログラムは，支払先ごとに１レコードにまとめた支払集計ファイルを読み，指定


された支払対象年月のレコードの中で，次の検査条件に一つでも当てはまるものがあれば，


そのレコードを承認処理の対象とする。対象となるレコードは毎月２０件程度である。それ


ぞれの検査条件で参照される値は，検査条件テーブルとしてプログラムに与えられる。


① 検査条件１：当月の支払金額が，支払先ごとにあらかじめ設定されている上限金額を超え


る。


② 検査条件２：当月の支払金額の算入によって，当年度支払累計(当年度のその支払先への


支払金額の累計)が，２,０００万円を超える，又は既に超えている。


③ 検査条件３：当月の支払金額が，当月支払総額(当月支払対象のすべての支払金額の合計)


の３％を超える。


④ 検査条件４：当月の支払金額が，当月支払対象のすべての支払集計レコードの中で，金額


の降順に並べたときの上位５％に入る。


(３) サーバプログラムは，承認処理の対象となった支払集計レコードと検査条件テーブル，及


び各ファイルから得られる内容を基に，送信データを編集し，クライアントプログラムに送


信する。このとき，承認項目１～４については，次の編集を行う。


なお，承認項目１～４は，同じ番号の検査条件に対応している。


， ，① (２)の各検査条件に当てはまる場合 支払集計レコードの承認項目の値(初期値は空白)を


送信データの対応する承認項目に転記する。


② (２)の各検査条件に当てはまらない場合 “非該当"の文字列を送信データの対応する承，


認項目に転記する。


(４) クライアントプログラムは，受け取った送信データから支払承認画面を作成して表示する


(図１)。このとき，承認入力に関する表示は，承認項目１～４のそれぞれの値に応じて，次


のように作成する。


① 承認項目の値が空白の場合は，対応する説明文と，承認入力のための“承認”ボタンを表


示する。


， ， 。② 承認項目の値が空白でない場合は 対応する説明文の後に その内容を編集して表示する


(５) 支払承認画面の“承認”ボタンが押されると，サーバプログラムは，支払集計レコードの


対応する承認項目に，承認日時と承認者名を書き込む。
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(６) 支払承認画面の“次のレコード”ボタンが押されると，サーバプログラムは，(２)以降の


処理を繰り返す “終了”ボタンが押されると，処理を終了する。。


(７) 支払承認画面の例を図１に，システムの構成を図２に，プログラムの構造を図３に示す。


(８) 各ファイルの様式及び検査条件テーブルの内容を次に示す。
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２０００年９月分支払承認図面 ２０００-１０-１６ 承認者氏名：田中 真


支払先：情報処理開発協会 支払金額：￥１,２３４,５６７‐


条件１：支払額が，この支払先に対する上限額を超えています。 承認


条件２：当年度支払累計が，２,０００万円を超えるか，既に超えています。 (非該当)


条件３：当月支払総額 ￥１２,３４５,６７８-に対して３％を超えています。 承認


条件４：当月のすべての支払の中で，上位５％に入っています。承認済(2000-10-10 16:10)


田中 真


次のレコード 終了


図１ クライアント端末の表示画面の例


次に示すクライアント端末へ送る送信データの様式の中の に入れる正しい答設問１


えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア 検査条件番号 イ 検査の境界値 ウ 支払先コード


エ 支払対象年月 オ 承認者氏名 カ 当月支払総額
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支払承認要求処理では，１度だけ値を設定すればよい項目は，基本処理で設定し，支設問２


払先ごとに値の異なる項目は，初期処理で設定する。このとき，表１の中の ａ ，


ｂ に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


検査１～４は，同じ番号の検査条件に対応している。また，検査１～４では，ファイル


の読込みは行わない。


解答群


ア アカウント名 イ 検査の境界値 ウ 当月支払順位パーセント


エ 当月支払総額 オ 当年度支払累計 カ パスワード


図３中の初期処理で行う処理のうち，表２に示すＰ１～Ｐ４の処理順序として適切な設問３


答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア Ｐ１→Ｐ２→Ｐ４→Ｐ３ イ Ｐ１→Ｐ３→Ｐ４→Ｐ２


ウ Ｐ２→Ｐ１→Ｐ４→Ｐ３ エ Ｐ４→Ｐ３→Ｐ１→Ｐ２


オ Ｐ４→Ｐ３→Ｐ２→Ｐ１
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問050013問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１～４に答えよ。


日付を与えて曜日を求める副プログラムを作成する。現在，この副プログラムのテストを行っ


ている。


〔副プログラムの説明〕


日付(西暦年月日)を与えて，曜日を求める副プログラムである。与えられた日付に誤りがある


場合は，その内容に対応した誤りコードを返す。


(１) 日付は “yyyy,mm,dd”(yyyy：西暦年４けた，mm：月２けた，dd：日２けた)の形式で与，


える。


(２) 正しい日付のときは，日，月，火，水，木，金，土のいずれかを，戻り値として返す。


(３) 誤った日付のときは，表１に示す３種類に分けて検査した結果の誤りコードを，戻り値と


して返す。


〔副プログラムのテスト〕


副プログラムの説明から，テスト項目を設定し，境界値を考慮したテストデータを作成した。


表２に，テストデータと期待される正しい結果を示す。
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表２のテストデータによるテストが該当するテストの種別として，正しい答えを解答設問１


群の中から選べ。


解答群


ア 結合テスト イ 性能テスト


ウ 耐久テスト エ ブラツクボツクステスト


オ ホワイトボックステスト


表２の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問２


解答群


ア (２００１，０１，０１；月) イ (２００１，０１，３３：Ｅ１)


ウ (２００１，０６，０１；金) エ (２００１，００，９９；Ｅ１)


オ (２００２，０２，２９；Ｅ３) カ (２０１０，１３，１４：Ｅ１)


表２に示すテストデータでこの副プログラムを実行したところ，テスト項目“２月２設問３


９日”のデータのうち，２１００年のときに“(２１００，０２，２９：月)”となり，下


線で示す正しい結果が得られなかった。このことから得られる結論として適切な記述を，


解答群の中から選べ。


解答群


ア ２月２９日の存在が問題となるのは，４年間に１日だけであり，影響は小さい。一方，プ


ログラムの修正に手間がかかること，及び修正によって新たな誤りを生じる可能性もあるこ


とから，この副プログラムを修正することは不適切である。


イ うるう年以外では正しい値が得られるようなので，下線のテストデータをうるう年以外の


ものに替えて，テストデータの件数を減らさずにすべて正しいテスト結果にするのがよい。


ウ うるう年の計算処理に誤りがあると考えられる。したがって，副プログラムの修正には，


まず，うるう年の処理に対応する部分を調べる。


エ 月末日は月によって異なるが，月は１月から１２月までであることは明らかであるので，


月の値に対する範囲テストは行う必要がなかった。


オ 現時点では，西暦２１００年まで約１００年あるので，この副プログラムの修正は必要な


いと判断できる。
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図は バグ修正後の副プログラムを使って 与えられた年(西暦２０００年以降とする)設問４ ， ，


の体育の日(１０月の第２月曜日)の日付を求める流れ図である。 に入れる正し


い答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア 日＞３１


イ 日≦３１


ウ 戻り値が，誤りコードである


エ 戻り値が “月”である，


オ 戻り値が “日 “火 “水 “木 “金 “土”のいずれかである， ”， ”， ”， ”， ”，


カ 戻り値が “日 “月 “火 “水 “木 “金 “土”のいずれかである， ”， ”， ”， ”， ”， ”，
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問050014問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１，２に答えよ。


旗の上げ下げのゲームを行うプログラムを設計する。このゲームでは，出力装置の指示（赤旗


又は白旗の上げ下げ）に従い，遊戯者が，対応するボタン操作で動作を決める。正しい動作の場


合，誤った動作の場合のそれぞれに対応する画面が表示される。これを設定された回数だけ繰り


返し，正しい動作を行った割合を成績として表示する。ゲームの装置の構成と正しい動作及び誤


った動作の場合の画面を，図１に示す。


〔プログラムの説明〕


（１）内部に現在の旗の状態を保持する。


赤旗の状態：上がっている，下がっている


白旗の状態：上がっている，下がっている


（２）初期値ファイルを読み込む。また，赤旗、白旗それぞれの初期状態を“下がっている”


に設定する。
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初期値ファイルの様式


動作検出時間 誤答画面表示時間 繰返し回数


（３）表に示す旗の現在の状態を基に，上げ下げの指示の対象となる旗と選択可能な指示をラ


ンダムに選び出力装置に送る。


表 旗の状態と選択しうる指示


旗の状態 選択しうる指示


上がっている 下げる 下げない


下がっている 上げる 上げない


（４）入力装置から得る動作の種類は、赤旗を上げる，赤旗を下げる、白旗を上げる，白旗を


下げる及び旗を動かさない（動作検出時間内に動きが検出されない場合）の５種類であ


る。


（５）遊戯者の動作を検査し，正しい場合は，正答数に１を加えるとともに，正答に対応する


画面を出力装置に送る。


誤りの場合は，誤答に対応する画面を出力装置に送り，初期値ファイルの誤答画面表示


時間が経過した後，画面の旗を正しい状態にする。


（６）初期値ファイルに書かれている繰返し回数に従い （３）～（５）を繰り返す．．


（７）遊戯者の成績を出力装置に送る。


図２は，旗の状態遷移図である。図２に関する次の記述中の に入れる正し設問１


い答えを，解答群の中から選べ。


Ｓ０は初期状態を示し，Ｓ０からＳｌへの状態の遷移①に対応する動作は “赤旗を上げ，


る”である。このとき，Ｓｌは， ａ 状態である。また，Ｓ３からＳ０への状態の遷


移②に対応する動作は， ｂ であり，Ｓ３からＳ２への状態の遷移③に対応する動作


は、 ｃ である。
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ａに関する解答群


ア “赤旗が上がっている”かつ“白旗が上がっている”


イ “赤旗が上がっている”かつ“白旗が下がっている”


ウ “赤旗が下がっている”かつ“白旗が上がっている”


エ “赤旗が下がっている”かつ“白旗が下がっている”


ｂ，ｃに関する解答群


ア “赤旗を上げる” イ “赤旗を下げる”


ウ “白旗を上げる” エ “白旗を下げる ’’


図３は，このプログラムの流れ図である。初期状態の設定は，初期処理で行われる。設問２


初期処理と繰返し回数の設定以外に，初期値ファイルの内容を参照する処理として正しい


答えを，解答群の中から二つ選べ。


解答群


ア 誤答対応処理 イ 指示の出力 ウ 指示の選択


エ 状態遷移 オ 成績表示 カ 正答対応処理


キ 動作の検出
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問050015問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。


在庫管理システムの一機能として，在庫データを照会するプログラムを作成する。この在庫デ


ータ照会プログラムは，２種類のトランザクションを扱う。


トランザクション種別“Ａ”は，指定した期間内の入出庫活動の照会であり，入出庫活動表を


出力する。


トランザクション種別“Ｓ”は，現在の部品在庫量の照会であり，在庫状況表を出力する。最


低在庫量を下回っている部品があるときは，該当部品を“赤”で示す。


， ， 。トランザクションは 次に示す様式であり 各フィールドのけた数やデータ型などを検査する


また，在庫関連の表の利用認証を受けるため，利用許可番号をもたなければならない。トランザ


クションの利用許可番号が，利用許可番号表に存在するかどうかも検査する。これらの検査に合


格しなかったトランザクションは，エラーとして処理する。


〔トランザクションの様式〕


［在庫照会に関連するデータベースの様式の一部］
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， 。設問１ トランザクションの様式中の に入れる正しい答えを 解答辞の中から選べ


ａに関する解答群


ア “Ａ” イ “ＡＳ”


ウ “Ｓ” エ トランザクションの個数


オ 入出庫種別 カ 年月日時分


キ フラグ ク 利用許可番号


モジュール構造図中の に入れる正しい答えを，解答群のヰから選べ。設問２


ｂ～ｆに関する解答群


ア 該当レコードの取得 イ 在庫状況に関するレコードの処理


ウ 在庫表の更新 エ トランザクション様式の検査


オ 入出庫活動に関するレコードの処理 カ 入出庫表の更新


キ 発注メッセージの作成 ク 利用許可番号の検査
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モジュール間インタフェース中の に入れる正しい答えを，解答群の中から設問３


選べ。


ｇに関する解答群


ア トランザクション イ トランザクション種別


ウ トランザクションの個数 エ 年月日時分


オ 部品番号 カ 部品番号の個数


キ 部品名称 ク 利用許可番号


ケ 利用許可番号表


ｈに関する解答群


ア 在庫不足フラグ，部品番号なしフラグ


イ 在庫不足フラグ，部品番号なしフラグ，様式検査フラグ


ウ 在庫不足フラグ，部品番号なしフラグ，利用許可検査フラグ


エ 在庫不足フラグ，様式検査フラグ


オ 在庫不足フラグ，様式検査フラグ，利用許可検査フラグ


カ 在庫不足フラグ，利用許可検査フラグ


キ 部品番号なしフラグ，様式検査フラグ


ク 部品番号なしフラグ，様式検査フラグ，利用許可検査フラグ


ケ 部品番号なしフラグ，利用許可検査フラグ


コ 様式検査フラグ，利用許可検査フラグ
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問050016問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１，２に答えよ。


商品輸入販売企業の海外発注部門における輸入割当てシステムを設計する．このシステムの概


要は，次のとおりである。


（ ） ， ， ，１ 販売部門から 受注した商品の商品コード 受注数及び販売部門が希望する納期の情報を


オンラインで受け取る。受注情報の様式を次に示す。


（２）海外発注部門の輸入割当てシステムは，受注情報のうち商品コードを基に，その商品を扱


っている海外輸入拠点に商品コードを送信し．在庫数を問い合わせる。輸入拠点は世界各


地に５０か所あり，海外発注部門とオンラインで接続されている。輸入拠点によって取り


扱う商品が異なり，同一商品を複数の輸入拠点が取り扱う場合もある。


（３）輸入拠点は，問合せを受けた商品の在庫情報を，即時に海外発注部門へ返信する．在庫が


ない場合は，在庫数を０として返信する．海外発注部門は，返信された在庫情報をいった


ん在庫情報ファイルへ書き出す。在庫情報の様式を次に示す．


（４）輪入拠点から販売部門への商品配送手段として，船便と航空便の２種類がある。同じ輸入


， ， （ ）拠点でも 船便と航空便とでは 販売部門へ到着するまでに要する日数 配送日数という


が異なる．また，輸入拠点によっても配送日数が異なる。


輸入拠点ごとの配送日数は，拠点マスタファイルに格納されている．拠点マスタファイル


の様式を次に示す。
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（５）輸入拠点からの在庫情報と，そこからの船便及び航空便の配送日数を基に，輸入の可否を


判断し，各輸入拠点からの輸入数量を決定する。すなわち，まず該当する商品の在庫があ


り，かつ希望納期に間に合う輸入拠点を調べる．次に．発注する輸入拠点を割り当てる。


１か所の拠点だけでは輸入数量に満たない場合には、複数の輸入拠点を割り当てる。その


処理手順を図に示す。


輸入拠点の割当ては，①～③の優先順位に従って行う。


① 航空便よりも船便で間に合う輸入拠点を優先する。


② 該当商品の在庫数が多い輸入拠点を優先する．


③ 拠点コードが小さい値の輸入拠点を優先する．


希望納期までに必要な輸入数量を確保できない場合には、その旨のエラーメッセージを出


力する．


（６）輸入拠点と，そこへの発注数及び配送手段が決定したら，該当輸入拠点へ発注情報を送信


する。発注情報の様式を次に示す。様式中の配送手段には，船便か航空便かの区分が格納


される。


図中に示された一時ファイルＡに含まれていなければならないデータ項目として正し設問１


い答えを，解答群の中から三つ選べ。


解答群


ア 希望納期 イ 拠点コード ウ 在庫数 エ 商品コード


オ 配送手段 カ 配送日数 キ 発注数


このシステムをテストしたい。まず，受注情報として，次のテストデータを考える。設問２


， 。このテストデータの希望納期と受注日とを比較して 配送日数の余裕は２０日間あるとする


この商品を扱う輸入拠点の在庫数と配送日数のテストデータとして．７種類のパターンを次の


表のとおりに設定した。表中の予想される結果を満足するために， に入れる正しい


答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア ２０ イ ３０ ウ ５０ エ ７０


オ １００ カ １２０ キ １６０







- 3 -







- 4 -








- 1 -


問050017問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１，２に答えよ。


各店舗が毎日の営業時間終了後に本社へ送ってくる商品の在庫情報と，その店舗における過去


の販売実績の情報から，商品の補充のための配送情報を作成するプログラムを設計する。このプ


ログラムの概要は，次のとおりである。


〔プログラムの概要〕


（１）各店舗が送ってくる商品の在庫情報の様式を次に示す。ここに格納された年月日の翌営業


日が，配送情報を作成する対象となる日（配送対象日と呼ぶ）となる。


年 月 日 店舗コード 商品コード 在庫量


（２）各店舗における各商品の過去の販売量は，販売実績ファイルに格納されている。販売実績


ファイルの様式を次に示す。


年 月 日 店舗コード 商品コード 販売量


（３）販売実績ファイルの過去の販売量を使用して，配送対象日の販売予測量を求める。


（４）販売予測量の１.２倍を，在庫として必要な量とする。在庫量がこの量に満たない場合に


は，その差を不足量とする。


（５）商品は，箱にこん包されている。商品によってこん包する箱の種類が異なり，箱に入る商


品の個数も異なる 箱の種類を示す区分 箱区分と呼ぶ 及びその箱に入る商品の個数 こ。 （ ） （


ん包数と呼ぶ）は，データベースの商品表に格納されている。商品表の様式を次に示す。


下線を付けた項目は主キーである。


商品コード 商品名 箱区分 梱包数 その他の情報


（６）配送する商品の個数が不足量以上になるように箱の個数（配送箱数と呼ぶ）を算出し，店


舗別・商品別の配送情報を作成して出力する。配送情報の様式を次に示す。


年 月 日 店舗コード 商品コード 配送箱数
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プログラムの主処理を四つのモジュールに分割し，プログラム構造図（図１）及びモ設問１


ジュール間のデータの関連を示すデータ流れ図（図２）を作成した。図１及び図２中の


に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。
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解答群


ア こん包数 イ 在庫量 ウ 商品コード


エ 商品表 オ 店舗コード カ 配送箱数


キ 販売実績ファイル ク 販売予測量 ケ 販売量


コ 不足量


プログラムの運用を開始してしばらくたつと，在庫情報に含まれる商品に対応する販設問２


売実績が，販売実績ファイルに見つからないことが多くなった。これは，過去の販売実績


のない新規商品が増えたことが原因である。そこで，在庫情報中の商品と，これに類似し


過去に販売実績のある商品（類似商品と呼ぶ）を関連付けることにした。このため，次に


示す商品対応表を新たに作成し，この表を使って処理を行うようにプログラムを修正する


方針を立てた。下線を付けた項目は主キーである。


商品コード 類似商品の商品コード


商品対応表のデータを入力するモジュールとして正しい答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア 在庫情報の受信 イ 配送箱数の算出


ウ 販売予測量の算出 エ 不足量の算出
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問050018問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１～４に答えよ。


。 ，利用者の好みに合わせて国内ニュースを提供するシステムを設計する このシステムの概要は


次のとおりである。


〔システムの概要〕


， 。 ，(１)提供するニュースは ニュースファイルに次の様式で格納されている ニュースファイルは


１件のニュースを１レコードとする順ファイルであり，ニュースが登録された順に記録され


ている。


登録年月日は，ニュースが登録された年月日を表す８けたの文字列である。例えば，２０


０４年４月１日の場合 “２００４０４０１”となる。登録時刻は，ニュースが登録された，


時分を表す４けたの文字列である。例えば，午後６時３０分の場合 “１８３０”となる。，


発生年月日は，ニュースが発生した年月日であり，登録年月日と同様の様式である。発生時


刻は．ニュースが発生した時刻であり，登録時刻と同様の様式である。分類は，ニュースの


分類であり “医療 “教育 “経済 “芸能 “サイエンス “社会 “スボーヅ “政， ”， ”， ”， ”， ”， ”， ’，


治”のいずれかが格納される。更にニュースの見出し，概要，詳細及び関連する画像ファイ


ルのアドレスが含まれる。


(２)利用者の情報は，利用者ファイルに次の様式で登録されている。利用者ファイルは，利用者


ＩＤをキーとする索引ファイルである。


利用者ファイルには，利用者の好みのニュースの分類が一つ以上五つまで分類１から順に


登録されている。分類が五つに満たない場合，残りの分類には“ＮＩＬ”(空を示す)が格納


される。システムが提供するニュースは，登録されている分類ごとに，発生年月日，発生時


刻の新しいものから最大１０件ずつである。


前回利用年月日と前回利用時刻は，利用者が最後にシステムを利用した日時である。前回


利用年月日，前回利用時刻は，ニュースファイルの登録年月日，登録時刻とそれぞれ同じ様


式の文字列である。


(３)利用者がシステムを利用する日時が，最後に利用した日時から２４時間を超える場合，現在


時刻の２４時間前から登録されたすべてのニュースを対象に抽出を行う。利用者がシステム


を利用する日時が，最後に利用した日時から２４時間以内の場合，最後に利用した日時以降


に登録されたニュースを対象に抽出を行う。
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(４)システムは，利用者の端末種別に基づき，提供する抽出結果の様式を変更する。利用者の端


末が携帯電話などの場合，端末種別は“簡易 ’であり，ニュースの概要を提供する。パソ’


コンなどの場合，端末種別は“詳細”であり，ニュースの詳細や画像を提供する。


〔処理の説明〕


(１)要求受付処理では，次の様式の利用者の要求情報に含まれる利用者ＩＤを基に，利用者ファ


イルから利用者ＩＤの一致するレコードを選択する。


なお，様式中の端末種別には “簡易”か“詳細”かの区分が格納される。，


さらに，要求情報と選択したレコードから，次の様式のレコードを一時ファイルＡに書き


出す。
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最後に，利用者ファイルの該当利用者レコードの前回利用年月日，前回利用時刻の値を，


それぞれ現在の年月日，時刻に更新する。


(２)ニュース抽出処理では，一時ファイルＡを基に，ニュースファイルから次の二つの条件を同


時に満たすレコードを抽出する。


① ニュースファイルのレコードの登録年月日，登録時刻が，一時ファイルＡの抽出開始年


月日，抽出開始時刻以降である。


② ニュースファイルのレコードの分類が，一時ファイルＡの分類１～５のどれかと一致す


る。


これらの条件を満たすレコードに，必要な情報を加えて一時ファイルＢに書き出す。


(３)ニュース整列処理では，一時ファイルＢを整列して，一時ファイルＣへ書き出す。


(４)結果出力処理では，一時ファイルＣから分類ごとに最大１０件を抽出し，その結果を，端末


種別に従って次の様式で書き出す。


(５)ここで，各処理間の情報受渡しは，図に示すファイルだけで行われるものとする。
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次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


ある利用者の利用者ファイルのレコードが次のとおりであった。


この利用者が２００４年４月３日の１７時００分にシステムを利用した場合，要求受付処理に


おいて，一時ファイルＡの抽出開始年月日には ａ が，抽出開始時刻には ｂ が格


納される。


解答群


ア “００００” イ “１７００”


ウ “２０３８” エ “２００４０４０１”


オ “２００４０４０２” カ “２００４０４０３”


， 。設問２ ニュース抽出処理で出力される一時ファイルＢのレコード様式は 次のとおりである


この様式中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア 端末種別 イ 抽出開始時刻 ウ抽出開始年月日


エ 登録時刻 オ 登録年月日 カ 分類


キ 利用者ＩＤ


次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問３


ニュース整列処理では，ニュース抽出処理で出力されたレコードを対象に整列処理を行う。こ


， ， ，のとき 第１整列キーは ｅ で文字コードの昇順とし 第２整列キーは ｆ で降順


第３整列キーは ｇ で降順とする。


解答群


ア 概要 イ 画像ファイルのアドレス


ウ 詳細 エ 抽出開始時刻


オ 登録時刻 カ 登録年月日


キ 発生時刻 ク 発生年月日


ケ 分類
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次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問４


ある利用者の利用者ファイルのレコードが次のとおりであった。


２００４年４月１日の１１時００分における，分類ごとのニュースの登録件数が次の表のとお


りであったとする。この利用者が同年月日の同時刻にシステムを利用した場合，ニュース整列処


理で一時ファイルＣに書き出されるレコードの件数は ｈ 件であり，結果出力処理で表示


されるニュースの件数は ｉ 件である。


解答群


ア ２７ イ ２８ ウ ５０


エ ５３ オ ６０ カ ９８


キ １０８








- 1 -


問050019問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１，２に答えよ。


ある小売業者は，本社と３０の支店からなっている。毎日各支店から本社に次に示すレコード


様式の各商品の売上実績ファイルが送付される。


本社でまとめられた売上実績ファイルは，支店コード別，商品コード別で昇順に整列されてい


る。扱う商品の種類の総数は８,０００種類であり，各支店で取扱いのない商品及び売上げがな


い商品も売上金額が０として記録されている。各支店では平均６,０００種類の商品が取り扱わ


れている。


本社では，売上実績ファイルから支店別の売上実績表を作成しており，全支店での売上金額の


多い順に５０商品を選び，それらの商品が各支店では何番目の売上げであったかを，全支店での


順位とともに図１に示すように印字する。売上金額が等しい商品には，商品コードの昇順に順位


を付ける。


なお，この問題において整列処理は安定であるとする。


支店別の売上実績表を作成する方法について，図２に示す処理の流れ図を作成した。


〔売上上位５０商品の抽出〕


商品コードをキーとして売上実績ファイルを整列する。商品コードごとの販売数量の合計と売


上金額の合計とを計算し，売上金額の多い順に上位５０商品をＦファイルに出力する。


〔支店ごとの順位付け〕


支店コード，売上金額(降順)をキーとして売上実績ファイルを整列する。支店ごとに売上金額


の多い順に支店データの順位を付け，Ｇファイルに出力する。


〔全支店データと支店別データの照合〕


全支店データ(Ｆファイル)をメモリに格納した後，支店別データ(Ｇファイル)と照合して，１
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レコードに編集した次の様式のＨファイルを作成する。


〔支店別売上実績表の作成〕


支店コード，全支店データの順位をキーとしてＨファイルを整列する。商品名称表示のために


商品マスタファイルを参照しながら，支店別に売上実績表を印字する。
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次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問１


図２の処理で，Ｆファイルとして必要最小限の項目をもつレコード様式は ａ である。


また，Ｈファイルのレコード件数は ｂ 件である。


ｂに関する解答群


ア １,５００ イ ６,０００


ウ ８,０００ エ ４０,０００


オ １８０,０００ カ ２４０,０００


キ ３２０,０００ ク ４００,０００


次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問２


各支店で売上金額の多い順に５０商品を選び，それらの商品が全支店では何位の売上げであっ


たかを，支店データの順位とともに図３に示すように印字する。


なお，売上金額が等しい商品は，商品コードの昇順に順位を付ける。
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この売上実績表を作成するために，図４に示す処理の流れ図を作成した。


〔売上合計の計算〕


商品コードをキーとして売上実績ファイルを整列する。商品コードごとの販売数量の合計と売


上金額の合計とを計算し，全件をＬファイルに出力する。


〔ステップ１〕


Ｌファイルを ｃ に整列し，全支店順位を付けて，全件をＬｌファイルに出力する。


〔ステップ２〕


Ｌｌファイルを ｄ に整列し，Ｌ２ファイルを作成する。


〔売上上位商品の抽出〕


支店コード，売上金額(降順)をキーとして売上実績ファイルを整列する。支店ごとに商品の売


， 。上金額による順位を付け 売上実績表の作成に必要な ｅ 件だけをＭファイルに出力する


〔商品コードで整列〕


Ｍファイルを商品コードの昇順に整列し，Ｍｌファイルを作成する。


〔全支店データと支店別データの照合〕


Ｌ２ファイル(全支店データ)とＭｌファイル(支店別データ)を照合して，Ｎファイルを作成す


る。


〔支店別売上実績表の作成〕


支店コード，その支店データの順位をキーとしてＮファイルを整列する。商品名称表示のため


に商品マスタファイルを参照しながら，支店別に売上実績表を印字する。


ｃ，ｄに関する解答群


ア 売上金額の昇順 イ 売上金額の降順


ウ 商品コードの昇順 エ 商品コードの降順


オ 全支店データの順位の昇順 カ 全支店データの順位の降順


ｅに関する解答群


ア １,５００ イ ６,０００


ウ ８,０００ エ ４０,０００


オ １８０,０００ カ ２４０,０００


キ ３２０,０００ ク ４００,０００
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問050020問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１，２に答えよ。


ある大学では，既存システムから出力される授業の時間割ファイルを，新システムの入力とす


るために，ファイル編集プログラムを作成することになった。


この大学の時間割では，同じ年次，曜日，時限に複数の科目が存在する場合がある。


既存システムで出力ファイルを作成した後に，時間割の変更が生じた場合，担当者が出力ファ


イルを修正してから，編集プログラムに入力することも想定されている。さらに，新システムで


は，入力レコードの各項目の値の範囲及び順序の誤りを検査する機能をもっていないので，これ


らの検査も編集プログラムの機能に含めることにした。


この大学の時間割の例，既存システムの出力ファイル，新システムの入力ファイル及び編集プ


ログラムの流れを次に示す。


〔既存システムの出力ファイル〕


既存システムは，次の様式で，年次，曜日，時限，表示順をキーとして，昇順に時間割ファイ


ルのレコードを出力する。


年次：１～４年次を，数字１～４で表す。


曜日：日～土の曜日を，数字１～７で表す。


時限：１～９時限(最大９時限まで)を，数字１～９で表す。


表示順：同一年次の同一曜日，同一時限の科目の表示の順番を，１から始まる連続した数字で


表す。


科目名：“哲学”，“政治学”などを，文字列で記述する。
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教員名：“井上紘司”，“小林慎一”などを，文字列で記述する。


レコード様式は，次のとおりである。


年次 曜日 時限 表示順 科目名 教員名


〔新システムの入力ファイル〕


年次，曜日，時限，科目名，教員名は，それぞれ１レコードとして入力する。ただし，既存シ


ステムの出力と同じ順番を維持する。


複数の科目を，同一年次の同一曜日，同一時限に指定する場合は，登録する順に，科目名と教


員名の組を連続して入力する。


年次，曜日，時限のレコードは，それぞれが変わるときにだけ入力する。


レコードの内容は，次に示す年次，曜日，時限，科目名，教員名のいずれかである。年次，曜


日，時限は，先頭の半角英字１文字と，それに続く半角数字１文字で指定する。科目名と教員名


は，全角の文字列で指定する。


年次：１～４年次を，記号Ｇｌ～Ｇ４で表す。


曜日：日～土の曜日を，記号Ｄｌ～Ｄ７で表す。


時限：１～９時限(最大９時限まで)を，記号Ｔｌ～Ｔ９で表す。


科目名：“哲学”，“政治学”などを，文字列で記述する。


教員名：“井上紘司”，“小林慎一”などを，文字列で記述する。


既存システムの出力例の一部と対応する新システムへの入力を図２に示す。


設問１ 編集プログラムの振る舞いに関する次の記述中の に入れる正しい答えを，


解答群の中から選べ。


既存システムの出力ファイルと，新システムへの入力ファイルの特徴から，編集プログラム


が出力するレコード件数は，正しい入力レコード１件に対し，


最小で ａ ，最大で ｂ となる。


図１の時間割を既存システムが出力し，それをそのまま編集プログラムに入力した場合，３


年次の火曜日１時限の会計Ⅱの入力レコードに対して，主処理中の処理１～４のうち，実行さ


れるのは ｃ 及び処理４である。


ａ，ｂに関する解答群


ア １ イ ２ ウ ３ エ ４ オ ５ カ ６


ｃに関する解答群


ア 処理１ イ 処理１，処理２ ウ 処理１，処理２，処理３


エ 処理１，処理３ オ 処理２ カ 処理２，処理３
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設問２ 図３及び図４中の各処理の内容に関する次の記述中の に入れる正しい答え


を，解答群の中から選べ。


条件判定に用いる変数(NENJI,YOBI,JIGEN,HYOJIJUN)の新しい値の設定又はこれらの変数の


必要最小限の初期化は，主処理中の処理１～４の中で行っている。


このうち処理３の は， ｄ である。また，編集プログラムの最初に行う，


初期値設定での必要十分な変数の初期化は， ｅ である。


主処理中の の部分の条件Ⅹは， ｆ であり，判定Ｙは， ｇ である。


ｄに関する解答群


ア JIGEN ← ０ イ JIGEN ← I_JIGEN


ウ NENJI ← ０ エ YOBI ← ０


YOBI ← ０ JIGEN ← ０


JIGEN ← ０


ｅに関する解答群


ア ERROR ← 偽 イ ERROR ← 偽


NENJI ← ０


ウ ERROR ← 偽 エ ERROR ← 偽


NENJI ← ０ NENJI ← ０


YOBI ← ０ YOBI ← ０


JIGEN ← ０


オ ERROR ← 偽


NENJI ← ０


YOBI ← ０


JIGEN ← ０


HYOJIJUN ← ０


ｆに関する解答群


ア HYOJIJUN－１：I_HYOJIJUN イ HYOJIJUN－１：I_HYOJIJUN＋１


ウ HYOJIJUN＋１：I_HYOJIJUN エ HYOJIJUN＋１：I_HYOJIJUN－１


オ HYOJIJUN：I_HYOJIJUN


ｇに関する解答群


ア ＝ イ ＞ ウ ＜


エ ≠ オ ≦ カ ≧
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問050021問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１～４に答えよ。


社員が所属する部署，従事する職務や階級などを管理する社員表を，昇級，昇格，職務変更な


どの人事変更情報を基に更新するシステムを設計する。


〔Ａ社の人事規定と人事変更情報〕


(１) 社員には，入社時に７けたの数字からなる社員コードを割り当てる。社員コードは，社員


を一意に特定できる重複しない番号である。


(２) すべての社員は，一つの部署にだけ所属する。部署名は，部署コードをキーとして部署表


に格納されている。部署表のレコード様式を次に示す。下線は，主キーを表す。


部署コード 部署名


(３) 営業，事務，技術などの職務名は，職務コードをキーとして職務表に格納されている。職


務表のレコード様式を次に示す。また，すべての社員は一つだけの職務につく。


職務コード 職務名


(４) すべての社員は，管理職か一般職かのいずれかの職群に属する。管理職には１～２０級の


階級があり，一般職には１～３０級の階級がある。階級の値が減ることを階級が上がるとい


う。


(５) 社員の入社年月日，所属する部署，従事する職務などの情報は，社員コードをキーとして


社員表に格納されている。社員表のレコード様式を次に示す。


(６) 別の職務を希望する社員は，毎年３月１日から３月１５日までに，希望する職務を会社に


伝える。この情報は，職務変更ファイルに許可フラグの初期値を０として格納される。職務


変更ファイルのレコード様式を次に示す。


社員コード 希望職務コード 許可フラグ


(７) 会社は，社員が希望する別の職務への従事を許可する場合，毎年３月３１日までに，職務


変更ファイルの許可フラグに１を設定する。その年の４月１日には，会社が許可した社員の


職務を希望した職務に変更する。これを職務変更という。


(８) 会社は，一般職の社員のうち管理能力に秀でた社員を，管理職に任命する。これを昇格と


いう。昇格候補の社員の情報は，毎年３月３１日までに昇格候補ファイルに格納される。昇


， 。 ，格はその年の４月１日に行い 当日職務変更していない社員だけが昇格できる 昇格のとき


職群は管理職に，階級は２０級になる。昇格候補ファイルのレコード様式を次に示す。
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社員コード 昇格理由


(９) 会社は，毎年４月１日に職務変更も昇格もしていない社員の階級を２上げる。これを昇級


という。ただし，昇級前の階級が２級又は１級の場合は１級となる。また，入社後１年に満


たない社員は，昇級の対象から除外する。


(10) 会社は，毎年４月１日に，社員に対して所属している部署から別の部署へ異動する人事異


動を発令する。人事異動の発表資料の例を図１に示す。異動の対象社員の情報は，前日まで


に異動ファイルに格納される。異動ファイルのレコード様式を次に示す。


社員コード 異動先部署コード


(11) 図２に社員表の更新に必要なファイル作成の流れ図を，図３に社員表の更新と人事異動の


発表資料作成の流れ図を示す。図中の昇格者ファイルは，職群を更新する社員の社員コード


だけのレコードからなるファイルである。階級更新ファイルは，階級を更新する社員の社員


コードだけのレコードからなるファイルである。
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処理２では職群を更新する社員コードだけのレコードからなる昇格者ファイルを，処設問１


理４では階級を更新する社員コードだけのレコードからなる階級更新ファイルを，それぞ


れ作成する。図２及び表中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。解


答は，重複して選んでもよい。


解答群


ア Ｓｌ イ Ｓ２ ウ Ｓ３


エ 昇格者 オ 職務変更


図３の中で，処理５～８の順番を入れ替え，入替え前と同じ処理結果が得られるよう設問２


に並べたものはどれか。正しい答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア 処理６→処理７→処理８→処理５ イ 処理７→処理８→処理５→処理６


ウ 処理８→処理５→処理６→処理７ エ 処理８→処理７→処理６→処理５


人事規定の見直しがあり 〔Ａ社の人事規定と人事変更情報〕の(９)が次のとおり変更設問３ ，


される（変更部分を で示す 。ファイルの項目を変更しない場合，図２と図３の中）


で，修正が必要な処理はどれか。正しい答えを，解答群の中から二つ選べ。


会社は，毎年４月１日に職務変更も昇格もしていない社員のうち入社してから１年以上の社


員は、階級を２上げる。これを昇級という。ただし，昇級前の階級が２級又は１級の場合は１


級となる。また，入社後１年に満たない社員は，階級を１だけ上げる。


解答群


ア 処理１ イ 処理２ ウ 処理３ エ 処理４


オ 処理５ カ 処理６ キ 処理７ ク 処理８


図３の処理９で用いる社員表には，人事異動の結果が反映されている。人事異動の発設問４


表資料を作表するために必要な旧社員表として正しい答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア 処理５の更新反映前の社員表


イ 処理５の更新反映後，かつ処理６の更新反映前の社員表


ウ 処理６の更新反映後，かつ処理７の更新反映前の社員表


エ 処理７の更新反映後，かつ処理８の更新反映前の社員表
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問050022問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。


Ｂ社は，バター，チーズ，ヨーグルトなど，牛乳を主な原料とする乳製品を製造している。


， ， ， 。 ，牛乳は Ｊ牧場 Ｋ牧場及びＬ牧場から仕入れ 個別のタンクに保存されている 製造計画で


ロット番号と呼ばれるコードで識別される製造単位ごとに，単一の牧場の牛乳を使うか，又は標


準の混合割合で混合して使うかを決める。ロット番号は，同一製品の同一製造日の製造単位ごと


に付けられるコードである。


Ｂ社では，製造計画で決められた，製造日ごとの各牧場の牛乳の必要量を集計するプログラム


を作成することになった。


〔必要量ファイルの説明〕


製造計画で決められた，製造日，製品コード，ロット番号ごとに，原料牛乳の“必要量”(正


の整数値)と，単一か混合かを表す“牧場区分”が格納されている。


牧場区分は，Ｊ牧場，Ｋ牧場及びＬ牧場を表す“Ｊ “Ｋ “Ｌ ，又は混合を表す“Ｍ”の”， ”， ”


どれかである。


必要量ファイルの様式を図１に示す。レコードは “製造日 “製品コード “ロット番号”， ”， ”，


を，この順で整列キーとして，昇順に整列されている。


〔標準混合割合ファイルの説明〕


“ ” 。 ，製品コード をキーとする索引ファイルである 製品ごとに各牧場の牛乳の標準混合割合が


合計で１００％となるように，百分率(０～１００の整数値)で格納されている。


標準混合割合ファイルの様式を図２に示す。


〔集計ファイルの説明〕


製造日ごとの各牧場の牛乳の必要量を集計して，総必要量として格納する。


集計ファイルの様式を図３に示す。
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〔プログラムの説明〕


必要量ファイルを読み，レコードごとに，次の処理①～③のどれかを行う。


① 牧場区分が“Ｍ”のときは “混合”であり，標準混合割合ファイルと必要量ファイルの情，


報から，Ｊ牧場，Ｋ牧場及びＬ牧場のそれぞれの必要量を計算する。この計算は，小数点以下


切捨てとし，切捨て誤差は，Ｌ牧場の牛乳の必要量で補正する。


② 牧場区分が“Ｊ “Ｋ”及び“Ｌ”のときは “単一”であり，必要量の全量を“Ｊ”のと”， ，


きはＪ牧場 “Ｋ”のときはＫ牧場 “Ｌ”のときはＬ牧場の牛乳とする。， ，


③ 牧場区分が“Ｊ “Ｋ “Ｌ”及び“Ｍ ’以外のときは，エラーであり，このレコードの”， ”， ’


内容をエラーファイルに出力する。


エラーとなったものを除き，製造日ごとにＪ牧場，Ｋ牧場及びＬ牧場の牛乳の必要量をそれぞ


れ集計し，集計ファイルに出力する。


入出力関連図を図４に，モジュール構造図を図５に示す。
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図６は，主処理と必要量計算の流れ図である。図中の に入れる正しい答え設問１


を，解答群の中から選べ。


ａに関する解答群


ア 製造日が変わる イ 製品コードが変わる


ウ 牧場区分が変わる エ ロツト番号が変わる


ｂ，ｃに関する解答群


ア (牧場区分≠“Ｊ”) or (牧場区分≠“Ｋ”) or (牧場区分≠“Ｌ”)


イ (牧場区分≠“Ｍ”) or ((牧場区分≠“Ｊ”) and (牧場区分≠“Ｋ”)


and (牧場区分≠“Ｌ”))


ウ (牧場区分≠“Ｍ”) or (牧場区分≠“Ｊ”) or (牧場区分≠“Ｋ”)


or (牧場区分≠“Ｌ”)


エ (牧場区分＝“Ｊ”) or (牧場区分＝“Ｋ”) or (牧場区分＝“Ｌ”)


オ (牧場区分＝“Ｍ”) or ((牧場区分≠“Ｊ”) and (牧場区分≠“Ｋ”)


and (牧場区分≠“Ｌ”))


カ 牧場区分≠“Ｍ”


キ 牧場区分＝“Ｍ”
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図７は，混合の流れ図である。図中の に入れる正しい答えを，解答群の中設問２


から選べ。


解答群


ア 牛乳の必要量 - wj


イ 牛乳の必要量 - wj - wk


ウ 牛乳の必要量 - wk


エ 牛乳の必要量 × (100 - Ｊ牧場の割合 - Ｋ牧場の割合) ÷ 100


オ 牛乳の必要量 × Ｌ牧場の割合 ÷ 100


図５中の初期化を除く第３階層及び第４階層の最下位のモジュールのうち，設問３


“牧場区分”によって処理を分ける必要があるものを，解答群の中から選べ。


ここで，初期化モジュールは，作業用記憶の初期化だけを行うものとする。


解答群


ア エラー イ 混合 ウ 集計 エ 単一
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問050023問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。


ある通信販売会社では，期間限定のキャンペーンを実施する。このキャンペーンに応募し，期


間中の１回の購入金額が３，０００円以上であった顧客に，購入回数に関係なく賞品抽選券を１


枚だけ郵送することにした。このために，既存のファイルから対象となる顧客を選び，当該顧客


のレコードをあて先ファイルに出力するプログラムを設計する。


〔ファイルの説明〕


(１) 売上伝票ファイルのレコードは，１回の購入ごとに１件作成されている。


(２) 売上伝票ファイルは，購入日付をキーとして，昇順に整列されている。


(３) 顧客番号は，６けたの数字で構成されている。


(４) キャンペーンに応募した顧客の顧客番号は，応募者ファイルに登録されている。応募者フ


ァイルには，同じ顧客番号のレコードが複数存在することはない。


(５) 応募者ファイルは，顧客番号をキーとして，昇順に整列されている。


(６) 顧客情報は，顧客マスタファイルに登録されている。


(７) 売上伝票ファイル，応募者ファイル，顧客マスタファイル及びあて先ファイルの様式を図


１に示す。
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入力ファイルと出力ファイルの様式を検討した結果，図２に示すように，売上伝票ファイルに


対する前処理プログラムとあて先ファイル作成プログラムの二つに分割する設計とした。


このうち，あて先ファイル作成プログラムは，中間ファイルと応募者ファイルからレコードを


順番に読み，突合せ処理によって，両方のファイルに存在する顧客番号について，顧客情報を顧


客マスタファイルから得て，あて先ファイルを作成する。


前処理プログラムが行う処理のうち，購入金額が３,０００円以上であるレコードの抽設問１


出以外の処理として，正しい答えを，解答群の中から二つ選べ。


なお，前処理プログラムの出力である中間ファイルの様式は，売上伝票ファイルと同じ


とする。


解答群


ア 応募者のレコードの抽出


イ キャンペーン対象期間のレコードの抽出


ウ 購入金額をキーとする整列


エ 購入数量が正数であるレコードの抽出


オ 購入日付をキーとする整列


カ 顧客番号をキーとする整列


キ 商品コードをキーとする整列


あて先ファイル作成プログラムのモジュール構造を図３のとおりにし，モジュールの設問２


実行条件と処理を表に示すように設計した。表中の に入れる正しい答えを，解答群の


中から選べ。
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解答群


ア あて先ファイルが終わる イ 応募者ファイルが終わる


ウ 購入日付が変わる エ 購入日付が対象外となる


オ 顧客住所が変わる カ 顧客番号が変わる


キ 顧客マスタファイルが終わる ク 商品コードが変わる


ケ 中間ファイルが終わる


次のテストデータは，設問２の表中の条件１～３による分岐において，処理Ａ，あて設問３


先処理，処理Ｂのすべてが実行されることを確かめるものである。


このデータ中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア ４００１０１ イ ４００１０２


ウ ４００１０３ エ ４００１０４
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問050024問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。


ある会員情報が入ったマスタファイルの内容を，毎月末にトランザクションファイルの内容に


よって更新し，新マスタファイルに出力する更新プログラムを作成する。


〔ファイルの説明〕


（１）マスタファイル及びトランザクションファイルのレコード様式は同じで，次の項目からな


る。


（２）会員番号は，５けたの数字であり，必須の項目である。最大値９９９９９の会員番号をも


つ会員は存在しない。


（３）マスタファイル及びトランザクションファイルは，会員番号をキーとして，昇順に整列さ


れている。


（４）マスタファイルには，同一の会員番号をもつレコードが複数存在することはない。トラン


ザクションファイルにも，同一の会員番号をもつレコードが複数存在することはない。


（５）トランザクションファイルは，新規会員追加に用いるレコード及び既に登録されている会


員の会員情報変更に用いるレコードからなる。


（６）会員情報変更に用いるレコードは，変更する項目に空白以外のデータが格納され，変更し


ない項目には，空白が格納されている。


〔処理の説明〕


マスタファイルのレコードをＭ，トランザクションファイルのレコードをＴとして，次のキー


突合せ処理を行う。


（１）Ｍと同一の会員番号をもつＴがあるとき，Ｔの空白以外の項目でＭの対応する項目を更新


し，Ｔの空白の項目に対応したＭの項目は更新せずに新マスタファイルに出力する。


（２）Ｍと同一の会員番号をもつＴがないとき，Ｍをそのまま新マスタファイルに出力する。


（３）Ｔと同一の会員番号をもつＭがないとき，Ｔを新マスタファイルに出力する。更新プログ


ラムの流れを図１に示す。


突合せキーＫ 及びＫ には，それぞれ，Ｍの会員番号の値及びＴの会員番号の値，又はそれぞＭ Ｔ


れのファイルを読み終わったことを表す最大値９９９９９を格納する。







- 2 -


図１において，キー突合せによるマスタファイルの更新処理は，破線で囲んだ部分で設問１


実現している。


図１中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア Ｍ’入力処理 イ Ｍ入力処理 ウ Ｔ入力処理


次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問２


この更新プログラムに会員情報の削除処理を追加するため，次の（１）～（５）を行う。


（１）トランザクションファイルのレコード様式に，更新区分という項目を追加する。


（２）更新区分が“Ｕ”の場合を新規登録及び変更とし “Ｄ”の場合を削除とする。，


（３）図１のαとβの処理を （１）のレコード様式の変更に対応するように変更する。，


（４）主処理を図２のとおりに変更する。


（５）Ｔ入力処理については，ファイルを読み終わったとき，更新区分に“Ｕ”を代入する処


理を追加する。


ここで，図２のエラー処理１及び２は，エラーとなったレコードに関する情報を表示する。


条件Ｘ２は， ｃ である。エラー処理２は， ｄ 場合に実行される。


ｃに関する解答群


ア 更新区分＝“Ｄ”


イ 更新区分＝“Ｕ”


ウ 更新区分≠“Ｄ”


エ 更新区分≠“Ｕ”


オ （更新区分≠“Ｄ ）AND（更新区分≠“Ｕ ）” ”


カ （更新区分≠“Ｄ ）OR（更新区分≠“Ｕ ）” ”


ｄに関する解答群


ア 更新区分に誤りがある


イ 削除しようとする会員番号をもつレコードがマスタファイルに存在しない


ウ 新規登録しようとする会員番号をもつレコードがマスタファイルに存在する


エ 変更しようとする会員番号をもつレコードがマスタファイルに存在しない
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次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問３


トランザクションファイル中に同一の会員番号をもつレコードが複数あってもよいように


する。複数ある場合，レコードの発生順に処理する。そのために，次の（１ （２）の変），


更を行うことにした。


（１）トランザクションファイルのレコード様式に発生日時という項目を追加する。


（２）図２の更新プログラムとは別にトランザクションファイルの処理に，整列プログラム


とレコード集約プログラムを追加して，新たにトランザクションファイルを生成する。


整列プログラムは，レコードを整列キーの昇順に並べ替える。ここで，第１整列キーは


ｅ ，第２整列キーは ｆ である。


レコード集約プログラムの主な機能は，次の二つである。


① 会員番号が同じ入力レコードで，更新区分がすべて“Ｕ”のときには，空白以外の変更


項目の内容を作業領域に上書きし，最後の状態を出力する。


② 更新区分が“Ｄ”のレコードが見つかったときには，そのレコードを出力する。それ以


降にも同一の会員番号のレコードが存在したときには，それらは処理せずエラーとする。


これらのプログラムの実行順序は，次のとおりである。


実行順序： ｇ


ｅ，ｆに関する解答群


ア 会員番号 イ 更新区分


ウ サービス等級 エ 発生日時


ｇに関する解答群


ア 更新プログラム → 整列プログラム → レコード集約プログラム


イ 更新プログラム → レコード集約プログラム → 整列プログラム


ウ 整列プログラム → 更新プログラム → レコード集約プログラム


エ 整列プログラム → レコード集約プログラム → 更新プログラム


オ レコード集約プログラム → 更新プログラム → 整列プログラム


カ レコード集約プログラム → 整列プログラム → 更新プログラム
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問050025問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ。


Ｚ社はＷｅｂを使った通信販売システムによって，会員に商品を販売している。会員は，Ｚ社


の提供する通信販売システムを利用して商品を購入する。今回，Ｚ社では，会員ごとの購入実績


， 。を用いて 購入の可能性が高いと判定された商品を表示する関連商品表示プログラムを開発した


〔通信販売システムの概要〕


（１）通信販売システムはＺ社の会員だけが利用でき，会員は一意の会員ＩＤをもつ。


（２）通信販売対象の商品は商品表に登録されている。商品表のレコード様式を図１に示す。


（３）会員は次の手順で，商品の購入操作を行う。


① 通信販売システムに会員ＩＤとパスワードを入力し，ログインする。


② 購入を希望する商品を検索する。


③ 購入する商品を指定し，購入数量を入力する。商品価格と購入数量の乗算が行われ，購入


金額に加えられる。購入する商品がほかにもある場合は，②に戻る。


④ 購入金額を確認し，支払方法を入力する。このときの日時が購入日時として記録される。


⑤ ログアウトする。


（４）会員が支払方法を入力したとき，商品の購入が成立し，その際に一意な購入番号を割り当


てる。購入番号をキーとして，購入日時，会員ＩＤ及び購入金額を，購入表に登録する。ま


た，会員が購入した商品は，商品ごとに購入番号と商品コードをキー項目として購入明細表


に登録する。


なお，１回のログインで同一商品を複数回に分けて指定したときには，その商品の購入数


量を合計し，１件のレコードとして購入明細表に登録する。購入表と購入明細表のレコード


様式を図２に示す。


〔関連商品表示プログラムの概要〕


（１）新規登録商品の表示機能


会員がログインしたとき，その会員ＩＤで最近購入した商品と同一商品力テゴリの商品の情


報を，商品表から最大１０件表示する機能である。ただし，表示する商品の情報は，その会員


の最も新しい購入日時以降に商品表に登録されたものだけとする。
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① 最新購入実績の抽出


ログイン時に入力された会員ＩＤを用いて，購入表と購入明細表からその会員の最も新し


い購入の実績をすべて取り出す。


② 商品カテゴリの抽出


①で取り出した購入の実績のレコードと商品表のレコードを，商品コードをキーとして突


き合わせ，一致したときに商品表から商品カテゴリを取り出す。


③ 登録商品の抽出


②で取り出した商品カテゴリのすべてと，商品表の商品カテゴリを突き合わせ，等しい商


品カテゴリをもつ商品表のレコードをすべて取り出す。


④ 新規登録商品の表示


③の結果を基に，その会員の最も新しい購入日時以降に商品表に登録された商品のうち，


登録日時が新しいものから最大１０件の情報を表示する。


（２）検索した商品に関連する商品の表示機能


会員がある商品を検索したとき，その商品を既に購入した他会員が同時に購入した商品の情


報を，最大１０件表示する機能である。ただし，表示する商品の情報はその会員がまだ購入し


ていない商品だけとする。


① 購入番号の抽出


検索した商品の商品コードを用いて，購入明細表からその商品コードをもつすべてのレコ


ードの購入番号を取り出す。その購入番号とログイン時に入力された会員ＩＤを用いて，購


入表を検索し，他会員の購入番号だけを取り出す。


② 同時購入商品の抽出


①で取り出した他会員の購入番号ごとに購入明細表を検索し，その購入番号をもつレコー


ドをすべて取り出す。


③ 検索した商品の削除


， ，②で取り出したレコードの商品コードと 会員が検索した商品の商品コードを突き合わせ


検索した商品の商品コードをもつレコードをすべて取り除く。


④ 関連商品の抽出


③で残ったレコードの商品コードのすべてと商品表のレコードを，商品コードをキーとし


て突き合わせ，一致したレコードを商品表から取り出す。


⑤ 購入済商品の削除


④の結果を基に，その会員が既に購入した商品の商品コードをもつレコードをすべて取り


除く。


⑥ 関連商品の表示


， 。⑤の結果を基に 登録日時が新しいものから最大１０件の商品の情報を取り出し表示する


図３中の中間表Ａ及び中間表Ｂで保持する項目のうち “商品カテゴリの抽出 “登録設問１ ， ”，


商品の抽出”で必要とする項目の組合せとして正しい答えを，解答群の中から選べ。
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図３中の“最新購入実績の抽出”に関する次の説明中の に入れる正しい答設問２


えを，解答群の中から選べ。


， 。ログイン時に入力された会員ＩＤを用いて 購入表からその会員の ａ を１件取り出す


取り出したレコードの購入番号をもつレコードを購入明細表からすべて取り出す。取り出した結


果を中間表Ａのレコード様式に編集し，中間表Ａに出力する。購入表に該当するレコードが存在


しない場合は，何も出力しない。


解答群


ア 最も新しい購入日時をもつレコード


イ 最も多い購入数量をもつレコード


ウ 最も大きい購入金額をもつレコード


エ 最も小さい購入金額をもつレコード


オ 最も古い購入日時をもつレコード


図４中の“購入済商品の削除”に関する次の説明中の に入れる正しい答え設問３


を，解答群の中から選べ。


中間表Ｇから読み込んだレコードの商品コードを用いて， ｂ を検索し，等しい商品コ


ードをもつ ｃ をすべて取り出す。 ｃ ごとに ｄ を検索し，ログインのと


きに入力した会員ＩＤをもつレコードが一つでもあれば，商品は既に購入済みと判定し，取り除


く。


ｂ，ｄに関する解答群


ア 購入表 イ 購入明細表 ウ 商品表


ｃに関する解答群


ア 会員ＩＤ イ 購入番号 ウ 商品コード
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問050026問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１～４に答えよ。


小売企業のＡ社には，本社と２０か所の店舗がある。店舗では商品を販売しており，販売結果


は販売データとして本社にある販売システムで管理されている。今回，Ａ社では，販売データを


基に販売構成一覧を作成することにした。


〔販売構成一覧作成プログラムの概要〕


(１) 販売データは，販売番号と商品コードをキーとして販売ファイルに記録される。販売番号


は，１回の販売ごとに割り当てる全社で一意となる番号である。販売ファイルのレコード様


式を図１に示す。


(２) 商品名，商品カテゴリ名及びメーカコードは，商品コードをキーとして商品ファイルに記


録されている。商品ファイルのレコード様式を図２に示す。


(３) 販売構成一覧には，商品カテゴリを集計種別として商品カテゴリ名(項目)ごとに集計した


， 。ものと メーカを集計種別としてメーカコード(項目)ごとに集計したものとの２種類がある


集計種別を商品カテゴリ，すなわち集計する項目(以下，集計項目という)を商品力テゴリ名


として集計したときの販売構成一覧の例を，図３に示す。


(４) 利用者は，販売データの集計期間を指定する。指定した期間の販売データは必ず１件以上


あるものとする。また，利用者は，集計種別として商品カテゴリ又はメーカのどちらかを指


定する。
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(５) 販売構成一覧の作成手順は，次のとおりである。


① 集計期間の販売データを販売ファイルから抽出し，商品コードの昇順に並べ替える。


② ①の結果の販売データ及び商品ファイルのレコードを，商品コードをキーとして突き合


わせる。キーが一致した場合，商品ファイルのレコードと販売データのレコードから必要


な項目の値を取り出して，それらを中間ファイルＡに出力する。


③ 中間ファイルＡのレコードから，販売数と販売金額の値を取り出す。さらに，集計項目


の値を取り出し，それら三つの値からなるレコードを中間ファイルＢに出力する。


④ 中間ファイルＢのレコードを並べ替えて，集計項目ごとに販売数と販売金額を合計し，


中間ファイルＣに出力する。中間ファイルＢの全レコードの販売金額を合計し，中間ファ


イルＤに出力する。


⑤ 集計項目ごとに合計した販売金額の高い順に順位を付ける。


⑥ 集計項目ごとに合計した販売金額の，すべての販売金額の合計に対する百分率を算出す


る。これを，販売構成一覧で表示する集計項目ごとの構成比率とする。


⑦ 販売構成一覧の形式に合わせて作表する。


(６) 中間ファイルＡと中間ファイルＢのレコード様式を図４に示す。


(７) 販売構成一覧の作成の流れを図５に示す。


図５の“利用者指定値の読込み”で入力する項目として正しい答えを，解答群の中か設問１


ら選べ。


解答群


ア 集計開始日付，集計終了日付


イ 集計開始日付，集計終了日付，構成比率


ウ 集計開始日付，集計終了日付，集計種別


エ 集計開始日付，集計終了日付，順位


図５の“整列２”と“整列３”で行う並替えのキー項目として，図５中の に設問２


入よる正しい答えを，解答群の中から選べ。


解答群


ア 合計した販売金額 イ 合計した販売数 ウ 集計項目


エ 商品カテゴリ名 オ メーカコード
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次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。設問３


利用者が指定できる集計種別として店舗を追加し，店舗コード別販売構成一覧を作成する場合


を考える。図５中のα部分を図６に置き換えることで，既存の処理を変更せずに店舗コード別販


売構成一覧が作成できる。図５の“抽出した販売データ”の項目には店舗コードはあるが，中間


ファイルＡには店舗コードがない。中間ファイルＢの集計項目には，店舗コードの値が必要であ


る。そこで，集計種別が店舗の場合に実行する処理として ｃ を追加する。その実行条件


は ｄ である。


ｃに関する解答群


ア 集計期間のレコードの再抽出 イ 順位の付与


ウ 商品ファイルとの突合せ エ 中間ファイルＢの様式への変換


オ 店舗コードの昇順に整列


ｄに関する解答群


ア (集計種別＝“商品カテゴリ”) AND (集計種別＝“メーカ”)


イ (集計種別≠“商品カテゴリ”) OR （集計種別≠“メーカ”)


ウ 集計種別＝“店舗”


エ 集計種別≠“店舗”


次の記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。解答は，重複し設問４


て選んでもよい。


販売構成一覧の表示について，利用者から次の要求①～③が発生した。


① 順位が１０位までのデータだけが表示されるようにする。


② 構成比率で５％以上のデータだけが表示されるようにする。


③ 順位が同じデータの場合，販売数で降順に表示されるようにする。


要求①～③を最も効率よく満たす方法を考える。要求①に対しては，図５中の ｅ の処


理に，順位の値が１０以下のレコードだけを出力する機能を追加すればよい。また，要求②に対


しては，図５中の ｆ の処理に，構成比率の値が５以上のレコードを出力する機能を追加


。 ， ， ， ，すればよい 一方 要求③に対しては 第１キーを順位の昇順 第２キーを販売数の降順として


読み込んだレコードを並べ替えて出力する“整列４”を，新規の処理として図５中の ｇ


の直前に追加すればよい。


解答群


ア 構成比率の算出 イ 集計 ウ順位の付与


エ 整列２ オ 整列３
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問050027問題
プログラム設計に関する次の記述を読んで，設問１～３に答えよ 、。


Ｃ社では，ディジタル化した楽曲を会員がダウンロードできる楽曲ダウンロードシステム(以


下，システムという)を提供している。


〔システムの概要〕


（１）楽曲の情報は，楽曲番号をキーとして楽曲管理ファイルに記録される。楽曲番号は，それ


ぞれの楽曲データに割り当てられる一意な番号である。楽曲管理ファイルのレコード様式を


図１に示す。


（２）会員の情報は，それぞれの会員に一意になるように割り当てた会員番号をキーとして，会


員ファイルに記録される。会員ファイルには，会員番号とともに，暗号化したパスワード，


氏名，入会日が記録される。会員ファイルのレコード様式を図２に示す。


（３）会員は，システムにログインするために会員番号とパスワードを入力する。


（４）システムは （３）で入力された会員番号をキーとして会員ファイルを検索し，会員番号，


が一致したレコードの暗号化したパスワードを取り出す。暗号化したパスワードと，入力さ


れたパスワードを暗号化した結果が一致した場合は，ログインを許可し，楽曲検索画面を表


示する。一致しない場合は，ログイン不許可のメッセージを表示して終了する。


（５）楽曲検索画面には，曲名からジャンルまでの楽曲管理ファイルの項目(以下，検索項目と


いう)が表示される。ログインした会員は，楽曲の検索条件として，一つ以上の検索項目に


対する検索内容を入力する。複数の検索条件が指定されたときは，入力されたすべての条件


。 ， 。をANDで接続した条件による検索が行われる 検索が不要の場合は ログアウトを選択する


（６）システムは （５）で入力された検索内容を基に，楽曲管理ファイルを検索する。条件に，


， ， ， 。一致したすべてのレコードを抽出し 楽曲番号 曲名 演奏者名を楽曲選択画面に表示する


条件に一致するレコードがない場合は，楽曲検索画面にその旨のメッセージを表示する。


（７ （６）で表示された楽曲選択画面で会員が曲名を一つ選択すると，その楽曲のダウンロー）


ドがすぐに始まる。再検索を選択すると，楽曲検索画面に戻る。


（８）ダウンロードが完了したらダウンロードした日時をダウンロード実績ファイルに格納し，


ダウンロード完了のメッセージを表示して（５）に戻る。ダウンロード実績ファイルのレコ


ード様式を図３に示す。
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（９）システムの画面遷移を図４に，モジュール構造を図５に示す。
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会員が１日にダウンロードできる楽曲の件数を，システムで定めた許可件数以下に制設問１


限する機能を追加する。次に示すログインした会員の当日のダウンロード件数を求める手


順に関する記述中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


現在日付をシステムから取り出す。次にログインした会員の ａ と現在日付の二つを


キーとしてダウンロード実績ファイルを検索し，レコードの件数を数える。ログイン後ダウン


， 。ロード実行前までに日付が変わった場合 新しい日付でダウンロード件数を求める必要がある


したがって，このダウンロード件数を求めるモジュールは， ｂ モジュールの直前に実


行する必要がある。


ａに関する解答群


ア 会員番号 イ 楽曲データの大きさ ウ 楽曲番号


エ ダウンロード日付 オ入会日 カ パスワード


ｂに関する解答群


ア 会員ファイルの検索 イ 楽曲管理ファイルの検索


ウ 楽曲検索画面の表示 エ 楽曲選択画面の表示


オ 楽曲のダウンロード


楽曲選択画面の表示項目として，その会員が既にダウンロードしたことのある楽曲に設問２


ついては，最後のダウンロード日付を追加する。次の記述中の に入れる正しい


答えを，解答群の中から選べ。


会員の入力した検索内容で楽曲管理ファイルを検索し，条件に一致するすべてのレコードを


抽出する。抽出したレコードの楽曲番号が，その会員が既にダウンロード済の楽曲のものであ


るかどうかは，ダウンロード実績ファイルを ｃ で検索すれば判明する。このダウンロ


， ，ード実績ファイルに対する検索では 楽曲管理ファイルから抽出した１件のレコードに対して


その会員のダウンロード実績の件数は ｄ である。


ｃに関する解答群、


ア 会員番号


イ 会員番号と楽曲番号


ウ 会員番号と楽曲番号とダウンロード日付


エ 会員番号とダウンロード日付


オ 楽曲番号


カ 楽曲番号とダウンロード日付


キ ダウンロード日付
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ｄに関する解答群


ア ０件 イ ０件以上 ウ ０件又は１件


エ １件 オ ２件以上


入会直後の会員のダウンロード状況を把握するために，全会員の入会後１週間におけ設問３


るジャンル別のダウンロード件数表を作成することにした。ジャンル別ダウンロード件数


表の例を図６に示す。また，ジャンル別ダウンロード件数表の作成の流れを図７に，各処


理の説明を表に示す。表中の に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。


なお，ジャンル別ダウンロード件数表には，図６のようにジャンル別のダウンロード件


数とその楽曲数が表示されるものとする。


ｅに関する解答群


ア 会員ファイル イ 楽曲管理ファイル


ウ ダウンロード実績ファイル


ｆに関する解答群


ア 会員番号 イ 楽曲データの大きさ ウ 楽曲番号


エ ジャンル オ ダウンロード件数
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